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この作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。




一部の漢字が簡略字で表示されていることがあります。





カバーイラスト：奈月ここ

カバーデザイン：伸童舎
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　僕の通う私立間かん林りん高校は屋上が開放されている。

　屋上にはベンチがいくつか並べられていて、今日のような春先などは絶好の昼寝スポットだ。でも、中には危ないことを考える奴だっているからフェンスが高くなっている。グリーンの太い針金が網あみ目め状じょうになっていて、高さで言えば二メートルから三メートルくらいではないだろうか。そんな針金フェンスが、いつの間にか僕の背後にあった。

　もし、可能ならば、僕はフェンスの向こう側へと行きたい。

　むしろ行かねばならない。

「で、どういうことよ、砕さい月げつ！」

　涙のたまった目で僕を睨にらむのは同級生の女の子。

　やや色素の薄い髪の毛は春の日差しを浴びてキラキラと輝いている。学年一の美少女と言われるだけあって、パッチリ二ふた重えな童顔だ。綺き麗れいというよりかわいい系の顔つきだけれど、スマートかつスタイリッシュでナイスバディ。頭のリボンも似合ってる。

　彼女の名前は三みつ渕ぶち優ゆ沙さ、僕の彼女だ。

「きちんと説明してください、砕月君」

　思いつめた顔で僕を見つめるのは三年生の先輩だ。

　烏からす羽ば色いろの綺麗な黒髪を背中まで伸ばしている。僕は今まで生きてきて、彼女ほど綺麗な黒髪を見たことがない。立たち居い姿が様さまになるのは姿勢の良さと、その整った顔立ち故ゆえだろう。しかしながら、美しさというものは時に暴力的でさえある。近づくことを躊ちゅう躇ちょさせるような美少女。純然たる大和やまと撫子なでしこ。

　彼女の名前は深み草くさ静流しずる、僕の彼女だ。

　二人の彼女は黙ったまま、僕が口を開くのを待っている。

　ただ、逃げたい。

　全力でこの場から逃げ出したい。

　高校二年の新生活が始まった早々にこれだ。春の風は僕の頬ほおを優しく撫なでるのに、目の前の状況はちっとも優しくない。優しくなさ過ぎて現実逃とう避ひをしたくなる。そもそも屋上に呼び出されてみたら、こんな修しゅ羅ら場ばが待ち受けているなんて、いったい誰が想像できるだろうか？　ちなみに僕は想像できなかったので、ただ穏おだやかな表情で二人を眺ながめることしかできなかった。

　僕だって自分がゲスだってことくらいわかっている。

　しかしながら、こうなってしまった原因を彼女たちに話したところで全ては言い訳だし、どうせ信じてもらえない。ついでに言えば、思った通りに説明できるかどうかもわからないし、下へ手たしたらテキトーに誤ご魔ま化かして煙けむに巻く可能性だってあるのだ。

「で、どういうわけ？」

　優沙ちゃんは泣きそうな表情で僕を見み据すえ、静流先輩の瞳から光が消えていく。

　そういえば、限界ギリギリの状況で、もうダメだって時にこそ笑える男が真の男だとかなんとか漫画に書いてあったっけ？　とりあえず、ここは笑っておこうか？

「砕月君、どうして笑えるんですか？」

　ごもっともな意見です。すいません、選択をミスりました。

「さっきからヘラヘラ笑ってばかりだけど、なにか言いなさいよ」

　なにか言おうにも、僕だって好きでこんな状況に陥おちいったわけじゃないっていうか……まあ、言い訳だけどね。

　ああ、いろいろと考え込んでいたら、二人の殺気が臨りん界かい点てんを突破しかねない感じになってる。

　なにか言わなきゃ。

　なにか言わなきゃいけないのはわかるけどなにも思いつかない！

　もうこうなったら、謝り通すしか……




「初体験は３Ｐ以上って昔から決めてましたっ！」




　春風が舞った。

　スカートがはためいてパンツが見えたけど二人は硬直したまま動かない。

　えっと、その、今、僕はなにを言いましたか？

　え？　謝ろうとしなかったっけ？　謝ろうとしてたよ！　ちくしょう、また僕のビョーキが暴走しやがった！　さっさとフォローを入れないと大変なことになる。このままじゃあ、僕は正しょう真しん正しょう銘めいのゲス野郎じゃないか！

　なんでもいい！

　起き死し回かい生せいの一ひと言ことを！




「さあ、おいで。僕のかわいい子猫ちゃんたち」




　あ、なんか死にたくなってきた。

　瞬間、股こ間かんを思い切り蹴けりあげられる。

「アウチ！」

　蹴ってきたのは、まさかの静流先輩だ。そのまま僕は股間をおさえて膝ひざをつく。

　あ、またパンツが見えた。

　つま先ピンポイントキックでコメカミを蹴り飛ばされる。一瞬、目の前が黒くなった。とにかく股間が痛くて動けない。うずくまる僕の脇わき腹ばらが再び蹴りあげられた。衝撃で呼吸が止まる。もうなにがなんだかわからない。

　ちくしょう、もうやだ。もうやだよ、このビョーキ。

　て言うか、このままだとマジで死ぬ……

　顔を上げたら、優沙ちゃんと目が合った。

「ぼ、僕を見捨てないで……」

　優沙ちゃんは目から涙をこぼして、踵かかとで僕の手を踏み抜いた。

「アーウチッ！」

　優沙ちゃんは、そのまま踵きびすを返して行ってしまう。残されたのは、ボロ雑ぞう巾きんのような僕と無言で無表情のまま僕を執しつ拗ように蹴り続ける静流先輩だけだ。

　こうして僕、望もち月づき砕さい月げつは高校二年の春に手痛い失恋を経験した。
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　ベッドの上で目が覚めた瞬間、脇腹に鈍どん痛つうが走った。まだ完治してないようだが、今日は学校に行かなければならない。

　あの修羅場によって、僕は心身ともにダメージを受けてしまい、二日ほど学校を休むことになった。静流しずる先輩のキック地獄によって胸から腹にかけて青あざができ、優ゆ沙さちゃんに踏みつぶされた右手の甲はパンパンに腫はれている。

　義ぎ母ぼの香か織おるさんは怪け我がの理由をたずねてきたが、僕は「なんでもないよ」と笑顔で受け流した。おおかた喧けん嘩かかなにかだと思っているのだろう。まさか付き合ってた彼女に二ふた股またがバレて蹴り殺されかけたとは思うまい。妹の莉り子こも心配そうにしていたけど、まさか普段から頼りになる優しいお兄ちゃんが「初体験は３Ｐ希望」とシャウトしたとは思うまい。

　いろいろと思い返しただけでもひどい。これでは人間失格だ。

　ため息を吐ついたところで部屋の扉がゆっくりと開いた。

「お兄ちゃん……」

　妹の莉子である。おでこと八重歯のかわいい中学二年生だ。まだ幼さの残る顔立ちで、雰囲気的に小動物を思わせる。見た目も中身も発展途上だが、兄の欲目なしに美少女だと思う。

「おはよう、莉子」

　起きていた僕と目を合わせた瞬間、莉子は表情を沈ませる。

「なんで起きてるの？」

「ごめんね。いつもより早く目がさめちゃったんだ」

「お兄ちゃんの寝顔を眺ながめないと私の朝は始まらないんだよ。責任とって結婚して」

　莉子は重度のブラコンだ。中二になったというのに、未いまだに将来はお兄ちゃんと結婚するとか言ってしまう。正直、いくら僕でも妹を毒どく牙がにかけるほど……

「莉子は今日もかわいいね。兄という立場を忘れて莉子を僕だけのものにしたくなるよ」

　莉子は照れたように頬ほおを赤らめる。莉子の頭を撫でてから僕は部屋を出て行った。

　ぶっちゃけ、妹さえ毒牙にかけようとしている程度にゲスなわけだ。

　もうね、しかたがないよね。

　こういうビョーキなんだよ。

　僕は、女の子関係において、完全なる異常者だ。

　男相手だったら普通に話せるんだけど、女の子相手だと無駄に恰かっ好こうつけるし、口く説どくし、平気で告白する。特に厄やっ介かいなのは、そんな自分をまったくコントロールできない点で、心の中で思ってることと実際の行動が完全にチグハグになってしまうのだ。それが本心なら、まだ救えるんだけど、全てデマカセで、いつスイッチが入るかわからない。

　結果、むやみやたらとフラグを乱立させ、二人の女の子とつき合うことになってしまった。それでも、どっちか断わればいいのだが、僕のビョーキはハーレムを作ろうとしているゲスなので、同時進行の同時攻略だ。

　僕だって二人とつき合ってる時は罪悪感でいっぱいだった。きちんとビョーキのことを告白して、謝って別れてもらおうと思った。けど、いざ彼女たちを前にすると、それができなかった。どんなに気分が憂ゆう鬱うつでも僕のビョーキはキメ顔スマイルを張りつけ、相手を楽しませ、あの手この手で好きになってもらおうと努力してしまう。

　ああ、可能なら今すぐ頭を抱かかえてのたうち回りたい。

　ごめんなさい、生まれてきてごめんなさい、呼吸しててごめんなさい、と叫びたい。でも莉子がいるから、そんなことはできない。

　階段を下りた先のダイニングでは朝食が用意されていた。テーブルの上にはサラダにトースト、スクランブルエッグ、あとはボイルされたウィンナーが並んでいる。

　朝ごはんの準備をしていたのは香織さんだ。香織さんは十六歳で莉子を産んでるから、今は三十一歳だけど、見た目は二十代前半にしか見えない。しかしながら、どんなに美人でも母親は母親だ。

「おはよう、香織さん、今日も綺麗だね」

　義母相手でもこれだ。果てしなく救いようがない。

「おはよう、砕さい月げつさん。怪我、大丈夫なの？」

「そんなに心配しなくても大丈夫だよ。大した怪我じゃないから」

　爽さわやかに笑いながら椅い子すに座った。ええ、はい、爽やかに見えるように笑ってますよ。完全に演技ですよね。もう本当に、僕はこのビョーキを治したい。でないと……

「はい、お兄ちゃん、あーん」

　食卓にならんでいたサラダのプチトマトを口の前に持ってこられた。それを口に入れようとしたら、今度は逆サイドからウィンナーを持ってこられる。

「砕月さん、プチトマトよりウィンナーのほうが好きよね？」

「お兄ちゃん、朝一からウィンナーなんてフレッシュじゃないよ。プチトマトだよね」

　もう笑って誤魔化すしかない。そんな僕の横で莉子が香織さんをジト目で睨む。

「ていうか、お母さん、どうして莉子とお兄ちゃんの朝のひと時を邪魔するの？」

「あら、朝の時間がどうして莉子ちゃんとのひと時って決まってるの？　お母さんと砕月さんの大切なコミュニケーションタイムなのよ」

「お兄ちゃんに色目使わないでよ。お母さんにはお父さんがいるでしょ！」

「あら、なにを言ってるの？　お母さんは砕月さんを息子として愛してるだけよ」

「へぇ、そうなんだ。でも、莉子はお兄ちゃんをお兄ちゃんとしてだけじゃなくて、一人の男の子として大好きだよ。結婚するって約束してくれたもん」

「兄妹で結婚できないのよ、諦あきらめなさい」

「でも血は繋つながってないもん。大丈夫、いける、いける」

「それを言うなら、お母さんだって繋がってません。問題ないわ」

　単たん身しん赴ふ任にん中ちゅうの義父さん、ごめんなさい。微妙に家庭が崩ほう壊かいしそうです。主に僕のせいで。

「それで、砕月さん、どっちなの？　小娘と私、どっちを選ぶの！」

「お母さん！　自分の娘を小娘とか言うような人は母親として以前に人としてダメだよ！」

　修羅場が日常茶飯事になっているのがつらい。そして、こういう時に出てくる言葉は、いつだって修羅場を悪化させやがるのに僕はまたキメ顔だ。

「三人で仲良くやっていけないだろうか？」

　義父さんがさりげなく鬼き籍せきに入っているから困る。

「砕月さん、相変わらず根っからのラブ＆ピース主義者ね。ここは母として受け止めます！」

　義母なんだから受け止めちゃダメなのに香織さんが勢いよく立ち上がった。

「莉子だってお兄ちゃんの要望には常にスマイルゼロ円で答えたいと思ってるんだから！」

　対する莉子も立ち上がった。義父さん、大変です。家庭崩壊の危機です。僕には二人の暴走どころか、自分の暴走さえ止めることができそうにありません。

　僕の思考は完全に止まっているけど、目の前の状況は止まらない。香織さんは艶つやのある表情でエプロンを外し始めるし、莉子は頬を赤らめて僕の瞳を食い入るように見つめている。非情にまずい雰囲気だ。朝なのに、展開が昼ドラだ。

　不意にインターフォンのチャイムが鳴り響いた。

　二人がピクリと反応する。その間かん隙げきを突くように僕は「あ、急がないと遅刻しちゃう」と全ての事件をなかったことにして立ち上がり、逃げるように学校の準備を始めた。

　制服に着替えつつ心に誓ちかう。どんな手を使ってでも、僕はこのビョーキを治さなければならない。でないと、望もち月づき家は崩壊するし、また誰かを傷つけてしまう。

　もう好きな人を傷つけるのも好きな人に憎まれるのも嫌なんだ。聖せい人じん君くん子しになりたいとは言わないけど、せめて自分自身を肯こう定ていできる人間にはなりたい。

　これ以上、外げ道どうを突き進まないよう今日から僕は生まれ変わるんだ！

　……きっと、たぶん、おそらく、あるいは、生まれ変われると思うんだな。だって人間だもの。


★



　私立間かん林りん高校は、僕の家から徒歩と電車で片道四十分くらいの距離にある。

　普通科と理数科に情報科学科のある割と有名な進学校だ。どうして僕のようなバカが入学できたのかは謎だが、きっと運が良かったのだろう。あるいは、受験勉強を手伝ってくれた友人二人のおかげかもしれない。とにかく僕の偏差値以上の学校であることは否定できないため、日々の授業についていくだけでも大変なのだ。

　二日ぶりに登校してみたら、敵意のこもった視線で迎えられた。休んでいる間に僕の悪あく事じが噂うわさとして広がったのだろう。校内トップ５に入る美少女を同時攻略して、あまつさえ３Ｐ希望とシャウトだ。そりゃあ、敵を作ってもおかしくはない。

　僕は敵意から逃げるように自分の席へと向かい、一人で小さくなっていた。

「おっす、ゲッさん」

　その声に視線を向ける。褐かっ色しょくの肌はだをしたプチマッチョな男が僕を見ていた。こいつの名前は八やつ瀬せ宗そう助すけ。僕の数少ない友人の一人だ。

「……おはよう、宗助」

「お前、女がいないとテンション低いなぁ、おい」

「宗助はいつも元気そうだよね」

「ゲッさんみたいに余計な悩みなんざ抱えてねぇしな。しっかし、ホントにお前はハイレベルを超えてハイエンドだよな」

　ちなみにハイエンドというのは最上級のサービスや製品を示す言葉だが、僕らの間ではぶっ飛び過ぎていて逆に終わっているという意味合いで使われる。

「今の僕と仲良くしてると、総すかんの余よ波はを食らうよ」

「俺はもとからＭＯＭＯちゃん以外の女には興味ねぇよ」

　どや顔で言う発言ではないと思うが、まあいいや。ちなみにＭＯＭＯちゃんとは、宗助がはまっている子供向けアニメ『マジカルプリンセスＭＯＭＯ』の主人公のことである。

　宗助はプチマッチョなくせに二次元ジャンキーだ。ちなみにどうしてプチマッチョなのかと言うと、あっち側の世界に召しょう喚かんされた場合、そこが血ち沸わき肉にく躍おどるキリングフィールドの可能性がある。それでも戦いぬいてヒロインを守れる男でなければいけないという信念によって、日ごろから体を鍛きたえているらしい。僕もアレだけど宗助も充分ハイエンドだ。

「それで、ちょっといいか？　チー坊が話あるんだってさ」

　チー坊はきっと怒っているだろう。あまり会いたくはないけど、敵意漂う教室にいるよりはマシなので、僕は宗助の後へとついていった。

　宗助は僕を屋上まで連れ出した。ベンチでは女の子が本を読んでいる。

　黒髪のショートカットに眼鏡。小さな体で身長は１５０センチない。その切れ長な瞳が僕を見つけた。いつも思うけど、彼女は美人だ。人当たりがいいとは言えないから、明朗快活な優沙ちゃんみたいに人気があるわけじゃないけど、僕は彼女のいいところをいっぱい知っている。

　彼女の名前は百もも瀬せ千ち夏なつ。

　僕のビョーキを理解している唯ゆい一いつの女の子だ。

「おはよう、千夏」

　僕は微笑みかけながら千夏の横に座った。

「なに読んでるの？」

　千夏は無言で本のタイトルを僕に見せた。『今日から始める拷ごう問もん百選』というタイトルだ。

「ご、ごめんなさい。生まれてきちゃってごめんなさい」

「どうして謝るの？」

「いや、その、僕が好きなのは千夏だけだよ」

「気持ち悪い」

　無表情に斬きって捨てられた。

　千夏と宗助と僕は小学生のころから一緒につるんでいる。半ば幼おさな馴な染じみのようなもので、ビョーキを理解してくれている千夏や宗助は僕にとって気を遣つかわないですむ大切な友人だ。

　そんな友人である千夏が、ため息を吐いて本を閉じた。

「なんで呼ばれたかわかる？」

「そんなことより二人のこれからについて、真剣に話し合おうよ」

「二股の件、どうなってるの？」

　僕のビョーキのことなんざ、完全にスルーだよ。

　ちなみに千夏は僕のビョーキと僕の本音を判断できるらしい。千夏が言うには僕のビョーキが喋しゃべってる時は、瞳から光がなくなるのだとか。完全にレイプ目だよね、それ。

「二股だなんて人聞きの悪い言い方はよしてくれ。僕はいつだって千夏のオンリーワンさ」

「そう、体に訊きくしかないのね」

「すでに制せい裁さいを受けました！　なので、これからのことを真剣にって目の前が真っ暗だ！」

　千夏の小さな手が僕の額ひたいをわしづかむ。千夏の十八番アイアンクローだ。僕が半泣きになって許しを乞こうたところで、やっと解放された。

「どういう経緯いきさつ？」

「えっと、なぜか二人に呼び出されて写真を突き出されまして……」

　優沙ちゃんは僕と静流先輩が仲良く写っている写真を持ち、静流先輩は僕と優沙ちゃんが仲良く写っている写真を持っていた。完全に盗とう撮さつだった。

「善意の第三者が情報をリークしたんだろうね。僕には敵ばかりだよ」

　基本的に僕の評判はすこぶる悪い。女の敵だと認識されているようで、僕の命を狙っている連中による「望月狩り」なるはた迷惑なイベントまである始末だ。

「まあ、とにかく、これで僕は綺麗な体になったわけだから、千夏を愛することになんの障害もなくなった。ずっと君と一緒にいたいんだ、千夏。千夏だけが僕のことを理解してくれるから、僕は君の傍にいると救われる」

「おい、ゲッさん、正直、聞いてるこっちがきつい」

　言ってるこっちが一番きついよ。

「僕の気持ちに嘘はないよ。愛してる。千夏の傍そばにいないと僕の心は凍えそうだ」

　言葉のチョイスとか色んなものが嫌になってくる。僕だって、こんなビョーキ治したいよ。オートマチックに二股とかするし、家庭崩壊の原因作ったりするし、心が凍こごえそうだとかわけわかんないこと言ったりするし、もう嫌だ……

「宗助君、これ、治ると思う？」

「どうだろうな。マトモにやったら難しいんじゃねぇの？」

「千夏、僕を見捨てないで。君にまで見捨てられたら僕はもう……」

　捨てられた子犬のような顔で見つめたら、ため息を吐き捨てられた。

「……見捨てはしないけど、素人の対処療法じゃあ完治は難しい」

　そうは言うけど、僕だって、こんな嘘八百な自分が嫌でカウンセラーにかかったことがある。けど、カウンセラーの先生が女の人でさ。気づいたら口説いてて、いつの間にか何回かデートしてて……もう笑うしかない。

「ゲッさん、中身はともかく見た目は爽やか風イケメンだからな」

「クサいセリフも見方によったら様になるから始末に負えない。有害なイケメン」

　褒められてるのに、今は皮肉にしか聞こえない。

「僕だって治せるものなら治したいよ……」

「本当にそう思ってるの？」

「思ってるよ！　僕だって千夏と幸せな家庭を築きたいって思ってるんだ！　庭付き一戸建てで、娘と息子と白い犬、そして君が僕の隣にいれば、もうなにもいらない！」

「砕月、将来の夢は？」

「もちろん、アットホームなハーレム！　じゃなくて、公務員かな？　収入が安定してないと家族を養っていくことができないからね。あ、知ってる？　一人前って自分の稼ぎで自分一人を養えてる状態を言うんだってさ。半人前は自分の稼ぎだけで食ってけないから、お前はまだ大人じゃないって意味らしいよ。だから、ほら、僕は、いつか四人前になりたいっていうか」

「ゲッさん、男女比率は？」

「もちろん、男一人に女三！」

「それハーレムじゃね？」

　千夏と宗助は呆あきれたような白はく眼がん視しを僕に投げてくる。

「む、娘的な意味でだよ。ほら、一人娘って、きっとかわいいと思うんだ」

「……妻が二人」

　うん、そうだね。きっと、そうなんだろうね。僕のビョーキってそういう奴だもんね。

「妻が二人」

　二度も言われた。千夏の無表情が怖すぎる。

「わかった。みんな平等に愛する中東ルールにのっとって、きちんと娘は一人ずつにしようじゃないか。七人前の稼かせぎを得るためには、公務員だと少し厳しいかもしれないね。でも、大丈夫だよ。千夏、君は大船に乗ったつもりで……」

「妻が三人っ！」

　千夏が手をパキパキと鳴らしている。いい加減、引いてくれ、僕のビョーキ！

「きちんと平等に愛するって言ってるじゃないか！　君たち、いったいなにが不満なんだ！」

「ここで逆ギレって、男だな、ゲッさん」

　もちろん、開き直ったバカ野郎は千夏のアイアンクローで沈められた。
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「……もう嫌だ、こんなビョーキ」

　アイアンクローから解放された僕はこめかみをさすりながらボソリと呟つぶやいた。

「砕月、本心でもハーレムを作ろうと思ってる？」

「そんなわけないだろ。人並みに女の子が大好きであることは否定できないけど、二股とか浮気とかで傷つけたくないよ。でもさ、そう思っても僕はいつだって女の子を傷つける」

　どうしようもない奴なのだ、僕という人間は……

「しばらく千夏以外の女の子には近づかないようにするよ」

「ま、賢けん明めいだな」

「近づかないと言っても無理。具体的には？」

「自分を木かなにかだと思いながら一人で静かにしてます。来世は木になって光合成をしながら穏やかに生きていきたいと思う今日このごろです」

「ゲッさんのスギ花粉とか無駄に多そうだけどな」

「そうだね、受じゅ粉ふんさせてやるぜっていう感じだろうね。張り切り過ぎて、みんなの花粉症を悪化させるんだよ、きっと。ハハハハ、来世でも僕はこんなか……」

　もう笑うしかない。

「外道でも砕月は砕月」

　千夏は必要最低限の言葉しか使おうとしないから、行間を読まないとなにを言っているのかわからない時がある。でも、千夏の真心くらい僕にだってわかる。

「来世でも君と寄り添そって生きていきたいんだ、連れん理りの枝えだのように！」

「ウザい」

「君のためなら僕はいくらでも強くなれる」

「キモい」

「千夏のツンデレは、しっかりと理解してるつもりだ」

「……疲れる」

「ああ、そうやってため息ついて僕を見捨てないで、千夏ちゃん！」

　ヘタレに叫ぶ僕の声だけが春の空に響ひびいた。


★



　ただ学校にいるだけで精神がすりへった。

　今回のことを機に心を入れ替えようと思う。

　いや、心は常に正しくあろうとしてるんだよ。しかしながら行動がともなっていないのが問題なのだ。やはり、このビョーキだ。ビョーキをどうにかしなければならない。

　などと考えながら僕は家いえ路じについていた。

　あまり早く帰り過ぎると、香織さんや莉子と話をする時間が増えてしまう。その分、危険も増えるから、いつもギリギリまで時間をつぶす。

　とはいえ、駅前を一人でブラつくとオスたちによる望月狩りの被害に遭あいかねないので、僕が歩くのは人通りの少ない住宅街だ。歩きながら小さな神社を見つけたり、公園で休んだりしてボケっと時間をつぶすくらいしかやることがない。今日見つけた公園は大きな集合住宅の裏手にある公園だ。外周に沿そってブナや桜などの木が植えられている。

　僕はブランコに座って、散っていく桜の花を眺めていた。桜の木は花弁をチラチラと散らせて僕の目を楽しませてくれる。人通りは皆かい無むで車が通る気配もない。まだ五時前だと言うのに随ずい分ぶんと閑かん散さんとしている。だが、こうやって一人たそがれているのも悪くない。一人でいれば、僕のビョーキだって暴走しないのだから。

「もう二度としくじらないぞ。今度はバレないようにしなきゃ……」

　え？　なに、この独ひとり言ごと……

　頭を抱えてうなだれた。これは、あまりにも酷ひどい。独り言に反省の色がなさすぎる。

　なぜ思ってることと口にすることに、ここまでの乖かい離り現象が起こるのだろうか？　ひどいビョーキだ。これじゃあ、僕は救いようのないゲスな鼻毛野郎ではないか。

　生きててごめんなさい。呼吸しててごめんなさい。僕の中に悪魔がいるんです。

「君のその綺麗な黒髪と、愛らしい瞳。一ひと目め見みただけで僕の心は君に奪われてしまった」

　寄ってきた黒猫をあやしながら僕のビョーキがわけわからないことを言っている。

「にゃあ」

「照れなくてもいいよ。ただ僕は事実を事実として言っただけじゃないか。美しいものを美しいと言ってなにが悪いんだ？　僕の心を奪った責任、取ってほしいな」

　膝の上でネコがゴロゴロと転がっている。

　僕は生き物の性別をパッと見で見抜けてしまう特技を持っている。そして、僕のビョーキは女の子なら人類でなくとも、こんな感じだ。まあね、僕だって動物は好きだよ。

「君と夜明けのモーニングコーヒーが飲みたい」

　これは、もう人類種としてダメかもしれんね。

　今までいろいろとしてきたけど、治療のとっかかりさえ見つからなかった。反省して良心を痛めたところでビョーキの暴走が止まるわけじゃない。悩んだところで出てくるのは「僕は救いようのないゲスだ」という事実だけ。もうダメだ、と思ったところで現状が好転するわけでもない。僕にできることと言ったら、新しい被害者が出ないように女の子には近づかず、神様とかスーパーナチュラルな存在に問題解決を丸投げすることくらいだ。

　ここまで来たら全て受け入れて笑うしかない。ネガティブに考えたってしかたがないんだよ。僕はクズです。でも、どうしようもありませんっ！

「アハハハハハハハハ」

　開き直って笑っていたら、黒猫ちゃんはヒョイと膝の上から飛び降りていってしまった。膝の上にあった彼女の温ぬくもりを一いち陣じんの風が連れ去っていく。一いち抹まつの寂さびしさを感じながら僕は虚こ空くうを見つめた。

　ふと背せ筋すじがゾクリと毛け羽ば立だつ。甲高い耳鳴りに顔をしかめた瞬間、音が消えた。

　怪け訝げんに思って辺りを見回す。明らかに様子がおかしい。

　ベンチから見える世界が、油絵具で描かれたかのようにリアリティーを失っていた。集合住宅は舞台で使われるハリボテのセットのように薄っぺらくなっているし、公園の木々も子供がクレヨンで描いた落書きのようなものに変わっている。広がりのない空には、今にも落ちてきそうな太陽らしきものが描かれていた。遠近感も陰いん影えいもないのっぺらぼうで雑な世界。

　一気に不安が爆発した。

　どういうことだ？　いやいや、どういうこともなにも、僕が今まで生きてきた知識と経験の中に説明できる材料がない。意味がわからないし、わけがわからないし、なにがなんだかわからない。いや、待て、落ちつけ。こういう時は、とりあえず深呼吸をしてみようじゃないか。はい、深く息を吸い込んでから、ゆっくり吐はこうね。ほら、こうして落ちついて周りを見てみれば、きっと……おかしいな、やっぱりイカれたままだ……

　これは、もしかしたら、ただのビョーキから本格的なイカレさんにクラスチェンジしたのかもしれない。まったくもって笑えない話だけど、ポジティブに考えよう。

　もし、僕という存在が大変なことになったとしたら、病院にぶち込まれてしまうかもしれない。そうなれば、僕の被害者だって減る。誰もが喜ぶハッピーエンドじゃないか……ポジティブに考えてみたけど、あれ？　おかしいな、僕って救われなくね？

　やけっぱちな気分になった瞬間、視界の斜ななめ上からなにかが飛んできた。

　ドサッと鈍にぶい音がした。公園の中央では人が倒れている。

　え？　投身自殺？　いや、でも……

　視線を上へと向ける。飛び降りてこられるようなものはなにもない。確かに集合住宅は見えるけど、それにしたって距離があるしハリボテみたいだ。などと考えていたのだが、倒れている人の体付きが女の子っぽいと思った瞬間、僕はオートマチックに動いていた。

　すぐさま駆け寄って女の子を見下ろした。特に体は壊れてはいない。

「うっ……」

　息はあるようだ。膝をついて声をかける。

「大丈夫？」

　その顔を見た瞬間、息を飲んだ。

　超絶美少女なのだ。

　苦痛で表情は歪ゆがんでいるけれど、その顔はまるで計はかったかのように的確な位置に的確なパーツが置かれている。髪の毛は綺麗な金髪で、シルクのようにサラサラの手て触ざわりだけど、やや癖くせがあるのかフワフワしていた。自己主張し過ぎない程度に高い鼻。その下には綺麗なピンク色の唇だ。

　その現実離れした美少女の造形を見て、本格的に自分の脳みそを疑いたくなってきた。けど、彼女の体温は確かに感じるし、しっかりと現実味を持って動いている。

「うぅ、痛いなぁ。しくじっちゃったよ……」

　開いた目は妖艶な紫色の瞳パープル・アイズ。見ているだけで吸い込まれそうな深みがある。しかしながら、ここまで完璧な美人て現実に存在するか？

　……まあ、いいや。

　僕の妄もう想そうだろうとなんだろうと、女の子であれば、ばっちこいだ。

　僕は抱き上げるように彼女の背中へと手を回した。そのまま体を起こさせる。

「え？　あれ？　でも……」

　女の子は目を見開いて僕を見ている。なので、僕もジッと見つめ返す。もちろん、自然とキメ顔になってしまう。

「慌てなくても大丈夫。とりあえず、深呼吸しようか」

「私のこと認識できるんですか？」

　素すっ頓とん狂きょうなセリフだ。意味がわからない。

「どこから落ちてきたのかわからないけど、痛いところとかある？」

「だ、大丈夫です」

　どうにも態度がぎこちない。そういえば服装も変だ。白を基調とした服には機械回路みたいな柄がらがあり、白いベレー帽をかぶっている。一ひと昔むかし前のナースみたいでもあるけど、その割には全体的に無機的な印象が強い。見ようによっては魔法少女にも見える。

　これは、もう完全無欠に奇き天て烈れつな展開だ。

　でも、いい。開き直ることにした。

　僕が残念なことになったとしてもいいじゃないか。元から残念でキテレツなビョーキ野郎だ。その上、引きかえせないレベルの妄もう想そう癖へきが加わったからといってなんだというのだ。毒に毒を足したって元から毒であることに変わりはない。なら、そんな自分も受け入れて生きていこう。大丈夫、僕はまだ頑張れる。この子が、中二病を悪化させた僕の残念な妄想だとしても、今の僕にはチャーミングな女の子にしか思えない。

　僕は女性であれば、たとえ存在してなくたって……

「……骨まで愛せる」

「へ？」

　フッと短く笑って誤魔化したけど、内心ではテンパった。また、ビョーキが……

「なにがあったのかわからないけどいろいろと話してほしいな。大丈夫、どんな話だって僕は受け止めるよ。君が世界の敵と戦っていたとしても僕は君を見捨てたりなんかしない」

　僕は、こんなクサいことをのたまう僕を見捨てたい。

「どうして知ってるんですか？」

　知ってるもなにも、全部デマカセだよ。自分でも嫌いやになってくるよ。とはいえ、嘆なげいていてもしかたがない。もう、なるようになれ……

「君の力になりたいんだ」

「……手伝ってくれるんですか？」

「そうだね。僕にできることならなんだって手助けするよ」

「そうですか。アナタがデバッガだということだけはわかりました。まさか、偶然出会うとは思ってなかったんですけど……」

　デバッガ？　よくわからないけど、きっと、そういう設定なんだろう。

「でも、助かりました。奇襲で手痛くやられちゃって復旧が間に合ってないんですよね。さすがに敗北を覚悟したんですが、デバッガの人がいるならうまくいきそうです」

　奇襲？　やっぱりなにかと戦っている設定のようだ。

「ところで、君はなにと戦ってるの？」

「この世界のバグです」

　なるほど、そういう設定か。しかしながら、自分の妄想なのに詳しょう細さいがわからない。

「バグ？」

　僕がたずねた瞬間、彼女は鋭するどい視線を虚空へと投げる。

「細かい説明をしてる余裕はないみたいです」

　跳はねるように立ち上がった。

「デバッガの人。私がオトリになって隙すきを作るので、アレを殴なぐってください」

「アレって？」

「すぐに来ます」

　彼女は見えないなにかを握るように手を前へと突き出した。

「アセンブリ・ソースコード・バグフィクスウェポン・モデルサイズ・コンパイル」

　手に巨大な鎌かまが現れた。思考が自分自身の妄想に追いついてくれない。

「リソースコード・コンパイル」

　でかい割に鎌の刃はボロボロだったのだが、彼女がボソリと呟いた瞬間、大鎌が振動するようにブレる。少しだけ小こ奇ぎ麗れいになったが、ボロい部分はボロいままだった。

　目の前の出来事があまりにも現実離れしていたから、僕は全てが自分の妄想だと思うようにしていたけれど、このリアリティーは妄想の産物で片付くものなのだろうか？　とはいえ、これが現実だとしたら、それはそれで大問題じゃないか。

「復旧率は三十パーセント。かなり厳しい状況です」

　なにが厳しいのかもわからない。もう嫌だ。家に帰ってベッドの中で丸くなりたい。

「来ますよ」

　なにが？

　声に出してたずねる前に、彼女は大鎌を空へ向けて振り払った。

　その光景に目を疑いたくなる。

　羽はねの生えた女性っぽい物がいた。

　胸から上が人間の女性だ。むき出しのおっぱいが羽ばたく度に揺れているけど、嬉しくないのはなんでだろう？　あ、その答えは簡単ですね。だって両腕羽だし、下半身は鳥だし、七対三で人間じゃないので、あのおっぱいは犬とか猫のものと大差がない。美乳で巨乳なんだけど、ちっとも嬉しくない。むしろ、もったいないとさえ思ってしまう。

　あ、えっと、ロールプレイングゲームの敵キャラに出てくるじゃないですか。あの羽の生えた女性っぽいの。確か、名前はハッピーとか……違う。そんなファンキーな名前じゃない。えっと、そうだ。ハーピーだ。

　そのハーピーがいるんですよ。それで、大鎌の刃を足の鉤かぎ爪づめで掴つかんでるんですよ。

『キシャァァァァァァ』

　しかも叫んでるし、超羽ばたいてるし、なんか、メチャクチャ怖いし……

　もうね、なんかね、意味わかんねっす。なにもかもさっぱりわからないです。

　でも、一つだけ今の僕にわかることがある。

　それはモブキャラの気持ちだ。Ｂ級映画で、正体不明のモンスターにあっけなく殺されちゃうモブキャラたちの気持ちが今の僕にはわかるのだ。だって、実際にモンスターを目の前にしたら動けねぇよ。意味わかんねぇもん。どうしろって言うんだよ？

　彼女は大鎌を振り回すが、ハーピーも鎌を放す気はないらしい。羽ばたく度に突風が吹き乱れ、僕は勢いに勝てずしりもちをついてしまう。立ち上がろうとしても足に力が入らない。

　ふとハーピーが僕へと視線を向けた。目が合った瞬間、ハーピーの動きが止まった。

　僕はキメ顔でハーピーに微笑ほほえみ返した。ええ、自分でも笑いかける意味がわかりません。

　ハーピーは僕を凝視しながら大鎌から足を放してしまう。その隙を彼女は見逃さずに斬きりかかる。だが、ハーピーは軽かろやかに空中でトンボを切って斬ざん撃げきを躱かわした。

　トンボを切った流れのまま、ハーピーは僕へと突っ込んできた。

「え？」

　僕の足を掴むと、一気に羽ばたいて急上昇。天地が逆さまになった。

　あまりに状況がメチャクチャなので叫ぶ気にさえならない。それでも、重力に頭が引っ張られている感覚だけはリアルだ。チクショウ、この体感は本物だ。

『きしゃぁぁぁ』

　メチャクチャ叫んでるのが怖い。もう、この先の展開を考えるのが怖い。だが、そうやって思考停止したら、そこで終わりだ。そうだ、今こそ僕はモブキャラから脱却してメンタルタフガイになるべきなのだ。メンタルタフガイになれたら、僕はこの狂った現実を受け入れられる。とりあえず、可能な限りあがこう。

「ぼ、僕を食べてもおいしくないと思います！」

　逆さに見えたハーピーは僕の言葉を聞いて、とんでもないと言いたげに首を横に振った。

『きしゃぁぁぁ』

　違うと言いたいようだ。じゃあ、なんだ？　なにが目的だ？

　どうしよう。これ以上、考えたくない。

　いや、まあ、なんとなく、なんとなくだけど、想像はついているのだ。ただ、その想像があまりにひどいので、僕は自分が食糧なのではないかと考えてみた。でも、ここは、あえて、その質問をぶつけてみようじゃないか。否定されることを切せつに祈りつつ……

「もしかして、僕に惚ほれちゃった？」

『きしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ』

　体全体で肯定された。

　現実がきつ過ぎて、メンタルタフガイを断念しそうだ。ハーピーがいるとか、さらわれかけてるとか、いろいろときついけど、このままだと僕は怪物のお婿むこさんだ。

　神様、これは、いくらなんでもきつすぎやしませんかね？　どんだけ僕を追いつめれば気が済むんだよ？　ハピ子さんに逆レイプされる僕とか絵的にきついじゃないか。きっとカマキリのように交尾後はメスにおいしくいただかれてしまうに決まってる。

　そりゃあ、確かにハピ子さんは巨乳ですよ。顔だって見ようによっては美人ですよ。でもさ、両腕羽だし、リアル手羽先だし、下半身は鳥だし、鉤爪鋭いし、ほぼ鳥類じゃん。無理だよ、いろいろと。お願いだから、勘かん弁べんしてよ！

「君の気持ちは確かに受け取った。そう思ってもらえて僕も嬉しいよ」

　いい笑顔で受け入れてんじゃねぇよっ！

　もう今日ほど自分のビョーキが嫌になったことはない。もう、僕はアレか？　性別的にメスならなんでもありか？　ああ、そうだ、なんでもアリだな。もう、僕、死ね。

『きしゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ』

　ハピ子さんは嬉しいのか空をグルグルと飛び回り、僕はブンブンと振り回される。見ようによっては種族の違う恋人同士が空で戯たわむれている光景に見えるかもしれない。

「はははははははは」

　もう笑うしかない。笑っていれば、きっと神様的ななにかが解決してくれる。ここまで来たら全てに投げやりになってもしかたがない。

「おとり役が逆になっちゃいましたね」

　声と同時に大鎌を持った彼女が現れた。どういう理屈で空までやってきたのかはわからない。わからないけど驚かない。すでに僕の常識リミッターは炸さく裂れつしている。

　彼女はまるで空中に足場があるかのように、トントンと空を蹴って縦じゅう横おう無む尽じんに跳ね回る。斜め、横、上、下、振り回されてる僕には彼女の動きを捉とらえきれない。ハピ子さんも、テンパった感じにグルグル回る。不意に僕の目の前に現れた大鎌の刃。これは明らかに僕の首を刈っちゃう角度だ。瞬間、ハピ子さんが体を捩よじって、僕を上へとぶん回す。

『キシャァァァァァァ！』

　浮ふ遊ゆう感かん。グルグル回る眼がん下かでは、大鎌がハピ子さんの片腕を刎はね飛ばしていた。

「ハピ子さん！」

　突発的に叫んでしまった。だが、他人の心配より自分の心配ではないだろうか？　僕に翼はない。そして、ハピ子さんも墜つい落らくする。よく考えなくてもわかる。これ、死ぬだろ。

「ハピ子さん！」

　だというのに、僕のビョーキはハピ子さんの心配ばかりだ。

　いや、さすがに僕も翼をなくしたハピ子さんは心配ですけど、そこまで必死に心配するほどの関係ではない。その上、相手は怪物ですよ。意思の疎そ通つうだって厳しいじゃないですか。いくらビョーキとはいえ、もう少し対象は選ぶべきじゃないでしょうか？

　次の瞬間、僕の頭はハピ子さんの豊満な胸の中にあった。ハピ子さんが片方の翼で僕を抱きしめたのだ。

「ハピ子さん？」

　え？　この人、僕を庇かばうつも……

　衝撃。

　体を突きぬける重さに呼吸が止まる。けど、苦しさを感じてるってことは即死じゃない。せき込むように呼吸が戻ってきた。痛みはない。特に外傷はないようだ。どうにか体を起こしたらハピ子さんと目が合った。ハピ子さんは口から血を流して虚空を見つめている。

「ハ、ハピ子さん！」

　僕はハピ子さんに守られたのだ。でも、代わりにハピ子さんが大変なことになっている。

　どうして、そこまでしてくれたの？　僕らはまだ出会って数十秒で、まともに意思の疎通だってできないじゃないか。それなのに、どうして……

　もう、ビョーキとか関係なかった。この胸の奥から湧わき上がってくる衝しょう動どうを僕は誤魔化すことができない。今の僕は全力でハピ子さんを抱きしめたい。助けたい。救いたい。

『きしゃぁぁ……』

「ダメだ、死ぬな！　僕をお婿にもらってくれるって言ったじゃないか！」

　気づいたら僕は完全人外のハピ子さんを力強く抱きしめていた。

　ああ、この愛情に嘘はない。僕は今、ハピ子さんを愛してしまっている。今の僕には種族の違いだとか絵的なきつさとか、どうでもよかった。そう、ここからだ。ここから僕らは始まるはずなのだ。だというのに、彼女は命の灯ともしびを消そうとしている。

「ハピ子さん！　死ぬな！　出会えたんだぞ！　僕らはこれからなんだぞ！」

　ハピ子さんは力なく微笑んだ。テレビの砂嵐のように存在がブレ始める。

「ハピ子ぉぉぉぉぉ！」

　ハピ子が消えた。

　出会ってから数分の間に、僕は愛した人を失ってしまった。まさか、出会いから別れまで、こんな怒ど涛とうの展開になるとは思ってもいなかった。これはトラウマものの失恋だ。

「あの……」

　その声に力なく振り返った。大鎌を持った彼女が立っていた。

「どうして泣いてるんですか？」

「……わかりあえると思ってたのに、僕はなにもできなかった」

「よくわからないんですけど、いい一撃でしたよ。やっぱりデバッガはバグに有効ですね」

　今、この子、笑顔で凄いこと言わなかったか？

「……えっと、その、なんていうか、今の君が言った文脈から察するに、ハピ子にトドメを刺したのはデバッガだと聞こえたんだけど？」

　ちなみにデバッガがなんなのかはわからないけど、僕のことを指す単語だというのはわかっている。いやいや、待てって。それは笑えないって。

「なにを言ってるんですか？　トドメになったのはアナタの一撃ですよ」

　おかしなことを言う子だ。それじゃあ、まるで僕が愛した人を殺したみたいじゃないか。

「えっと、ハピ子は僕を守って代わりに死んだんじゃないのかな？　いくら女の子でも死者を冒ぼう涜とくするような言葉は許せないな」

「デバッガさんは自覚がないみたいですけど……」

「デバッガじゃない。望月砕月だ」

「私はウィザードです。個体名はウバタマです。タマと呼んでください」

　また、わけのわからない単語が出てきた。ウィザードだってさ。魔法使いとか、そんな意味だっけ？　話を聞いてるだけで頭がおかしくなりそうだけど、とにかく今は色んなことを確認して整理しなければならない。

　ああ、メチャクチャな現実を前にして僕には悲しんでいる暇さえないのか……

「バグとかデバッガとかウィザードってなに？」

「最初の物言いだといろいろと知ってる感じだったんですけど、知らないんですか？」

「勘違いしてたんだ。まさか、残念なのは僕の頭じゃなくて現実のほうだなんて……」

「よくわかりませんが、一から説明しますね」

　この状況を理解するためにきちんと聞いておかねばならない。

「まず、バグについて話しておきますね。バグは端たん的てきに言うと、本来の世界ではあり得ない存在や現象のことを指さします。さきほどのハーピー、あるいはハルピュイアと呼ばれる怪物ですけど、この世界に実在するわけがないじゃないですか。ああいうモンスターとか魔法的な現象とか、そういうのを総じてバグと呼びます」

　と言われても、今一ピンとこない。

「バグがあり得ない物象を意味するのはわかるんだけど、そもそも、なんでいるの？」

「情報の法則の一つに、あらゆる情報はなんらかの形で現出しようとする、というものがあります。人がなにかを空想した瞬間から、全ての情報は存在し続けようとし始めるのです。それが物理法則に則せば科学技術の進歩になります。でも、そうじゃない情報だってありますよね。例えば、先ほどのハルピュイアのようなものは完全にファンタジーの存在です。それがそのまま存在するなんてありえません」

「でも、いたよ」

「望んでも存在が許されない情報は、自分の存在を許さない世界を書き換えてでも自分を存在させようとし始めます。それがバグです」

　よくわからないけど要するに、バクは僕らの現実の中では存在しないような非現実的なものってことか。で、おかしなものでも当たり前に存在していられるように、僕らの住んでる世界ごとファンタジー一色の世界に変えちゃうみたいだ。

「で、君はなに？」

「ウィザードです。バグを消すことを目的とした世界の抗こう体たいのようなものですね」

「人間なの？」

「いいえ。むしろ、バグに近い存在だと思ってもらってけっこうです。本来なら、バグ同様に世界の法則から外れているので、認識されないはずなんですよね」

　またわけのわからないことを言いやがった。

「世界の法則から外れてる？　認識できない？　でも、バグは存在しえないのに存在しているものなんだろ？」

「まあ、最初は存在してても世界の法則のほうが強いんです。だから、この世界リアルの人たちには認識されません。でも、バグは自分の存在性を強固にするために、己おのれが存在しえる世界へと周囲を歪ゆがめていくんです。これで自分の存在が強固になった場合、一般人にも認識されるようになります。それを神しん蝕しょくと言います」

「その神蝕ってヤバイの？」

「ええ、ヤバイですよ。一度、神蝕が成なってしまうと、本来だったら存在が許されない物の存在を許すために世界そのものが変わってしまうんです。ツジツマ合わせですね。場合によっては矛む盾じゅんをうち消せずに世界そのものが消失する可能性があります」

「消失？　消えるの？」

「モノによっては存在が許される場合もありますけど、それは昔の話ですね。大昔のドラゴン伝説とか妖精伝でん承しょうとか、それらほとんどは神蝕の結果です。ただ、大昔ならともかく、科学が進歩した現代だとドラゴンとか魔法ってありえないじゃないですか。ありえないってわかるじゃないですか。そうなると、矛盾は大きくなってしまうので、世界のほうが消える可能性も高くなります」

「よくわかんないけど、ヤバイってことはわかったよ」

　そうなると疑問が生じてくる。

「どうして僕は、ここでこうやって君と話せてるの？」

「ごく稀まれにバグやウィザードを認識できる人間がいるんです。それをデバッガと呼びます。デバッガはウィザード以上にバグに対して強い力を発はっ揮きできるんです。昔話のモンスター退治に出てくるような勇者は総じてデバッガです。砕月さんもデバッガですので、世が世なら化け物退治の勇者様ですね」

　そんなことを言われても嬉しくなかった。

　とりあえず、情報を整理しよう。世界には存在しえない物象があり、それをバグと呼ぶ。で、ウバタマはウィザードというバグを消す役割を持つ存在らしい。もし、ウィザードがバグを消さないと、バグは世界の在り方を自分の都合のいいように書き換える。これを神蝕と言う。もし、神蝕が発生した場合、程度によっては世界自体が消失してしまうらしい。

　そして、人間の中には、本来だったら観測できないバグやウィザードを認知できる人がいるらしい。これがデバッガであり、僕は、そのデバッガのようだ。

　さて、ここまでは理解したけど、話が素すっ頓とん狂きょう過ぎて実感はできていない。でも、まあ、そういうもんだと自分をだましてやっていくしかない。

「それで、どうして僕がハピ子にトドメを刺したってことになるんだよ？」

「えっと、バグは自分の周囲を自分が存在しやすい世界に書き換えるんです。神蝕性を持つって言うんですけど、強いバグは存在し続けようとする力が強いが故に神蝕性も強いんですね。しかも、自分の周囲から書き換えていくので、その書き換えた範囲内でバグは最強なんです。だって、自分好みに世界を書き換えるなんて、ちょっとした神様みたいなものでしょ？　なので、あの程度の高さから墜落したって消えませんし、稼か働どう率りつ三十パーセントのウィザードに腕を刎ね飛ばされたって、すぐに回復します」

「でも、消えたじゃないか」

「だから、デバッガなんです。デバッガは、本来、本当の世界リアルに存在する人間です。いくらバグが世界を書き換えるといっても、オリジナルの世界の法則のほうが支配権は強い。ですから、デバッガの周囲ではバグの神蝕性が相殺アベンドあるいは無効化キャンセルされます。本来なら落ちたところで衝撃を自動的に書き換えることができるバグでも、デバッガが傍そばにいれば書き換え自体が無効化キャンセルされる。怪物の不死性は消えちゃうわけですね」

「じゃあ、僕と一緒に落ちたからハピ子は……」

「そういうことになります。お手て柄がらですよ、砕月さん。砕月さんは世界を救ったんです」

　笑顔で拍手されたが、まったくもって全然嬉しくない。嬉しくないどころか、これ以上ないくらい重い十字架を背負った気分だ。

　僕は偶然とはいえ、愛するハピ子を殺してしまったのだ。なんて悲劇だ。

「あの、顔色悪いですけど、大丈夫ですか？」

「こ、心が寒い……」

「大丈夫ですか？」

　タマは驚いた顔で、しゃがみこんできた。僕はよろけるようにタマへとしなだれかかる。いや、なにやってんだ、僕は……

「ハピ子は僕を守って死んでしまった」

「そうかもしれないですけど、でも、砕月さんのやったことは正しいことです」

「たとえ、どんな理由があるにせよ。僕は女の子をこの手にかけてしまった。僕を殺してくれ。彼女の後を追うんだ」

　え？　おい、いくらなんでも暴走し過ぎだろ！　なに、タナトスに魅み入いられてるんだよ！

「待ってください。それは困ります」

「君に迷惑はかけないよ」

「困るんです！」

　肩を掴まれた。

「えっと、その、なんていいますか、私、現状のスペックが三割程度なんです。はっきり言って、かなりポンコツな感じなんです」

「それで？」

「この街には、さきほどのハルピュリアとは別の強力なバグがあるはずなんですけど、そいつが神蝕寸前か、下手したらもう神蝕してるんです」

「なら、見つけて退治しないといけないじゃないか」

「そうなんですけど、三割稼働は自我を持った行動可能ギリギリな状態です。それ以外のアプリケーションはほぼダウン状態で、復旧にも時間がかかります。もし、今の状態でバグと遭そう遇ぐうしたら、私、たぶん神蝕をモロに受けて取り込まれちゃいます」

「それは大変だね。でも、僕はこれから樹じゅ海かいに逝いくから力に……」

「なってください！　このままだと世界が消えちゃうかもしれないピンチなんですよ！」

　タマは割と強ごう引いんな性格らしい。

「でも、僕はハピ子を……」

「それはそれ。これはこれです。忘れましょう。ていうか、今だけ忘れてください」

　あ、嫌な予感……

「……それは、君が僕からハピ子を忘れさせてくれるってことかな？」

　ハピ子が死んだっていうのに、僕はどうしてすぐにこうやって……

「よくわかんないですけど、努力します！」

　ガッツポーズされた。僕は憂うれいを帯おびた表情のままユラリと立ち上がる。

「君がそう言うなら、ハピ子の死を乗り越えて生きていこうと思う」

　正直、僕はまだ引きずってますけどね……

「ポジティブシンキングは大事ですよ！」

「そうだね。改めて自己紹介させてもらうよ。僕の名前は望月砕月」

　憂いを帯びた微笑のまま、僕は手を差し出した。

「えっと、私はウィザードのウバタマです。タマって呼んでください」

　タマはニコリと微笑んで僕と握手をする。僕はハピ子のことを忘れられそうにないけど、ビョーキのほうは過去などさっさと忘れて新たな暴走を始めたいようだ。我ながら、とてもたくましいと思う。でも、人として間違ってると思う。

「よろしくお願いします。砕月さん」

「よろしくね、タマ」

　でも、タマがかわいいから、まあいいか、と思ってしまう僕は、やっぱりビョーキ以前に人として腐くさっているようだ。

　ごめんよ、ハピ子。

　君が助けた男は、こんなダメ人間です。君が命を賭として救ってくれた僕はこんなクズ野郎です。ああ、このままでは、君があまりにも憐あわれだ。だから僕はここに誓うよ。

　僕は、君が助けた価値のある男になると。君の命の代わりに生きているに値あたいする人間になると。だから、どうにかして、このビョーキを治さなければならない。

「あの、どうして手を放してくれないんですか？」

「このまま手を繋いで帰ろうよ。一人で歩くより二人で歩いたほうが温かいから」

　ハピ子、ごめん。こんなんだけど、僕、頑張るよ……
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　タマと出会ってから数日が経った。

　あれからタマは僕の傍をついて回りながら、復旧作業とやらにいそしんでいた。

　タマの姿は僕には見えるけど、僕以外の人には本当に見えないようなので、僕の家にいても香か織おるさんも莉り子こも完全スルーだった。なので、やっぱりタマは僕の頭が作り出した幻げん覚かくとか妄想の類たぐいじゃないかという疑念は払ふっ拭しょくしきれなかった。

　そしたら実体化アプリケーションの復旧作業が終わったので使ってみるとか言って、実体化しやがった。僕の部屋で。しかも裸で。運の悪いことに莉子に目撃された。

　ええ、後の展開は修羅場でしたよ。

　それ以前から姿の見えないタマと話しているところを見られていたため、莉子はタマを僕にとりつく幽霊かなにかと思ったらしく、机からカッターを引っ掴んで「悪あく霊りょう退たい散さん」と叫びながらタマに切りかかった。我が妹ながら非常にハイエンドな振る舞いだ。タマはすぐさま実体化アプリケーションをキャンセルして、姿を消したので大事にはいたらなかったが、それ以降、莉子が僕の部屋に塩を盛ったり、お札ふだを張るようになった。それどころか「淫いん魔まからお兄ちゃんの貞てい操そうを守る」とかわけのわからないことを言って、布団の中に潜もぐり込んでくるようになった。僕に言わせれば、莉子の貞操のほうが危ない。最近は、そういう危ない兄妹関係が香織さんにもバレてしまい、香織さんのスキンシップもエスカレートし始めやがった。一歩間違えたら、本気で家庭崩壊です。なので、ここはビョーキに負けず、理性をフル稼働して耐えねばなりません。正直、しんどい毎日が続いています。

　こうやって家庭は家庭で大変なのに、学校は学校で大変だ。

　実体化したタマと一緒に歩いているところを見られたようで僕の評判はますます悪くなっている。タマも歩いていたら見知らぬ金髪野郎に「望もち月づき砕さい月げつは人間のクズだから泣きを見る前にやめとけ。お前はだまされてるんだ」と言われたらしい。

「ゲツ君も大変だね」

「僕は敵だらけだからね」

「変なの。ゲツ君って面白いのに、どうして嫌われるんだろ？」

　学校の帰り道、隣となりを歩いているタマが、そんなことを言った。ここ数日の交流で、タマともだいぶ打ち解とけたためフランクな口調になり、呼び方もゲツ君に変わった。

　そんなタマは間かん林りん高校の制服を着ている。実体化アプリケーションとやらで、服も実体化できるようだ。タマが言うには初めての時は、その設定をミスったのだとか。というのも、実体化アプリケーションを使うのは初めてだったようで、普段はそんなものを使わずに人とは違う位相でバグを探して排はい除じょしているのだとか。

　そんなこんなで、タマとバグを探す日が続いていたわけだけど、相変わらず僕は敵意のこもった視線で見つめられている。最近は露ろ骨こつに睨んでくる人も少なくなったけど、気づけば誰かに見られているのだ。後ろを振り返っても誰もいないから、あるいは被害妄想なのかもしれない。あまり気にしてもしかたがないから、気にしないようにはしている。

　そんなある日、宗そう助すけと千ち夏なつに屋上へと呼び出された。

　タマも一緒に来たがっていたが、タマは空気を読まずにいきなり実体化したりするので、置いていくことにした。もし、二人とタマを会わせたら、ややこしいことになりかねないし、呼び出しの理由がタマである可能性が高い。

　屋上に行けば、千夏がいつものようにベンチに座って文庫本に目を落としている。僕は宗助が促うながすままに千夏の前に立った。そして、自みずから進んで正座した。

「ご、ごめんなさい」

「謝るの癖になってる」

　千夏は呆あきれた口調だ。その横に座った宗助もため息を吐いた。

「ゲッさん、いくらなんでも回転早すぎだろ。また新しい彼女ができたんだって？」

　いずれは二人の耳にも入るとは思っていたが、とうとうこの日が来たか。

「いや、誤解だよ。タマとはそんなんじゃなくて……」

「手を繋いでた」

　そうですか、千夏ちゃん、リアルに目撃されましたか。これは言い逃のがれできませんね。

「手くらい友達とだって繋ぐさ。いや、僕ら人類は手と手を取り合って助け合いながら生きていくべきだろ？　それなら、見ず知らずの他人とだって手くらい繋ぐよ。別にそんな特別なことじゃないと思うな」

　さすがは僕のビョーキ、このデマカセと開き直りには脱だつ帽ぼうだ。

　千夏は文庫本から顔を上げて、僕を見据えた。

「で？」

　怖い。怖すぎる。

「いや、本当に彼女とは恋愛関係とかじゃなくて、協きょう働どう関係と言いますか、彼女の仕事を僕が手伝うことになっただけで、決して千夏ちゃんや宗助の思ってるような……」

「それってどんな仕事なんだよ？」

　宗助の問いかけに僕は目を泳がせた。

　言ってもかまわないけど、言ったところでデタラメにしか聞こえないし、信じてもらえないだろう。むしろ、あまりにも壮そう大だいな嘘だと思われて、もっと怒られる可能性がある。

「えっと……」

　千夏が無表情に僕を見据えている。

「あ、愛の協働作業とか……」

　無言のまま千夏が立ち上がる。やばい、このままだと本気で見捨てられる。僕も立ち上がって千夏の手を掴んだ。

「ま、待ってよ、千夏。今のは、ちょっと誤魔化そうと思って、なんか口からいい加減な言葉が出てきたっていうか……」

「ちょっと誤魔化そうと思って？」

「いや、えっと……僕は千夏ちゃんが大好きです！」

　ボディーブローを食らう。僕はうめきながら膝をついてしまう。

「二股のことで少しは反省するかと思ったけど、アナタ、変わらないのね」

「ぼ、僕を見捨てないで……」

　自分のことなんだけど、救いようがないほどに見苦しい姿だ。

「恩義があるから私はアナタを見捨てたりなんかはしない。でも、心底呆れる」

「ぶっちゃけ、俺も呆れたぜ、ゲッさん。二股事件から一ヶ月経ってねぇじゃねぇか。いや、俺らはさ、お前がビョーキだって知ってるけど、それでも自じ重ちょうはすべきじゃねぇの？」

　まったくもってその通りだと思う。思うけど下心はない。神様に誓ったっていい。

「本当に彼女とはなんでもないんだ。友達っていうか……」

「今はまだでしょ？　下手に近くにいれば、どうなるかわからない」

「いっそのことゲッさんを振ってくれればいいんだけどな……」

「それは難しいと思う。砕月は無駄に行動的だし、弱ってる時に限って手を差し伸べる。外道のくせに相手のことをキチンと考えてるから始末におえないの。基本的に外道だけど相手の在り方を否定しないし、相手のことを第一に考えてるでしょ？　ＤＶにはまる女性の心理と同じで、嫌でも感情の揺れ幅が大きくなる。信頼してしまう。だまされてると気づいても後には引けなくなっている。スケコマシのやり口」

「さすがは元婚約者だ。よくわかってるじゃねぇか」

「子供の頃の話を本気にしないで」

「僕は今でも千夏のことが好きだすいませんごめんなさい睨まないでください」

　ため息を吐かれた。

「これのどこが良かったのか……」

　ひどい言われようだ。ちなみに僕と千夏の馴なれ初そめは小学校低学年の頃にさかのぼる。

　当時から僕は女の子には優しかったわけだが、ある時、いじめられっ子の少女と出会った。それが千夏だ。ビョーキ効果もあって僕は千夏をいじめる連中と戦った。敵はなかなに手ごわく、僕はよくフルボッコにされたものだ。けど、そんな痛みよりも千夏が殴られるのが悲しかった。子供なりに力なき正義は無力だと学び、今はもうやめたけどテコンドーを習い始めたのも、この頃だ。最終的にイジメのボスをボコボコにして泣かしたことでイジメは収まった。

　僕が千夏の前でいじめっ子のボスを倒した時、千夏に結婚の約束をされ、僕は二つ返事で受け入れた。しかしながら、当時の僕には婚約者が五人くらいいて、結局、それがバレてしまい、みんなに振られた。あの頃からまったく成長していない自分が嫌になる。

　でも、当時の千夏は婚約を破は棄きしたとはいえ、僕を見捨てないでくれた。それから月日が経ち、今では千夏も僕を罵ののしってメンタルポイントを削けずれる程度に成長したわけだ。

「とにかくゲッさんはさ、普段の行動のせいで、いろいろと注目されるんだよ。だから、気をつけろって言いてぇの。ゲッさん一人で狩られるならいいけど、彼女と一緒の時に絡からまれたら面倒だろ？」

　宗助は望月狩りを懸け念ねんしているのだろう。ちなみに望月狩りとは読んで字の如ごとしである。僕をピンポイントでボコることを目的としたオスたちの暴力行為だ。僕に言わせれば嫉しっ妬と以外の何物でもないんだけど、本人たち的には正義の名の下もとに行っている。

　高校一年の初めまではテコンドーを習っていたので素人しろうと相手になら喧嘩で勝てるけど、僕は基本的に逃げる。逃げられない場合だけ撃退する。それを繰り返していたら、いつの間にか喧嘩の強い鼻毛野郎になってしまい、腕自慢の男共にも狙われる始末。自分で蒔まいた種たねが原因だとはいえ、どうして僕の人生は勝手に難易度が上がっていくのだろう？

「あと、チェーンメールでゲッさんの中ちゅう傷しょうメールが流れてるぞ。ちなみに内容は孕はらませた女のボテ腹に蹴り入れたとか、小学生にまで手を出したとか、不倫の末にできた子供が三人いるとか、女の敵、望月砕月を許すなうんぬん」

　宗助が見せてくれた携帯電話のディスプレイには僕を中傷するメールが表示されている。

「こんなことするわけないじゃないか！　僕はビョーキのせいでアレかもしれないけど女の子に暴力なんか絶対に振るわないし、ロリコンじゃないし、たぶん不倫はしたことない！」

「と言ってるが、チー坊、どう思う？」

「少し前なら信じても良かったけど、二股の件から一ヶ月と経たずに他の子に手を出してる鼻毛野郎の言葉を、どう信じたらいいのか私にはわからない」

「ち、千夏ちゃん！　僕は無罪だ！」

「無罪ではない」

　ドスの効いた声で言われた。はい、そうですね。その通りです。罪まみれです。

「そ、それにしても中傷メールなんて、いったい誰が……」

　ちくしょう。思い当たる節ふしがあり過ぎて犯人を特定できない。

「日頃の行いが悪い」

「ま、人の噂もなんとやらってことだな。少しは自重しろよ、ゲッさん」

「いや、でもさ、やってもいないことで評判落とすのは嫌だよ。事実なら甘んじて受け入れるけど、このチェーンメールの内容はひど過ぎる！」

　断固として戦わねばならない。正座したまま僕は拳こぶしを握りしめた。

「僕は自分の信用を回復するよ！　今までは二股の件もあって大人しくしてようと思ったけど、このままじゃあ、僕は勝手にゲス野郎にされてしまう！」

「実際、ゲスだし、大人しくしてなかった」

「チー坊の言う通りだぜ、アグレッシブダメ人間」

「う、うるさいよ！　少しは応援してよ！」

　千夏がため息を吐き、説教する時の怖い目で僕を睨んだ。

「実際、アナタ、二人傷つけてるの。ゲスとしての自覚ある？」

「あ、あります。僕はゲス野郎です」

「そう、ゲスね。でも、望まぬゲスな行為だと、少しだけゲスを信じてる。だから、ゲスの病気のことを被害者二人に説明した」

「優ゆ沙さちゃんと静流しずる先輩に？　で、どうだった？」

「どうだったもなにもゲスは一度くらい死んだほうがいいと思った」

　千夏の死んだほうがいい発言はツン成分が九割殺意一割だ。あ、デレがない。

「取れない責任を取れとはゲスに対して言わないけど、せめて感情の節目は作ってあげるべき。でないと、ズルズルと引きずる。ゲスならゲスでゲスらしく、とことんゲスを装よそおって諦めさせるとか、それなりに方法があるでしょう？　このゲス」

「はい、ゲスです。すいません、ゲスなりに頑張ります」

「そうね、頑張りなさい、このゲス野郎」

　宗助が難しい顔で腕を組んだ。

「いや、まあ、頑張るのは悪くないけど、俺はぶっちゃけ反対だな。ゲッさん、謝りながら口説くぜ。いつも、その流れじゃねぇか。大丈夫か？」

「うん、その辺りは僕も心配だけどね……口説いたって正式に付き合ってなければ二股外道にはならないと思うんだ」

　え？

「僕は前回の失敗からそれを学んだよ！　ハーレム作るなら、相手に二番でも三番でもいいから付き合ってくれって言わせなきゃダメだってね！　惚ほれさせるだけ惚れさせて惚れ抜かせたら僕の勝ち！」

　こうやってゲスな発言をすれば、当然、千夏にアイアンクローされるわけで……

「ねえ、もしかしてハーレム願望って砕月の本心じゃないの？」

「千夏ちゃん、目の前が暗いし頭が痛いよ。すいません、チョーシに乗ったみたいです」

　半泣きになったところで解放された。解放されたはいいが、千夏も宗助も白はく眼がん視しを投げてくる。このままでは友人二人の信用まで失いそうだ。僕は襟えりを正して二人を見据えた。

「大丈夫、君たちは友人として僕を信じてくれるだけでいい」

　二人はそろってため息を吐いた。既に復旧困難なまでに僕らの信頼関係にはヒビが入っているようだ。こうなったら行動で示すしかない。

「これからの僕を見てください！」

　二人の白眼視は変わらなかった。まあ、いい。とにかく僕にはやることがたくさんある。バグ退治もしなきゃならないし、優沙ちゃんと静流先輩ともきちんと話をしなければならない。そして、ハピ子に胸を張れるようにビョーキをしっかり治してやる。

　よし、徹底的に頑張るぞ！


★



　思い立ったが吉きち日じつという言葉の通り、即座に行動するのが僕の長所だと思う。宗助曰いわく僕はアグレッシブダメ人間らしいが、なにもしないダメ人間よりも少しはマシだろう。いや、まあ、考えなしに行動するが故に被害を拡大させるという懸念はあるけどね……

　と言うわけで、放課後に静流先輩から話をつけることにした。

「ゲツ君、早くバグ探しに行こうよ」

　僕の都合などお構いなしにタマが現れやがった。ほんと、マイペースだよな。まあ、実体化しないで、姿を消したまま騒いでいる分には問題ないけどさ。

　ちなみに学校にいる時のタマは姿を消している。僕以外には認識されないので、下手に会話をすると頭のかわいそうな人になってしまう。とはいえ、放課後の廊下は人通りが少ないので、僕は目め配くばせしながら口を開いた。

「さっきも言ったけど、僕にだっていろいろとつき合いってやつがあるんだよ。悪いけど、今日はこっちを優先させてもらいたい。埋め合わせはするからさ」

「まあ、いいけど、きちんと体で払ってもらうからね」

　タマの言葉で変なことを想像しそうになったが強引に頭をきりかえる。僕は廊下を歩いて図書室を目指した。静流先輩は図書委員に所属しているので、おそらく委員会の仕事をしているだろう。ちなみに、僕が初めて静流先輩と出会ったのも図書委員の仕事だ。

「あ、大事なことを忘れてた」

「どうしたの？」

「いや、そうか、先輩、今年受験生だっけ？」

　そうだ、静流先輩は三年生だ。もしかしたら、図書委員の仕事はしてないかもしれない。

　まあ、いいか。いるかいないかだけ確認するために行くだけ行ってみよう。

　などと思いながら廊下を歩いていたら見慣れた背中を見つけた。思わず、立ち止まってしまう。その小さな背中がクルリと踵を返した。

　優沙ちゃんだ。

　優沙ちゃんも僕を見つけて驚いたように目を見開いてから、なんでもなかったかのように視線をそらした。思わぬ遭遇である。

　当初の予定とは違うけど、ここで優沙ちゃんから逃げるわけにはいかない。

「ゆ、優沙ちゃん」

　優沙ちゃんは立ち止まって僕を一いち瞥べつしてから視線をそらした。

「は、話があるんだ」

「トイレ行きたいからどいて」

　さすがにトイレを引き留めることもできないので、そのまま女子トイレに消える優沙ちゃんを眺めた。

「なんか、あの子、ツンツンしてるね」

　タマの言うようにツンとすましているのが優沙ちゃんのスタンスである。

「まあ、でも可能性は残ってるよ」

　さり気なく僕のビョーキが発症していた。やばい、どうにかおさえないと……

「可能性？　ゲツ君、嫌われてるっぽいよ」

「優沙ちゃん、ツンバリアー張ってるけど、うすくてもろいんだ。無視されなかったから、たぶん行ける」

　たぶん行ける？　え？　行ける？

「ふーん、で、どうするの？　仲直りできるの？」

「当然、落とす」

　落とすな！　おい、バカ！　僕よ、止まれ！

「まあ、見てなよ、タマ。これから漢おとこの戦いってやつを見せてあげるよ」

　キメ顔で格好つけてんじゃねぇよ！　まったく反省してないじゃないか！

　優沙ちゃんがトイレから出てくる。キッと鋭い視線を向けられた。素すの僕なら物もの怖おじして逃げたくなるけど、僕のビョーキは止まらない。

「優沙ちゃん、きちんと話をしたいんだ」

　思い切り睨まれたが、そんな視線など無視して僕は優沙ちゃんの腕を掴んだ。

「ここじゃあ、なんだから、ついてきて」

　我ながら強ごう引いんだと思うけど、「放してよ」と騒ぐ優沙ちゃんを引っ張っていく。なんだかんだ言ってついてくる辺り、やっぱりツンバリアーがうすい。こうやって突破されると、もう優沙ちゃんはダメなのだ。ツンとすましているけど、実はかなり天然が入っていて流されやすい。そんなわけで、ひと気のない校舎裏まで優沙ちゃんを連れてきてしまった。

「優沙ちゃん、君に言いたいことがあるんだ」

　不機嫌そうに僕を見据える。うん、完全に拒絶されてるよね、これ。僕はなにも言わずにジッと優沙ちゃんを見つめた。優沙ちゃんの顔が徐々に赤くなっていく。

「な、なによ、黙って人の顔見てないでなにか言いなさいよ」

　それでも無言のままジッと優沙ちゃんを見つめる。そうすると優沙ちゃんは勝手に一人テンパっていって、顔が真っ赤になっていく。かわいい。

「……言葉を忘れちゃったよ。やっぱり優沙ちゃんは綺麗だね」

　僕もビョーキの発言に言葉を忘れそうになる。

「だ、だまされないんだから！」

　顔を真っ赤にした優沙ちゃんの反撃である。

「アンタ、ビョーキなんでしょ！　女の子なら誰彼かまわず口説いちゃうんでしょ！　知ってんのよ！」

　僕は小さくため息を吐いてから膝をつき、そして両手を地面についた。

「優沙ちゃんのことが忘れられません！」

　ピタッとおでこを地面にすりつけた。土ど下げ座ざである。これが漢おとこの戦いである。
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「ど、土下座しても許さないんだから！」

「ごめんよぉ、優沙ちゃぁぁん！」

　僕は目に涙をためて優沙ちゃんの足にすがりついた。泣き落としである。これが漢おとこの戦いである。

「僕はどうかしてたんだよぉ！　君がいないと僕はダメなんだよぉ！　優沙ちゃんがいないと、僕はもう生きててもしかたがないんだ！　君がいなきゃ、この世は闇やみなんだよぉ！　真っ暗だぁ！　君がいなくなってから僕の目の前はずっと真っ暗なんだぁ！」

　うわぁ、って顔で引いてるタマでも誰でもいいから僕のことを殺してくれ！

「だ、だまされないからね！　そうやって謝ったって二股してたじゃない！」

「もう二度としません！　神様と優沙ちゃんへの愛に誓います！」

「そんなこと言っても無駄よ。アンタ、もう彼女いるんでしょ？　知ってるんだから！」

「あの子は違う！　それこそ誤解だ。優沙ちゃんを初めて助けた時のように、あの子も困ってたんだ。それで手助けしてるだけだよ。優沙ちゃんだって僕が困ってる人を見過ごせない性格だって知ってるでしょ？　それとも、そういう信頼さえ、もうない？」

「確かにアンタはそういう奴だけど……」

「優沙ちゃんは、もう僕のこと嫌い？」

　子犬のような目で優沙ちゃんを見上げる。グッと優沙ちゃんが言葉に詰まった。それを見過ごすビョーキではない。

「優沙ちゃんが僕を死ぬほど嫌いなら、もう僕は君の前に現れないよ。嫌いなら嫌いだと今すぐ言ってくれ！　そしたら、もう金こん輪りん際ざい、君には関わらないから！」

「でも、だって、裏切ったじゃない」

「これからの僕を見てください！」

　ガンと勢いよく頭を地面に叩き付ける。痛い。

「縒りを戻せないって言うなら、もう一度友達から始めさせてください！　傍にいて君を見守ることだけでも僕は満足なんです！　優沙ちゃんの笑顔が見れるだけで僕は満足なんです！　大好きなんです！　君のためなら僕はなんだってできる！」

「そんなこと言われたってビョーキなんでしょ？　すぐに誰かを口説いちゃうんでしょ？」

「治します！　君のために治します！　優沙ちゃんのためなら不可能も可能になる気がするんだ！　生まれて初めての気持ちなんだ！　こんなに真まっ直すぐ人を好きになれたのは！」

「だまされないんだから……」

「この愛に誓うよ！　僕は優沙ちゃんが大好きだから！」

　勢いよく顔を上げて優沙ちゃんをジッと見つめた。ビョーキの瞳に光はないけど、無駄な眼力だけはある。

「そんな目で見たって許さないんだから。もう絶対にだまされないわ」

　優沙ちゃんは自分に言い聞かせているかのように呟いていた。

「だって好きだったのよ。本気で初めて誰かを好きになったのに、アンタ、裏切ったのよ。楽しかった思い出もなにもかも全部、アンタ、ダメにしたの。それがビョーキだとしても、もう信じることなんてできない」

　優沙ちゃんの目に涙が滲にじんだ。

　僕には本当のところ謝る権利さえなかったのだと、ここに来て気づいてしまった。

　どんな理由があろうとも、僕は優沙ちゃんを傷つけた。謝罪して楽になるのは僕だけで、傷つけられた当人のことなんて、これっぽっちも考えていない。

　ああ、だからか。だからビョーキは土下座に泣き落としなど、どう考えても格好よくない行動をしたのだ。素直に嫌ってもらうために。もう二度と僕を振り返らせないために。こういう時、僕はビョーキに男として負けたような気になってしまう。

「……その辛つらい思い出も、これから先の楽しい思い出で塗ぬり重ねていくから！」

　え？　どうして立ち上がる？　いやいや、このまま情けない姿で素直に嫌われろよ。

　僕は優沙ちゃんの涙を拭ぬぐおうと手を伸ばす。優沙ちゃんは拒絶せずに大人しく僕の指で涙を拭はらわれた。あれ？　なにかな？　この流れはなにかな？

「僕の言葉を信じられないのなら信じなくてもいい。でも、僕は優沙ちゃんを好きだっていう自分の感情を裏切ることができない。たとえ、君に嫌われるとしても傍にいたいんだ」

　捨てられた子犬のような目で優沙ちゃんを見つめる。

「僕には優沙ちゃんしかいないんだ。君がいないと、僕はダメなんだ。ダメなんだよ」

「……でも」

　ああ、ダメだ！　優沙ちゃんが流されようとしている！　このままじゃあ、また同じことの繰り返しだ！

　ダメだ！　止めるんだ。この流れをブッツリと！　全身全霊でもって僕のスーパービョーキタイムをどうにか止める！　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

「だ、だ、だまされちゃダメだぁ！」

　勢いよくバックステップした。

「へ？」

　よし、ＳＢＴスーパー・ビョーキ・タイムをブッツリ止めたぞ！　この流れのまま行くんだ、僕！

「今までのは全部、僕のビョーキだよ！　僕は人間のクズなんだ！　土下座に泣き落とし、デマカセ、なんでもござれだ！　自分で自分が嫌になるよ！」

「へ？」

「優沙ちゃんが好きなのは本当だけど僕は正真正銘のゲス野郎なんだよぉ！　もう二度と僕に近づいちゃダメだ！　優沙ちゃんがそばにいると僕は君をペロリとだましぬく！」

「へ？　え？　砕月？」

「ご、ごめんなさい！　ゲスでごめんなさぁぁぁい！」

　叫んで逃げた。逃げることしかできなかった。

　そのまま駆け抜け、校舎裏のひと気のない場所まで来てから僕はうずくまった。

　うぅ、やっぱり僕はダメだ。ゲスだゲスだって思ってたけど、泣き落としまでして優沙ちゃんをだまそうとするなんて、本当に救えないゲス野郎だ。

「ゲツ君、なんで逃げたの？　宣言通り落とせそうだったよ？」

「ダメなんだ、あそこで優沙ちゃんを落としてたら、僕は、またゲスになる」

「よくわかんないけど、色んな情報を統合した結果、ゲツ君が二股をしてたんでしょ？　で、あの子がその被害者で縒りを戻したかったんじゃないの？」

「……縒りを戻す気はないよ。ただ、きちんと話をしたかっただけなんだ」

「でも、土下座までして告白してたよね？」

「そういうビョーキなんだよ。スイッチが入ると、自分で自分がコントロールできなくなるんだ。それで、ああいう演技みたいなことして、いい加減なデマカセばかり……」

「でもさ、それって昔からなんでしょ？　どうして、あんなかわいい子がゲスで外道なゲツ君を好きになったんだろう？」

　自己嫌悪に陥っている僕には言葉の一つ一つが胸に突き刺さってくる。

「今でも未練あるっぽいし、なんか理解に苦しむな。どういう出会いだったの？」

「別に大した出会いじゃないよ」

　などと答えつつ過去のことを思い出す。




　出会いは高校一年の夏頃にさかのぼる。

　ちょうど、その日、僕は駅前で追われていた。

「待てや、望月ぃぃぃぃ！」

　僕を追いかけてくるのは時代錯誤も甚はなはだしいヤンキー数人。

「ばあさんが帰ってこんのじゃぁぁ！」

「トメさんは先月お亡くなりになられましたぁ！」

　杖を高速で動かしながら追ってくるご老人。

「フギャァァァァァァァァァァァァ俺のミーちゃんを傷物にした罪は重い！！」

「ワンワンワンワンワンワンあいつはお前に惚れたんじゃない！ワンワンワンワンワンワン骨付き肉にだまされただけだ！！」

「種族の壁は君らが思ってる以上に厚いからな！　僕がどうこうしたところでって痛い！　噛むな！　引っ掻かくな！」

　犬猫の集団、もちろん全部オスだ。

　望月狩りである。僕は揺ゆり籠かごから墓場まで美び醜しゅう問わず女の子を口説く。更には種族の壁さえ超えてしまう。その結果、敵を作る。追われる。逃げる。この繰り返しだ。

　特に駅前は色んな人が集まるから僕を狩ろうとしている男たちとよく遭遇してしまうのだ。この日もヤンキー数名とご老人、更に犬猫の集団に追われ、路ろ地じ裏うらを駆け回っていた。

　参加者のみなさんは本気で僕を殺とるつもりなので、命がけの逃亡劇になる。

　僕は神経を張り巡らせ、どうにか無事に帰宅しようと躍やっ起きになっていた。なので、路地を曲がった際、金髪頭が目に入れば、望月狩りの仲間だと思ってしまっても無理はない。

「待ち伏せか？　クソっ！　やってやる！　やればいいんだろ！」

「え？」

　喧嘩の必勝法は奇襲である。相手が構えるより先に出会い頭のハイキックを決めた。綺麗に決まったので一撃で金髪ヤンキーの意識まで刈り取れた。追い打ちを入れようかと思った瞬間、きょとんとした顔の女の子と目があったのだ。そこで、ふと我に返った。

「あの、えっと、もしかして彼氏？」

「ち、違うわよ！　変態！　ストーカー！　絡まれて迷惑してたの！」

　偶然、厄やっ介かいなのに絡まれていた優沙ちゃんを助けたのだ。本来の僕なら、ビョーキが発症して、そこでもう少しばかり会話をするところなんだけど……

「いやがった！　望月砕月はこっちだ！」

　通りの向こうでヤンキーが仲間を呼んでいる。逃げなきゃ殺される。

「ああ、クソっ！　じゃあ、気をつけて！」

　それだけ言って僕は再び駆け出したのだ。




「絡まれてる女の子を助けるなんてベタな出会いだね。本当にあるんだ」

　ベタ故に、そのドラマ性は破壊力を持つ。

「それで、学校で偶然再会して優沙ちゃんにお礼を言われてさ。で、絡んできてたストーカーのことで僕も力を貸してあげてる内に、仲良くなったんだ」

　会う度たびに僕のビョーキが優沙ちゃんに「かわいい」だとか「綺麗だ」だとか「大好きだ」とか挨あい拶さつのように言っていた。千夏と違って基本的に防御力の低い優沙ちゃんは顔を真っ赤にしてテンパり、それがかわいいから僕のビョーキも調子に乗る悪あく循じゅん環かん。

　で、その後もなんやかんやとありまして、色んな障害を二人で乗り越えゴールインしたわけです。まあ、その時点で静流先輩とつき合っていたけどさ。僕は本当にゲスだ。

「きっと、ゲツ君は同じことを色んな女の子にしてるんだろうね。ゲスだね」

　その通りなのでなにも言えなかった。

「それで、優沙ちゃんだっけ？　あの子、どうするの？」

「……どうするもなにも、もう近づかないよ。僕は人を傷つけることしかできないから」

　ため息混じりに立ち上がる。

「今日は、もう帰ろうか」

「ゲツ君も自じ業ごう自じ得とくとはいえ大変だね」

　僕は苦笑いを浮かべることしかできなかった。

　タマは帰り道の途中で実体化アプリケーションを実行し、僕と並んで歩いた。優沙ちゃんの件で、少しばかりへこんでいた僕を気き遣づかったのか、いつもより口数が多かった。

　とは言え、タマはタマである。

「バグを探しにゲームセンターへ行きたい」

　バグを探すのが目的なのか、ただゲームがしたいだけなのか、僕には判断しかねたけど、女の子のお願いを無む碍げに断わるはずがない。二つ返事で了承して、駅前のゲームセンターへと向かった。正直言えば、優沙ちゃんとのことでへこんでいたので家に帰りたかった。だが、まあ、しかたがない。しかたがないからこそ、バグ探しが名めい目もくなのだから遊んでばかりいるわけにいかない。言うべきことは、きちんと言わねばならないのだ。

「ねぇ、タマ、ゲームもいいんだけど、バグ探さなくていいの？」

　タマはゾンビを撃うち殺していくシューティングゲームに夢中だ。

「前にも少しだけ言ったけど、バグは世界に存在が許されない情報の現れなんだ。それでね、バグって人から生じるの。叶わない望みを抱いている人とか、望みを絶たれた人とバグは親和性が強い。そういう人の中でバグは発生しやすいし、感かん染せんもしやすい」

「そういえば、子バグとか言ってたけど、バグってうつるの？」

「うつるよ。さっきも言った通り、バグと親和性が強い人にうつったりするんだ」

「じゃあ、バグって基本、人の中にあるんだ？」

「最初はね。ある程度、成長すると宿主を必要としなくなるけどさ。ほら、あのハーピーなんかは、もう宿主を必要としないで独立してたでしょ？　でも、宿主と親和性が強かったり、宿主がバグを認識してたりすると、ずっと一緒だったりもするし、場合によっては宿主がバグをコントロールできる」

　よくわかんないけど、そういうものらしい。

「ふーん。で、どうしてゲームセンターなわけ？　まあ、僕はタマと一緒にいられるだけで嬉しいけどさ」

「ゲームって非現実が舞台でしょ？　ありえない世界をゲームとして表現してる。そういうものが好きな人って、やっぱり心のどこかに叶かなわぬ望みを持ってる傾向があると思うんだ。ついでに言うと、十代とか思春期の人にバグって発生しやすいんだよ。ほら、思春期って望みと現実のギャップに右往左往とする時期でしょ？」

「まあ、確かにね。僕も全力思春期だし、タマに思いが届かなくて右往左往としてるし」

「で、ゲームセンターって来るのはほとんど十代。思春期。だから、私は無駄に遊んでいるわけではないのです。というわけで、ゲツ君、もう一ゲームしたいな」

「大好きなタマに頼まれたら断われないな。でも、これが最後だよ」

　キメ顔で百円玉を手渡したけど、特に反応もなくスルーされた。

　その後、タマは百円玉一枚で最初からラスボスまで行きやがった。僕はタマの背後で「頑張れ」とか「大好きだ」とか声をかけるだけだったが、まあ、それなりに楽しかった。

　ゲームセンターを出た時には日も暮れていて、ネオンサインの明るい光が目にうるさい。夕方から夜間にかけての駅前は、望月狩りの遭遇率が極めて高くなるため、僕らは裏路地のほうへと向かった。裏路地を使って駅を迂う回かいすれば、望月狩り遭遇率は下がるのだ。

　二人でひと気のない路地を歩く。街灯と居酒屋の看板だけが光源で、時々、高こう架か橋きょうを奔はしる電車の光が僕らの頭上を通り過ぎた。タマは道路の白線の上をフラフラしながら歩いている。タマと取るに足らない雑談を交わしながら歩いていたのだが、不意に耳鳴りに襲われた。白線上を歩いていたタマもピタリと足を止める。

　音が消えていた。

　周囲の風景が、絵画のようなものに変わっている。ただ、ハピ子の時よりも描写が丁てい寧ねいで、遠近感も陰影もしっかりしていた。それにしたって絵で描かれたような世界だ。

　どうやらバグが近くにいるらしい。

「へぇ、向こうから仕掛けてくるなんてラッキーだね。ゲツ君、来るよ」

「やっぱりバグ？」

　タマは答える代わりに姿を変えた。いつの間にか手には巨大な鎌を握っている。

「ゲツ君、期待してるから」

「大船に乗ったつもりでいてくれ。君は僕が守る」

　とキメ面で答えるけど、具体的になにをどうしたらいいのかわからない。て言うかさ、これ、完全に不意打ちだよね。内心でテンパっている僕を置いて、現実は問答無用だ。

　タマの目が獲え物ものを狙う猛もう禽きん類るいのように鋭くなった。

　不意に視界で異物が生じた。あまりに唐突すぎて、それがなんなのか理解することさえできない。眼前で鉄のにおい。鈍にび色いろの塊かたまりが甲かっ冑ちゅう騎き士しだと理解するまでコンマ数秒のタイムラグ。剣けんが僕へと振り下ろされる。事態を理解した時には刃はすぐそこまで迫っていた。

　鉄と鉄がぶつかりあう甲高くも鈍い音。甲冑騎士の持つ剣とタマの鎌が火花を散らす。

「ゲツ君！　下がって！」

　僕が動くよりも先にタマが鎌の曲線を利用して剣を受け流し、体を転じる。体勢を崩した騎士を蹴とばした。甲冑騎士は数十メートルほど吹っ飛び、地面をゴロゴロと転がる。

　小さな体のくせにデタラメなキック力だ。

「ゲツ君、私一人じゃ、あれ無理！」

「僕に任せろ！」

　で、僕はなにをしたらいいんだろう？

「アレ、たぶん、私が探してたバグだと思う。かなり強いからデバッガでも厳しいかも」

「二人で力を合わせれば問題ないさ」

　さりげなく格好つけてるんだけど……で、僕は具体的になにをすればいいんだろう？　あの甲冑騎士を蹴とばせばいいのかな？

　道の真ん中で甲冑騎士はゆっくりと立ち上がった。

　目の部分を隠した兜には羽根飾りがついている。口元しか見えないので顔付きは、よくわからない。全体的に身なりは軽装で、胸元と腰回りだけ鎧で守っているため白い肌が部分的に露出していた。他に特徴的なのは羽衣だ。どういう理屈なのか知らないけど、羽衣はフワフワと浮いている。

　なんかね、パッと見の体つきが女の子に思えてしかたがないんだよね。

「来るよ」

　数十メートルを一呼吸。デタラメな速さで甲冑騎士が肉にく薄はくする。

　僕に。

　え？　僕に？

　剣が振り下ろされる。僕に。

　幸い、振り下ろされる剣をタマの大鎌がはね上げた。だが、タマの動作が大きい。甲冑騎士は跳ね上げられた剣をそのまま手放す。剣は空中を舞う。空あいた手は拳を握って、タマの脇腹にブチ込まれた。タマの体がくの字に曲がって吹っ飛んでいく。

　デタラメな暴力を目の前にして、Ｂ級映画のモブキャラとなった僕は微笑のまま立ちすくむことしかできないわけです。

「女の子が暴力を振るうのはよくないよ」

　こんな時でも微笑を忘れない。でも、僕を見据える甲冑超しの瞳に惑まどいはない。

　タマを吹っ飛ばした剛ごう拳けんが僕のコメカミにも振るわれ、視界が黒くなった。首が熱いと思った時には、地面が目の前だ。意識はある。その証拠に首の辺りが燃えるように痛い。だが、体がまったく動かない。世界が赤くなっていくんだけど、これってやばくね？

　なんかね。これは憶測なんだけど、さっきの一撃で、僕、首、折られてね？

　うん、折れてる。これ、絶対に折れてる。

　僕、完全に死にかけ……え？　マジで？　死ぬの？

　僕、死ぬの？　この平和大国日本で？　ありえなくね？　僕の状況、ありえなくね？

　赤くなっていく視界の中で甲冑騎士は吹っ飛ばされた剣を手に取り、そして再び、こちらへと近づいてくる。トドメを刺す気満々だ。

　逃げようにも体がまったく動かない。え？　あれ？　これ、やばくね？

　僕を見下ろす甲冑騎士さんと目が合った。まるで路ろ傍ぼうの石ころを眺めるような視線だ。これは、もしかすると、もう無理かもしれないね。

　だって首、超痛いし、体動かないし、意識は朦もう朧ろうとしてるし、相手は僕を殺す気満々だしさ。あがいてどうにかなるんなら僕だって全力であがくけど、あがきようがない。

　ああ、そうか、僕、死ぬんだ。まあね、そういうこともあります。しかたがない。

　だいたい、僕の人生なんて、あの時終わってたものだしさ。あれから十年近く生きられたんだから充分じゃないかな？

　神様、千夏、宗助、香織さん、莉子、義父さん、優沙ちゃん、静流先輩、タマ、その他もろもろの子猫ちゃんたち、今までありがとうございました。僕はみんなと出会えて本当に心の底から幸せでした。では、さよならです。

「ゲツ君！」

　タマの声と同時に鈍い音が響いた。どうやらタマが甲冑騎士を吹っ飛ばしたらしい。タマは横に倒れていた僕をあおむけにして、顔をのぞき込んできた。

「ゲツ君！　しっかりして！　デバッガは観測者だよ！　ディレクトリ内でなら、観測した世界をそのまま反映できる！　健康な体をイメージして！　それで怪我は治るから！」
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　いや、でも、この痛みはリアルなんだけどなぁ。まあ、ものは試しだ。

　イメージしたら傷が消えるって、健康な体をイメージしたらいいのかな？

　よし、目をつぶろう。あれ？　目をつぶったら、なんか眠くなってきた。ダメだって。それは死亡フラグだって。意識をしっかり持って自分の健康体をイメージするんだ。

　怪我なんてしてねぇよ。体なんて重くねぇよ。なぜなら僕は女の子を悲しませる死に方だけはしてはいけないからね。ここで死んだらタマだって悲しむかもしれないじゃないか。

　ほら、動かなかった手の指が動きましたよ。体の重さもなくなりましたね。あれほど熱かった首の痛みだって、静かに溶けるように消えていく。深呼吸をして目を開いた。

　僕は、ゆっくりと体を起こす。コキコキと首の骨を鳴らしてみた。大丈夫、体の調子は万全だ。しかしながら、自分の体に驚きだ。まさか、不死身だったとは……

「ゲツ君、戦える？」

　タマが睨んでいる先には大穴のあいた居酒屋があった。どうやら、あの中に甲冑騎士は吹っ飛ばされたらしい。

「体のほうは問題ないけど、あの子、女の子だろ？　僕はたとえ殺されたって女の子相手に暴力は振るいたくないな」

「世界が消えるかもしれないんだよ？」

「でもさ、女の子を犠牲にしなきゃいけない世界なら消えちまえって思う。でも、そうすると僕の大好きな他の女の子も消えちゃうことになるから難しい話だよね」

「さっき殺されかけたんだよ？　言ってること理解できないんだけど？」

「タマ一人じゃ勝てないんだっけ？」

「うん、無理」

「じゃあ、逃げよう」

「え？」

　ヒョイとタマの手を掴む。そして回れ右。

「ちょっ！　ゲツ君！」

「タマ、喧嘩の必勝法その一、奇襲。これはさっきの子が使ってきた。で、その二、勝てない喧嘩は全力で逃げる。この二つを守ってれば、基本、負けることはない」

「あのね、ゲツ君、私の目的はバグの排はい除じょなんだよ！　放して！」

　タマが手を振りほどこうと暴れる。

「せ、戦略的撤てっ退たいだよ。こっちは奇襲受けてるわけだし、さっきのでわかったと思うけど、僕、足手まといじゃん。で、タマ一人じゃ勝てないなら、このまま相手をしたってじり貧ひんだよ。ここは体勢を立て直してだね……」

　振りほどこうとしていた手の動きが止まった。

「確かにゲツ君の言うことも一理ある」

「でしょ？」

「それはわかったから放して。逃げるにしてもっ！」

　タマの手が僕の手の中から飛び出した。僕の背後で剣けん戟げきが鳴る。振り返った。甲冑騎士がタマと斬り合っている。

「ゲツ君！」

「な、なに？」

「鎌だと戦いにくい！　剣出して！」

「だ、出してとか言われても……」

「デバッガならイメージで作れるから！」

　そんな魔法みたいなこと……でも、さっきも傷とか消えたし、やってみようか。

　えっと、剣ね。剣というと、やっぱりポン刀だよな。そういえば、中学のころ、ヤクザの娘さんと仲良くなって、それがお父さんにバレて、ポン刀振り回されたことがあったっけ？　アレは怖かったなぁ。などと思い出したくもない日本刀のことを思い出してみたら、手の中に白しろ鞘さやに入ったポン刀があった。すごいな、召喚魔法みたいだ。

「タマ、できたよ！」

　視線を向けた先ではタマが甲冑騎士の前で膝をついていた。既に大鎌はボロボロで、タマの体にも細かな切り傷が見てとれる。まずいと思って鞘から刀を抜いた。鞘を甲冑騎士へと投げつける。鞘は剣でバッサリと斬られ、甲冑騎士の注意が僕へと向いた。

「お、女の子が刃物とか持ち歩かないほうが……」

　言い切る前に甲冑騎士が襲い掛かってくる。袈け裟さ懸がけの一撃をポン刀でどうにか受け止めた。火花が散った。完全にマグレだ。

「は、話せばわかる。あのね、出会いを悲劇にしないために、ほら、お互いに抱きしめ合おうよ。幸い、僕らは男と女だ。憎み合わずに愛し合うことだって可能じゃないかな？」

　女の子とは思えない力で剣を押される。兜越しの視線は完全に僕を殺る気の目だ。

「アナタの騎士振りに僕の心は奪われました！」

　心どころか命を奪われそうだってのに、僕は何を言っているのだろう？　押し負けて、とうとう片膝が折れて地面をついた。それでも必死に剣を受け止める。

　頑張れ、僕の全身筋肉！

「だ、大好きなんです。ひ、一目ぼれなんです！　運命感じちゃったんです！」

　近くで見ると、どっかで見た顔付きな気がした。この兜越しに見えるパッチリ二重って、見慣れているというか、今日も見たっていうかさ、それをいえば、この鼻筋も唇も、誰かとかぶる。でも、そんなことより、体勢的に剣を受けるのもきつくなってきた。

「ちょっ、タンマ！　ごめん、ごめんなさい！　あのね、ほら、お互いに！　お互いを、もう少し時間をかけて知るべきだと！　死んだらお終しまい！　お終いだよ！」

　刃が、僕の肩にゆっくりと食い込んでくる。痛い。ふと兜を下からのぞき込むようなアングルになった。あ、この顔……

　不意に大鎌の刃が甲冑騎士の後ろできらめく。

「危ない！」

　僕の叫びに甲冑騎士が後ろを振り返る。鉄がぶつかり合う音が鳴り、僕は圧力から解放された。タマが背後から甲冑騎士に斬りかかったのだ。

　僕の声で反応できたようだけど、それでも甲冑騎士は背中をバッサリ斬られて動きが鈍くなっていた。ここぞとばかりにタマが攻撃のテンポを上げる。顔付きも僕の知ってるタマとは別物だ。目だけらんらんと光っているが表情は無色透明、さながら殺さつ戮りく機械だ。

　大鎌が暴風のように乱舞する。甲冑騎士は剣で斬撃を受け流し、その度に剣けん戟げきが鳴る。大鎌の乱撃は更にテンポを上げる。甲冑騎士の白い肌に赤い傷が増えていく。

　形勢逆転。

　だが、唐突に音が止まった。

　捨て身の片手突き。甲冑騎士の刺突が台風の目を貫つらぬいたのだ。

　タマが逃げるように距離を取る。対する甲冑騎士も体中、傷だらけだ。

「タマ！」

　僕はタマへと駆け寄った。タマは息を乱しながらも毅き然ぜんとした表情で甲冑騎士を見据えている。無言で無音。視線と殺気だけの応おう酬しゅう。

「もうやめよう。女の子同士で、こんなこと間違ってるよ」

　甲冑騎士はチラリと僕を一いち瞥べつすると、勢いよく地面を蹴って空へと舞い上がった。タマも僕も月の中に浮かぶ甲冑騎士を見上げることしかできない。甲冑騎士は空中でクルリと踵を返し、月の中へと溶けるように消えていった。

　同時に雑音が耳に戻ってくる。違和感は払拭され、壊れた居酒屋もなにもかもが元に戻っていた。タマは大鎌を消して、その場に膝から崩れる。

「タマ、大丈夫？」

「……どうにかね。でも、今ので、かなり消費したかな」

　傷は既に消えているようだが、表情はきつそうだ。

「少しだけ時間ちょうだい。最低限の復旧するから」

　僕にはタマの隣で肩を抱いてやるこしかできない。

　て言うか、さりげなく肩とか抱いてるんじゃねぇよ、僕のビョーキ！

「ごめん、力になれなくて。でも、今は僕が君を守るから安心して休んでて」

「……敵を助けるとか、次は本気でやめてね」

「ご、ごめん」

「ゲツ君の優しいとこは人として利点で美徳なのかもしれないけど、戦う点において不利だからね。結果、私が傷ついたんだし、下手したら君だって死んでたかもしれない。そういうこともしっかり考えて行動してほしいな」

「い、以後、気をつけます。ところで、あの甲冑騎士って女の子だよね？」

「女の子っていうかヴァルキリー」

「ヴァルキリーって北欧神話に出てくる女神だっけ？」

　日本語だと戦乙女などと書かれる女神で、ワルキューレなどと呼ばれたりもする。確か、戦死者の中から勇者を選び、神様の兵へい卒そつとして再利用リサイクルするのだとか。

「現出するバグって宿主の精神性と深くかかわるんだ。内面だったり願望だったりするけど、なにも情報がないより見つける手がかりにはなると思う」

　そう言ってタマは瞳を閉じた。

「しばらく復旧作業に専念する。無防備になるから周囲の索敵と防衛は任せるよ」

「ま、任せてくれ」

「本当に頼んだよ」

　タマを見守りながらも僕は甲冑騎士の顔を思い出していた。

　僕の気のせいでなければ『優沙ちゃん』とそっくりな顔付きだった。

　タマに言おうか迷ったけど、あの容赦ない攻撃を繰り出すタマの姿が脳のう裏りを過よぎった。

　とりあえず、黙ってれば角が立たないような気がする。そりゃ、まあ、世界のピンチなのかもしれないけどさ、やっぱり目の前の平和のほうが大切だ。さっきみたいに女の子同士が斬り合うなんて間違ってるよ。僕は、そんな展開ごめんこうむる。

　だいたい、タマと優沙ちゃんの修羅場なんて、想像しただけでも寿命が三分縮むよ。考えないようにしよう。よし、さっき見た甲冑騎士の顔は記憶から全消去だ。最初から知らなかったことにしておこう。きっと他人の空似だよ。

　はい、忘れた。全てなかったことにして前だけ向いて生きていこうじゃないか。

「タマ、君は僕が守る」

　同時に僕は自分の平穏を守ると心に誓うのだった。


★



　昨日は大変な一日だった。

　千夏と宗助に説教されて、静流先輩には会えなかったし、優沙ちゃん相手にはビョーキが暴走しやがり、それで帰りにはヴァルキリーに殺されかけた。波は乱らん万ばん丈じょうである。

　まあ、色んな事件が立て続けに起きた昨日のことも全て忘れて前だけ向いて生きていこう。昨日までのことは、もういいんだよ、と夜回り先生だって言ってたじゃないか。

　とはいえ、優沙ちゃんに対する暴走だとか、ヴァルキリーの顔が優沙ちゃんに似ていたこととか、いろいろあったのも事実なわけで、可能な限り優沙ちゃんには会いたくない。

　会いたくないので、今日は一日中、優沙ちゃんと遭遇しないように忍者のように気配を探りながら移動していた。宗助には「バカじゃねぇの？」と言われたけど、こっちは必死なのだ。そんな必死な行動のおかげで今日も平穏無事に学校生活を終えることができた。

「ゲツ君、私を守るって言ったよね！　今日はじっくりとつき合ってもらうから！」

　学校が終わると同時にタマがそんなことをのたまいやがった。

　実体化した状態で。場所は教室で。

　クラスメートはいきなり現れた美少女と鼻毛野郎望月砕月を見て、噂話をし始め、宗助は訝いぶかしむように目を細める。放課後の喧けん騒そうの中、僕はタマに手を引かれて教室を出ていくことになったわけだ。途中、優沙ちゃんと遭遇してしまったが、タマが強引に僕を引っ張っていくので、すれ違うだけでなにも言われなかった。

　それだけではなく、静流先輩ともすれ違ってしまった。静流先輩は僕のことを無表情にジッと見つめてくる。思わず目をそらしてしまった。

　でも、まあ、タマと一緒にいるところを二人にハッキリと見られたわけで、これは、もう決定的に嫌われたんだろうな、と思う。まあ、しかたがない。過ぎ行く日々にさようならを告げ、僕はタマに引っ張られて再びゲームセンターの前に来ていた。

「今日は修行だよ」

「修行？」

「昨日のバグはかなり強力なバグなので、ゲツ君にも強くなってもらわないと困るの」

「大好きなタマのためになら僕は愛の力でいくらでも強くなれるよ」

「昨日、ディレクトリの中での戦闘で、傷を治したり、剣を出せたりしたでしょ？」

「ああ、そうだったね。それでさ、気になってたんだけど、ディレクトリってなに？」

「簡単に言うと結界みたいなものかな。バグ自身の存在が許されるバグの望む世界で、デバッガとか霊感のある人を引き込んじゃうの。バグが弱ければ、引き込まれるのは精神だけで済むけど、バグが強いと神隠しみたいに肉体ごと引き込んでしまう」

　よくわかんないけど、弱いディレクトリは霊障みたいなもんで精神だけ引き込み、強いディレクトリは神隠しみたいなもので肉体ごと引き込むようだ。

「基本的にバグが好き勝手できるイメージだけの世界だから現実世界リアルとは別物。昨日のゲツ君のようにイメージだけで傷を治したり、剣を出せたのもそれが理由で、デバッガの基本能力だね。あと私みたいなウィザードもできる。逆に言えば、ディレクトリの中で完全なる死をイメージしたら、実際に死ぬこともあるよ」

　ディレクトリの中ではイメージで色んなものに影響を与えることができるみたいだ。それがデバッガの能力ってやつらしい。なんとなくディレクトリってやつは理解できた。

「で、どうして修行でゲーセン？」

「ぶっちゃけ戦闘で色んな情報が吹っ飛んだせいで、今の私には、どうしたらデバッガが強くなるのかわかんないの。で、イメージを鍛えるならゲームセンターかなって思った」

　ぶっちゃけタマがただ遊びたいだけじゃないだろうか？　まあ、別にかまわないけど。

「タマが必要だって言うのなら喜んでつきあうけど……」

「お金足りない？」

「いや、そこは問題ないよ。春休みにアルバイトで貯ためた分があるからタマは気にしなくていいんだけどね……」

「けど？」

　望月狩りの遭遇率が上がるんだよな、駅前のゲームセンターってさ。

「なんでもないよ。じゃあ、その修行ってやつを始めようか」

　ただ遊ぶだけなんだろうな……

　と懸念した通り、ただ遊んだだけだった。最初はゲームをする僕の後ろでタマが「そこだよ！」とか「下手くそ！」とうるさかった。だが、そのうち見ているだけではつまらなくなったらしく、僕からお金を借りて自分のやりたいゲームをし始めやがった。

　修行じゃなくね？　というツッコミを入れたくなったけど、ゲームに熱中しているタマは、バグと戦っていた狩人ハンターの表情を垣かい間ま見せる。ちょっと怖いので、僕はタマから離れて、一人クレーンゲームに興きょうじていた。

　とはいえ、このクレーンの非力さといったら、なんなのだろう？　僕を舐めてるのだろうか？　喧嘩を売ってるのだろうか？　そう思ったら、もうダメだ。気づいたら五千円くらい投入していた。結果、景品を取ることに成功はした。プールのペア無料券だ。

　ちょっと前に近くで大型レジャー施設ができた。でかいプールが有名で、テレビでも報じられたようだが、にぎわったのは最初くらいで、今ではだいぶ客足も少なくなってきているのだとか。

　ため息が出てくる。今の僕はプールに遊びに行ける状況ではない。なので、使い道がない。あーあ、五千円か。なんか、すっごく時間と金を無駄にした気分だ。

　再度ため息を吐きながらクレーンゲームから離れる。ふと、僕の望月狩りセンサーが反応した。もっと言うとヤンキーセンサーだ。俊敏な動きで視線を巡らせる。中学生くらいの少年の周りを赤毛や茶髪、メッシュの三人組が囲っていた。

　カツアゲかなにかだろう。また、ため息がでてきた。

　僕みたいなゲスでも人並みに良心とか正義感とかあるわけですよ。もっと言うと、普段から女の子に外道なことをしているから、こういうところで善行ポイントためておかないと、救いようのないゲスになっちゃうわけだ。ゲスなりに少なからずの誇ほこりを持って生きていきたいと常日頃から思ってるわけなので、見ちゃったら見捨てることができない。

　一瞬、怯おびえる中学生と目が合った。これは完全にカツアゲかなにかの被害者だね。

　はいはい、助けますよ。僕はため息を吐いてから笑顔を張りつけた。

「あ、テっちゃん、こんなところでどうしたの？」

　テキトーにテっちゃんとか呼びながら中学生へと近づいていく。ヤンキー三人がこちらを振り返った。

「てめぇ、望月じゃねぇか！」

　赤毛が僕を見て目を細めたが、顔見知りではない。となると、望月狩りの方々ですか……とりあえず、無視しとこう。話がややこしくなりそうだ。

「アナタがたはテっちゃんの知り合いですか？」

「はあ？　てめぇ、なにシカトこいてんだよ、望月」

　赤毛猿がギャーギャーうるさい。まあね、こういう無駄に大声を張り上げるタイプは、たいがい格好だけなので弱い奴がほとんどだ。

「なに、こいつが噂の望月ってやつ？」

　値踏みするような茶髪の視線ももちろん笑顔で受け流す。

「そうだよ、こいつマジムカつくんだぜ」

「いいじゃん、こいつ狩ろうよ」

　ヘラヘラ笑っているメッシュ。わりかしイケメン。あっという間に三人の照準が僕に合わされた。こういう連中って暇つぶしに弱い者いじめをしちゃうからな。僕も大たい概がい外道だけど、そういう自覚はある分、こういう連中よりはマシかなって思う。

　しかたがない。人助けモードはやめにしよう。

「ピーピーギャーギャーうるせぇんだよ。中坊にたかるなんざ、プライドねぇのかよ？」

　三人の表情が一気に険けわしくなる。うん、やっぱり怖い。

「それとも三人そろって中坊一人じゃないといじめられないか？」

「こいつ、マジウケるぜ」

「ぜってぇ泣かす」

「フルボッコっしょ」

　やる気満々になったようだ。めちゃくちゃ怖い。

「表に出ろよ、クズども。僕が相手になってやる」

　そう言って僕は踵を返した。三人に背を向けて歩きながらゲームセンターを出る。背後から奇襲が来ないか少し怖かったけど、まあ、そうならないように思い切り挑発したのだ。来たら来たで、その時はその時だ。すぐにでも後ろ蹴りで迎げい撃げきしよう。

　などと考えながら僕は路地裏へと向かう。

「この先に駐車場があるから、そこで相手になってやんよ。逃げんじゃねぇぞ、こら」

　啖たん呵かを切ったら三人が騒いだ。無視して歩く。しばらく距離を稼いで、駐車場を見つけた。よし、この辺りでいいだろう。

　僕は全力でダッシュした。しばらく間が空あく。

「……あいつ、逃げたんじゃね？」

「おい、こら、待てや！」

　背後で叫んでいる声に続いて足音が響く。だが振り返らない。

「望月、待てや、こらぁぁぁ！」

「てめぇが逃げてんじゃねぇよ！」

「ぜってぇ、つぶす！　ぜってぇ、つぶすからな！」

　何を叫ぼうと、もう遅い。僕は望月狩り五十人の包ほう囲い網もうを突破したことだってあるんだからな。短中長距離、全てにおいて陸上部といい勝負ができる脚力を持っているし、常日頃から逃げ足とかいろいろと鍛えてるんだ！　自じ堕だ落らくヤンキーに負けるわけがない。

　だいたいな、カツアゲされてる少年を助ける方法が暴力だけだって誰が決めた？　え？　誰が決めたんだよ！　逃げ足でだって人は救えるんだ！

　必死でダッシュし、路地裏を駆け巡る。そのうち背後で叫ぶ声も遠くなり、静かになったな、と思って振り返れば、最後の一人が道路に腰を下ろしてへたっていた。へたりながらも叫んでいる赤毛猿を尻目に、僕はその場を離れた。しばらく走ったところで公園を見つけたので、僕はベンチに腰を下ろす。そして一息ついた。

　びっくりするほど完全勝利だ。あの中学生はカツアゲから逃れ、ヤンキー三人と僕は互いに痛い目を見ないで済んだ。誰にも被害が発生せずに問題を解決できたわけだから、これはさすがに自分で自分をほめてやりたくなる。

　勝利の余よ韻いんに浸ひたっていたら、ふとゲームセンターにタマを置いてきたことを思い出した。連絡を取ろうとポケットから携帯電話を取り出したが、タマは携帯電話を持っていない。不意に手の中で携帯電話が鳴った。びっくりして番号を見る。

　勝利の余よ韻いんが完全に消え去った。

「ゆ、優沙ちゃん……」

　出ないわけにはいかない。

「も、もしもし……」

　雑踏の音が聞こえるが、優沙ちゃんは無言だ。しばらくしてから、ため息が聞こえた。

『……アンタの鞄かばん、拾ったんだけど？』

　優沙ちゃんに言われて、自分の鞄をどこかに忘れてきたことに気づいた。

『今、どこ？』

「えっと、駅から少し離れたところに噴水のある公園があるんだけど……」

『ああ、あの公園ね……じゃあ、そこで待ってて。持ってくから』

　プツリと電話が切れた。心臓がうるさい。ヤンキー三人を相手にしていた時よりも緊張している僕がいる。なんか、もう、鞄のこととかどうでもいいから早く家に帰りたい。でも、優沙ちゃんを放っておいて帰るわけにもいかない。

　しばらくベンチで胃の痛い思いをしながら待っていた。不意に隣に気配。優沙ちゃんが僕の隣に座っている。背後からくるなんて、思わず声が出そうになったよ。

「はい、鞄」

「あ、ありがとうございます」

　受け取りながら肩を小さくする。なにを言えばいいのだろう？　いや、ダメだ。下手に口を開こうとすれば、僕のビョーキがまた暴走する。

「じゃ、じゃあ、そういうことで失礼いたしま……」

　立ち上がろうとしたら腕を掴まれた。

「待って。話があるの」

　逃げられない。大人しく再びベンチに腰を下ろす。

「……一緒にいた子、彼女じゃないって言ってた割に、ずいぶんと仲良さそうだったけど？」

「いえ、タマさんとは、そういう間柄じゃなくてですね。なんていうか、彼女自身、ああいう性格なので、そう見えてもしかたがない面もございますが、胸を張ってそういう関係ではないと主張したい次第でございます」

「さっきからなんで変な敬語なの？」

「いえ、気を抜いた瞬間、ビョーキが暴走するかもしれんので、いや、頑張ってもコントロールできないので、無駄なあがきではあるんですが……その、あの、すいません」

　優沙ちゃんがため息を吐いた。

「アンタ、そのビョーキ治したいの？」

「そりゃ、もちろん。でも、もう何年と闘病生活が続いているんですが、一いっ向こうに快方には向かわず悪くなるばかりで……ふ、二股をしたり、その上、更に最近はハーレムを目指す宣言さえする始末です。もう人として終わってます。すいません。嫌ってください」

「言われなくても、アンタのことなんて嫌いよ」

　面と向かって言われると、やっぱり胸が痛い。しかたがないけど……

「……アンタみたいなのを放置しておくと、ビョーキの被害が広がるわね」

「すいません。ゲスですいません」

「これ以上、私のような被害者を出すのはダメだと思うの。元カノとして」

「ごもっともです。なので、最近は女の子にあまり近づかないようにしてるんですが、いかんせん、ビョーキがビョーキなもので……」

「ビョーキの治療、手伝ってあげる」

　優沙ちゃんを見たら、不機嫌そうな顔でそっぽを向いていた。

「アンタのためじゃなくて私みたいな犠牲者を出さないためよ！　いわばボランチ精神よ」

　おそらくボランチじゃなくてボランティア精神と言いたいのだろう。

「言っとくけど、アンタみたいな浮気野郎のこと、私は大っ嫌いだからね！　でも、私を最後の犠牲者にしなくちゃいけないと思ったのよ！　ボランチよ、ボランチ！」

「優沙ちゃん、優沙ちゃん、ボランティアだよ。ボランチだと、中盤で守備をしながら攻撃の起点にもなる選手を指すサッカー用語だよ。それとも、犠牲者を出さないように中盤で防御策を張りつつ、いずれは僕を攻略するために様子を見るってスタンスかい？　いいよ、相手になってあげるよ、優沙ちゃん」

　優沙ちゃんの顔が真っ赤になった。

「ち、違うの！　間違えただけ！　ボランティアだもん！　攻略とかしないもん！」

　優沙ちゃんは、こうやってすぐにテンパる。こんなにかわいいのに、千夏のようにすれてない。守ってあげたくなる系の女の子なんだけど、悪く言うと、ものすごくチョロい。

「優沙ちゃんはかわいいなぁ」

　頬を赤らめながら忌いま々いましげに僕を睨んでくる。

「びょ、ビョーキ禁止！」

「ビョーキって言うか、本心がサラリと出ちゃうんだ。優沙ちゃん、かわいいもが」

　掌しょう底てい気味に手で口をふさがれた。脳がちょっと揺れた。

「だ、黙ってなさい！　ほら、こうやってわかってれば対処だってできるんだから！」

　優沙ちゃん、必死だなぁ。必死な女の子ってかわいいなぁ。

「と、とにかく！　ボランティア精神で、アンタのビョーキを治してあげるって言ってんだから感謝しなさい、バカ！　それとビョーキ禁止だからね！」

　禁止とか言われても、僕はポケットからプールのペアチケットを取り出してるわけですよ。優沙ちゃんは僕の口から手を放して、差し出されたチケットを受け取った。

「なにこれ？　プールのチケット？」

「一緒に行こうよ。治療の一いっ環かんとして」

　はい、もう僕のビョーキは止まりません。ＳＢＴスーパー・ビョーキ・タイムに移行しやがった。

「ち、治療って言っても、どうしてプール？」

「君も知っての通り、僕はどうしようもないビョーキ野郎だよ。このビョーキの悪いところは不特定多数の女の子に対して同時多発的に発症してしまうところで、こいつがピンポイントで発症するなら、それはもう問題がないわけだよ。そこでボランチ優沙ちゃんなんだ。優沙ちゃんにピンポイントフォーリンラブなら、僕らは幸せになれると思うな」

「い、今さら遅いけどね。私はアンタのこと嫌いだし……」

「だったら優沙ちゃんだって僕のビョーキに流される心配もないだろ？」

「た、確かにそうかもしれないけど、でもプールは……」

「もっと言うと大好きな優沙ちゃんの水着姿が超見たい」

「びょ、ビョーキ禁止！」

　ガツンと掌底気味に口をふさがれた。いい角度で人じん中ちゅうに衝撃が……

「そ、そんな風にスケベなこと考えてるんなら絶対行かないから！」

「だったら僕一人で行ってビョーキが発症しないように悟さとりを開く。でも、きっと無理だろうな。優沙ちゃんが隣にいない寂しさのあまり、僕のビョーキはプールでハーレム一いち夜や城じょうを築きずくかもしれない」

「お、脅おどす気？」

「違うよ、失礼しちゃうな。一人で頑張って治療するって言ってるだけだよ。僕だって治せるものなら治したいからね。でも、難しいだろうなぁ……」

　僕のビョーキがひどすぎるんだけど、どうしてだろう？　今だけ、すごく応援したい。

「優沙ちゃんを最後の犠牲者にしたかったけど、このままだと犠牲者は増えてく一方だ」

　チラリと優沙ちゃんを見る。

「……い、行けばいいんでしょ？　プールに行けばいいんでしょ！」

「ビキニじゃないと、たぶん、がっかり感が強くて僕のビョーキは……」

　個人的にはスク水でもＯＫだ。

「ビキニでもなんでも着てやるわよ！　だって、治療だもん！」

「そうだよ、治療だよ。治療なんだよ、優沙ちゃん！　優沙ちゃんは僕の薬箱なんだよ！　ファイトだ、優沙ちゃん！　ラブリー優沙ちゃん！　大好きだよ、優沙ちゃん！」

「ビョーキ禁止！」

　更なる掌底を人中にくらった。さすがに衝撃が強く、僕のビョーキも強制シャットダウンされる。あと少しで僕の人生そのものもシャットダウンしそうだったけど……

「砕月、どうしたの？」

「いや、大丈夫。なんでもないよ。それで、優沙ちゃん、プール、本当に大丈夫かい？　ビョーキがごり押ししちゃったけど無理なら無理でいいんだよ？」

「だって、そしたら一人で行くんでしょ？」

「いや、さすがに一人でプールは切ないから金券ショップで売り払うか、大した金にならないようなら誰かテキトーに誘さそうよ」

　優沙ちゃんがムッと唇を尖とがらせた。

「……いい、行くわ。だって、治療でしょ？　次の日曜日でいい？」

「いいけど、いいのかい？　きっと、さっきみたいに僕は暴走するよ」

「私はアンタのこと嫌いだから平気よ。問題はアンタのほうよ。きちんと理性を保ってビョーキを抑おさえなさいよ」

「はい、頑張ります」

「じゃあ、私、帰るから」

　立ち上がろうとする優沙ちゃんの手を僕は掴んだ。あ、また僕のビョーキが……

「もう少しいいじゃないか。今まで離れていた分、優沙ちゃんとずっと一緒に痛いっ！」

　人中に衝撃！

「ビョーキ禁止！」

　叫んでから小走りで行ってしまう。僕は鼻と唇の間をさすりながら、優沙ちゃんの背中を眺めた。嫌いだとか言われてたけど、仲直りできたみたいだ。

　仲直りできたのは、すごく嬉しいんだけど不安のほうも大きい。また僕は優沙ちゃんを傷つけてしまうかもしれない。たぶん、いや、絶対に傷つけるような気がする。

　いい加減、好きな人には近づくべきではないと学ぶべきじゃないかな？　そのうえ、プールだよ。嬉しいよ。楽しみだよ。でも、そういう楽しいこととかいろいろひっくるめて僕は最終的に全てをダメにする。ああ、なんか、楽しみなのに気分が憂鬱だ。

「プール行くんだ？」

　その声に振り返ると、能面を張り付けたようなニコニコ顔のタマがいた。

「あ、うん、そうだけど、聞いてたの？」

「プール行くんだ？」

「あ、うん、あの、えっと、怒ってる？」

「怒ってないよ。私が怒るとかないから」

　確かにニコニコ笑ってるんだけど、変に威い圧あつ感かんがあると言うか、瘴しょう気きを感じると言うか。

「それにしても修行の途中で勝手にいなくなるとかひどいよね？」

「す、すいません」

「いいんだよ、別に。だって、ゲツ君はボランチ精神にのっとって手助けしてくれてるんだもんね。あ、ボランティア精神だっけ？」

　かなり前からいらっしゃったみたいですね……

「でもね、プールみたいな人生を謳歌している人たちが集まるような場所にバグっていないと思うんだ。私はそう思うけど、プール行きたいの？　て言うか、水着が見たいの？」

「なにをバカな。僕は一人のスポーツマンとしてですね、水泳競技に勤いそしみたいだけです」

「どうでもいいけど、バグ退治はおろそかにしないでね」

　ふんと短く鼻を鳴らしてタマがトンと地面を蹴った。実体化していないタマは、フワリと浮かび上がり、そのまま振り返ることなく空へと上がっていく。

　僕は一人公園のベンチに座ったまま、ため息を吐いた。

　そういえば、バグは人から生じるとか言ってたっけ？　だったら、あの甲冑騎士は優沙ちゃんから生じたのかな？

　望みを絶たたれたり、鬱うっ屈くつしているというのも、僕に二股かけられてたということで当てはまる気がするし。僕に斬りかかってきたのだって、恨うらみとか怒りとか、そういう負ふの感情の現れじゃないだろうか？

「……よし、考えないようにしよう」

　過去のことは全て忘れて前だけ向いて生きていこう。ほら、優沙ちゃんとプールなんだし、そこに焦点をしぼって人生を謳おう歌か……しちゃいけないよな、僕みたいなゲスがさ。

「うん、でも考えないようにしよう」

　まあ、いいか。なるようにしかならないのが人生だ。
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　光こう陰いん矢やのごとしと言うけど、待ち遠しい日曜日はあっという間にやってきた。

　僕の治療と称した優ゆ沙さちゃんとのデートなわけだけど、姿が見えないとはいえ、タマを連れていくわけにはいかない。

「僕にだってプライベートな時間は必要だと思うんだ」

　と交渉を続けたら「好きにしたら？　私も好きにするし」と不機嫌そうに部屋の窓から空へと飛んでいってしまった。とりあえず、タマはこれで良しとする。

　そんなわけで僕は駅前の広場へと向かった。あまりの待ち遠しさに待ち合わせより三十分前に到着してしまったわけだが、すでに優沙ちゃんがベンチに座っていた。

　優沙ちゃんはタイトなジーンズの上に、ヒラヒラした服を着ている。女の子のファッションはよくわからないけど、私服姿の優沙ちゃんもかわいいわけです。

「優沙ちゃん、早いね……」

「わ、私は別に待ち遠しかったわけじゃなくて、ちょっと暇だったから早めに来ただけだし！　勘違いしないでよね！」

　すでにじゃっかんテンパッてる気がするんだけど、大丈夫だろうか？

「言っとくけど、アンタがビョーキだって知ってるからアンタの甘っちょろい言葉はビョーキの嘘だって知ってるし、私はアンタが大っ嫌いだもん！」

　まあ、本人が平気だと言ってるので、信じることにしよう。

「よし、じゃあ、武士のように戦場に赴おもむく気き概がいをもって行こうじゃないかっ！」

「そ、そうね。行きましょう！」

　お互いにガッツポーズをしてバス乗り場へと行く。駅から出ているバスでレジャー施設近くまで向かった。

　大型レジャー施設の近くには映画館やショッピングモールなどがあって、人でごった返している。日曜日なだけあって家族連れの姿が目立った。人が多いと女の子が多いわけで、僕のビョーキがナンパ師としてのアップを始めている気がしてならない。死ねばいいのに。

「砕さい月げつ、アンタ、さっきから道行く女の子をチラチラ見てるわね。しかも巨乳ばかり」

「気のせいだよ。それに優沙ちゃんのおっぱいは別に小さくなぐふっ！」

　往おう来らいで脇腹を殴られた。

「ホント、スケベね。そういう風にしか女の子を見れないの？」

「スケベであることは否定しないけど、僕は見た目で女の子を好きになるわけじゃない。顔とかおっぱいとか、そんなもんは添そえ物だよ。僕はね、女の子だというだけでその子を好きになれるんだ」

　ドヤ顔で、どうしようもないことを言いやがる。だが、そこで止まらない。

「そして、ただの好きから一歩進んで大好きなのが優沙ちゃんだ」

「ビョーキ禁止！」

　手で口をおさえられた。もちろん掌底気味にだ。人中を貫く衝撃にビョーキが強制終了させられた。この人中打ち、ビョーキに有効みたいだけど僕のＨＰヒットポイントも大量に削けずられる。

「……すいませんでした」

「な、慣れてきたから気にしてないわ。ほら、ついたわよ」

　プールの前に到着した。僕は無料券を提示して、二人そろって中へと入っていく。更衣室の前で別れ、とっとと着替えをすましてプールに出た。

　日曜というだけあって人の姿はちらほらと見えるが、ごった返すというほどでもない。心が浮き足立ってきたので、アキレス腱けんを伸ばしたり、ストレッチをして心を鎮しずめた。鎮まらなかった。どうしよう？　優沙ちゃんの水着が待ち遠しい。いや、まだ慌あわてる時間じゃない。こういう時こそ紳士然ぜんとした態度でレディーを待つべきじゃないかな？

「お待たせ」

　その声にクルリとターンを決めた。

「結婚してくださいっ！」

「水着を見た瞬間に求婚しないで、スケベ」

　怒りながらも顔が真っ赤だ。

「優沙ちゃん、君が輝いて見える。ありがとうございます。今日、死んでも悔くいはありません。今日の思い出はきちんと墓場まで持っていきます」

「バッカじゃないの？」

　優沙ちゃんの顔がどんどん真っ赤になっていく。かわいい。

　ただね、ちょっと気になる点があるんだ。

　優沙ちゃんは僕の要望通り花柄のビキニだ。うん、そうなんだ。そうなんだけどね。

　大きな問題があるんだよ。スカートタイプなのだ。ヒラヒラしてやがる。ちくしょう、ヒラヒラしてるんだよ。パンツの部分をヒラヒラした布がガードしてるんだよ！

　生まれて初めての経験だ。女の子のヒラヒラファッションが憎いと思ったのは。

　でも、そんなことは言いません。だって、それでも充分優沙ちゃんはかわいいからね。

「で、そのヒラヒラって取れないの？」

「ほんと、バッカじゃないの？」

　素で呆れられた。でも、そんなことは気にせず、僕は暴走を開始するわけです。

「ウォータースライダーがあるよ、優沙ちゃん」

　いきなり密着する気満々じゃないか。スケベに生まれてきてごめんなさい。でも、優沙ちゃんはウォータースライダーに背を向ける。

「ああいうのはメインイベントだから、人類最後の日に取っておきましょう」

「人類最後の日には他にもイベントが……ていうか、もしかして怖いの？」

「べ、別に怖くなんかないわよ。でも、ほら、メインじゃない」

「じゃあ、流れるプールだ。そこでピチャピチャと」

「流れるプールは、流されるプールって意味よ。人の意志とは無関係だからパス」

「僕の甘かん言げんに流されなければいいのであって、プールには流されていこうよ」

「私はプールに流されるようなチョロい女じゃないわ！」

「あ、うん、わかったよ。じゃあ、いいや。なら、あっちの普通のプールで」

「プールってどうして大量の水があるのかしら？」

「意味がわからないよ、優沙ちゃん。水があるからプールなんだよ？」

「ストレッチしましょう」

「うん、そうだね。アキレス腱は伸ばさないと危ないからね。でも、さっきからずっとアキレス腱のストレッチをしてるよね？　もうさすがに大丈夫だと思うよ」

「まだ足りないわ。あと一時間くらいは伸ばさないと」

「アキレス腱がダルンダルンになるよ！　もういいからプールでピチャろうよ！」

　優沙ちゃんが黙り込んでしまう。

「優沙ちゃん、どうしたの？」

「……よ……ない」

「え？」

「私、泳げないの！　水とか超苦手なの！　バカ兄貴にプールに引きずり込まれて溺おぼれかけて、それ以来、ダメなの！　いい歳してカナヅチよ！　笑えばいいじゃない！」

「いや、別に笑わないよ。でも、それならそうと言ってくれれば」

「だって治療だもん！　遊びに来たわけじゃないもん！　ほら、治療よ、治療するの！」

「治療ついでに泳ぎを教えるよ」

「……無理よ」

「そんなことないよ。妹にも泳ぎを教えたことがあるから、そういうのは得意なんだ」

　優沙ちゃんの手を掴んで浅いプールへと向かった。最初はなにやらブツブツ言っていたけど、僕は笑顔のまま強引にプールへと引き込んだ。プールに入ったはいいけど、優沙ちゃんが僕の手を放そうとしない。

「水が怖いの？」

「み、水は凶器よ。人は洗面器一杯分の水でも溺でき死しするって。だから、プールは大量殺戮兵器だってバカ兄貴が言ってた」

　お兄さんの発想は面白いと思うけど、優沙ちゃんをいじめるのはダメだ。

「そんなこと言ったら包ほう丁ちょうだって凶器だし、自動車だってそうだよ。要は使いこなせればいいんじゃないかな？　ちょっと大きいお風呂だと思えばいいんだよ」

「ちょっと大きいお風呂……」

「そうだ、そうやって自分をだますことから始めよう。水に対するマイナスイメージを払しょくするんだ。さあ、僕の言葉に続いて。水は友達。プールなんて大きなお風呂」

「水は友達、プールは大きなお風呂」

「その調子だ、優沙ちゃん。水は友達、プールはお風呂みたいなもの」

「水は友達、プールはお風呂みたいなもの」

「アラブのハーレムにある巨大なお風呂だよ」

「アラブのハーレムにある巨大なお風呂……ハーレム？」

　無意識のうちに僕は変なことを口走ってしまったようだ。

「今、ハーレムって言った？」

「言ってない、言ってないよ、優沙ちゃん。ほら、マインドコントロールを続けよう」

「マインドコントロールって言葉が引っかかるけど、思い込まないとダメだものね」

「そうだよ。思い込みってのはすごく重要なんだ。ほら、水は友達、水は怖くない」

「水は友達、水は怖くない」

「プールは大きなお風呂。近くには砕月だっているから怖くない。溺れたって大丈夫」

「プールは大きなお風呂。近くには砕月だっているから怖くない。溺れたって大丈夫」

「砕月となら一緒にお風呂に入ってもいい」

「砕月となら一緒にお風呂に入ってもいい」

　僕のビョーキがボランチを躱かわしやがった！

「大きなお風呂のハーレムに砕月となら一緒に入ってもいい」

「大きなお風呂のハーレムに砕月となら一緒に入ってもいいって言うと思うの？」

　キッと睨まれた。

「ビョーキ禁止！」

　掌底を人じん中ちゅうに食らい、僕は水しぶきを上げながらプールに倒れた。溺れて死にかけたが、どうにか立ち上がる。でも視線の先では優沙ちゃんがムスッとした顔だった。

「ちょっと気を抜けば、そうやって悪だくみするのね、アンタのビョーキは」

「もうしわけないです」

「こっちはわかってるからいいけど、是ぜが非ひでも治さないとダメね」

「はい、頑張ります」

　悄しょう然ぜんとうつむいた瞬間、視線を感じた。嫌な予感に引っ張られるように僕は振り返る。

　美の女神と目が合ってしまった。

「あ、ゲツ君、みっけ！」

　三角ビキニのですね、タマやんがいるんですよ。でね、笑って手を振りながらこっちに近づいてくるんです。タマって子どもっぽい言動の割に全体的に均整の取れた体の構造をしてるんですよね。しかも肌だって白いし、金髪だし、三角ビキニが似合う程度におっぱいも大きいわけですよ。ええ、はい、優沙ちゃんと一緒の状況で、これは完全に修羅場フラグが立ったな、とは思うんですけどね。なんつーか、紐ひもっていいものですね。

　三角ビキニってさ、構造的に布を紐で止めてるじゃないですか。紐パンじゃないですか。あの結び目をほどきたい衝動が青少年のリビドーをひどくくすぐる。くすぐり過ぎる。

「ドッカーン」

　叫びながらプールに飛び込んできた。水しぶきが上がる。

「ゲツ君、ゲツ君、私もプール来ちゃった☆」

　そうだね、来ちゃったね。でもね、さすがのビョーキもフリーズですよ。

　だって、優沙ちゃんがめっちゃ怖い目で僕を見てるんだもの。
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「砕月、その子、知り合い？」

「はじめまして、ウバタマです。タマって呼んでください☆」

　ニッコリ笑って挨拶だ。いらない出会いだ。

「はじめまして、三みつ渕ぶち優沙です」

　優沙ちゃんも笑顔で挨拶する。でも、目が笑ってない。怖い、怖すぎる。

「ゲツ君がご迷惑をかけてるようで、申し訳ないです」

　タマさん、身内っぽい発言ですよね。なんかさ、ピキリって空気が凍こおる音を聞いた気がするんだ。虫の報しらせがエマージェンシーなんだ。でも、優沙ちゃんは笑顔だよね。

「ご親戚かしら？」

「いいえ、私の仕事をゲツ君に手伝ってもらってるんです。今日もその予定だったんですけど、ゲツ君がどうしてもプールに行きたいって言うから、こうして私も来てみました☆」

　タマさん、勘弁してください。

「た、タマさんは砕月のビョーキのこととか知ってるんですか？」

「ゲツ君が二股してたってことと、部屋に置いてあるエッチな本の傾向なら知ってます」

　マジで勘弁してください。ていうか、エロ本の内容把は握あくとか、マジ勘弁してください。

「ちなみに妹ものと人妻ものが多かったよ☆」

　それはね、それ系のエロ本を莉り子こと香か織おるさんが勝手に置いていくからです。それと、それ系以外のエログッズは全て莉子と香織さんに焼却処分されるからです。

「これは妹的立ち位置である私へのアピールかい？　ゲツ君」

　いつからタマは妹的立ち位置になったのだろう？

「わ、私にもバカ兄貴がいるもん！　妹だもん！」

　優沙ちゃんがテンパってわけのわからないことを言っている。

　ああ、どうにか、この場を収めないと……

「僕はみんなのお兄さん的立ち位置だからね。常にタブーの境界線に立ってるんだ」

　まとまらねぇぞ、おい。しかも、言ってる意味がわかんねぇぞ。

「さあ、二人とも、そろってお兄ちゃんに甘えてごらん」

　腕を広げて抱きとめるポーズまでしてしまう。

　ますますもってまとまらねぇぞ。どうすんだ？　優沙ちゃんもタマも、二人そろって表情が凍ってるぞ。おい、どうすんだよ、これ！　どう収しゅう拾しゅうつけるんだよ！

「妹ハーレムってインセストタブーに触れた反体制的な試みだと思うんだけど、僕はいけると思うんだ。君たちはどう思う？」

　どう思う？　じゃねぇよ！　死ねばいいのに。僕なんて死ねばいいのに。

　優沙ちゃんが正拳突きをするように右手を引いた。そして、笑顔のまま手が伸びる。

「ビョーキ禁止っ！」

　やっぱり掌底が人中を打ちぬいた。再び溺れて死にかけつつ、どうにか立ち上がる。でも、僕が奇跡の生せい還かんを果たしても、目の前の状況はこれっぽっちも好転していない。

「あの、優沙ちゃん……」

「なに？」

　声が刺とげ々とげしい。

「ちょっと、タマさんとお話をしたいので、席を外してもいいでしょうか？」

　優沙ちゃんはため息を吐いた。なにやら表情に諦てい観かんの色が混じっている。

「……早く戻ってきなさいよ」

「わかりました」

　と言ってタマの手を引っ掴み、プールを出て、プールサイドにある休憩所に向かった。

　テキトーなスペースを見つけて、ニコニコ笑っているタマを立たせる。

「タマ、言ったよね、今日はプライベートタイムだって」

「うん、言ってたね。でも、私も私の好きにするって言っといたし、プールに来ちゃダメってゲツ君、言わなかったよ」

「言わなかったかもしれないけどさ……」

「それに二股してた子とプールでデートなんて、タマさん、やっぱり感心しないな。ゲツ君はゲスで外道かもしれないけど、そのうえ、同じ過ちを繰り返すバカなの？　自分でも言ってたじゃん。もうゲスなことはしないって」

　今日のタマは当たりがきつい気がする。

「これは僕のビョーキの治療だよ。さっきのアホな発言からわかるように、僕は暴走して女の子を口説いちゃうんだ。タマだって何度も僕に好きだって言われただろ？」

「うん、嘘だったの？」

「嘘じゃないさ。僕はいつだって本気さ。でもね、やっぱり、誰彼かまわずそういうことを言うのはいけないことなんで、優沙ちゃんと一緒に治療をしようって話になってね。ていうか、あの時、公園で聞いてたから知ってるだろ？」

「プールで治療って言うけど、具体的な治療のプランは？　ていうか効果があるの？　あるいは、それを見越せる根拠があるの？　費用対効果は？　時間対効果は？」

「いえ、その、なんつーか、その場のノリっていうか……」

「だったら治療じゃないじゃん。嘘じゃん。だましてるじゃん、あの子のこと」

「いや、えっと、その……」

「だましてるよね？」

　僕は膝から崩れ落ちた。笑顔のままストレートにきついことを言うタマには勝てない。だって、彼女は獲物を追い詰めるナチュラルボーンハンターだから。あと紐パンだから。

「はい。そうです、僕は優沙ちゃんをだましました」

「本心は？」

「ち、治療にかこつけて優沙ちゃんの水着姿が超見たかったんです」

「水着姿、超見たかったんだ？　どうだった？」

「綺麗でかわいかったです。タマの水着姿込みで今日の思い出は墓場まで持っていきます」

「そう、だったら、さっさと切り上げて私の仕事、手伝ってくれてもいいよね？」

「もう少しだけ時間をいただけませんか？　まだなんらかの水着イベントが発生する可能性がある気がするんです。ほら、タマの三角ビキニの紐がほどけて大変に！　みたいなさ」

　僕はなにを言っているのだろう？

「あ、この結び目の部分、きちんと縫われてるからほどけても大丈夫だよ」

　思考がフリーズした。え？　うそ？

「ゲツ君、世界が終わったみたいな顔してるけど、どうしたの？」

「む、結び目詐さ欺ぎだ。そんな……僕はこれからなにを信じて生きていけばいいんだ？」

「そんなことは知らないけど、ちょっとだけ待ってあげるから。やるべきことはしっかりしようね」

　僕はトボトボとした足取りでタマの元から離れ、優沙ちゃんの待つプールへと向かう。

　さて、どうしようか？　勢いに負けてタマの言い分を飲んだみたいな感じになってるけど、優沙ちゃんとの約束は約束なんだし、ここでさっさと切り上げようぜ、なんて言ったら、絶対にタマとの仲を勘かん繰ぐられる。たぶん、すでに勘繰られてる。誤解なのに……

　沈んだ気分のまま優沙ちゃんと泳ぎの練習をしていたプールについたが、優沙ちゃんの姿が見えない。おかしいな、と思って辺りを見回したら、金髪野郎が優沙ちゃんの手を引いていた。くそ、ナンパか？

「優沙ちゃん、どうしたの？　大丈夫？」

　笑顔で話しかけたら、優沙ちゃんが泣きそうな顔で男の手を振りほどき、僕の背後へと回った。小刻みに震えている。

「僕の連れがなにかしましたか？」

「優沙、お前はこいつにだまされてるんだ！」

　金髪野郎は僕を睨みながら叫ぶ。ああ、この人、ネジが飛んでる系？　そういえば、どっかで見たことあるな……

「お前にも見せただろ！　こいつは他の女とも付き合ってるし、メールに書いてあることも本当だ！」

　あ、この人が世に言う善意の第三者ですか？　優沙ちゃんと静流しずる先輩に写真を見せて、更には僕の中傷メールを世の中に流る布ふしている犯人ですか？

　ありがとう、君のおかげで僕の二股から二人の女の子が救われました。でも、中傷メールは完全に名めい誉よ棄き損そんなので、その点は許す気ございません。

「えっと、一つ確認したいことがあるんですけど……」

「優沙、こ、こいつは本当に外道なんだぞ、どうして俺の言うことがわからないんだ！　俺はお前を救いたいんだ！」

　話を聞けよ、この野郎。でも、ダメ。怒らない。なぜなら、僕が外道であって優沙ちゃんが被害者だということは事実だからだ。彼が優沙ちゃんを救いたいと思う気き概がいはおおむね正しい。優沙ちゃんが彼を選ぶのなら、僕は大人しく身を引くだろう。来る者拒こばまず、去る者追わずが鼻毛野郎の信しん条じょうだ。でも、優沙ちゃん、完全に怯おびえてるんだよね。

「妊にん婦ぷを蹴ったとかロリコンだとか、そういうメールを作ったのはアナタですか？」

「ひっ！　じ、事実だろうが！」

　ああ、犯人はやっぱりこいつか……

「事実じゃないですよ。僕は女の子には絶対に暴力を振るわないし、ロリコンでもないし、君がやっているように女の子を怯えさせたりもしない。僕は君の言う通り外道かもしれないけど、外道は外道なりのプライドってものがある。そこは、認識を改めてほしいな」

「う、うるせぇっ！」

「優沙ちゃんが驚くから大きな声を出さないでほしいな」

「なんなんだよ、てめぇはぁ！　いつも、いつもよぉ！」

　手を取り合ったり抱きしめるより殴ったほうが手っ取り早いし、バカは死んでも治らない。でも、それはあまりにも野や蛮ばんなものの考え方だ。こいつは確かにムカつくけれど、優沙ちゃんに怖い思いはさせたくない。無視して逃げよう。それしかない。

「優沙ちゃん、行こう」

「ま、待てよ！」

　バカが僕の左手を掴んだ。めんどうだけど穏おん便びんに話し合ってこの場をしのごう。

「あ！　てめぇ、望もち月づき！」

　その声に後ろを振り返る。遠くでヤンキーの人がこちらを指さしていた。数は三人。あ、あの人たちはちょっと前にゲームセンターで中学生からカツアゲをしていた連中だ。

「おい、俺を無視するな」

　とか言ってくる金髪野郎の手をふりほどき、左手で金髪野郎の左手首を握る。

「話し合ってる時間がないんだよ！」

　腕を引いた瞬間、右ハイキックを延えん髄ずいに決めた。ガード不能の喧嘩殺法ハイキックである。そのまま手を放して右ミドルキックでプールに金髪を蹴り落とす。

　よし、邪魔者は一人排はい除じょした。これで逃げ道は確保！

　僕は優沙ちゃんと入れ違うように、歩み寄ってくる三人のヤンキーへと体を向ける。

「優沙ちゃん、逃げて。外で落ち合おう」

「え？」

「ダッシュで逃げて！　そして振り向かないで！」

　優沙ちゃんは困こん惑わくしながらも、駆け去っていく。これで最悪の状況は回かい避ひできそうだ。

「てめぇ、今度は逃がさねぇぞ、望月」

　赤毛を筆ひっ頭とうに茶髪とメッシュも僕を睨んでいる。

　一人だったらさっさと逃げてるんだけど、優沙ちゃんが逃げる時間だけは稼がないとな。

「いやいや、この前はどうも。アハハハハ」

　笑顔で話しかけてみたが、三人は思い切り僕を睨んでくる。怖いなぁ。

「なにが面白いんだよ、望月」

「いえ、その、前にアナタがたに言った暴言の数々は僕が悪かったです。すいません」

　ペコリと頭を下げたら、赤毛はペッと唾つばを吐き捨てた。

「今さら謝っても遅ぇんだよ。超つぶす」

　こうなったら一人の男の子として戦うだけだ。僕は膝をついて、地面に両手をついた。

「すいませんでした！」

　ＤＯＧＥＺＡ外交である。僕は人間のクズなので、いつ何なん時どき、いかなる場面においても心のこもっていない土下座ができる。

「お前、プライドねぇのかよ？」

　男のプライド？　羞しゅう恥ち心しん？　そんなもの、ゲスは最初から持ち合わせておりません。

　けど、頭を踏まれるのは、ちょっときついかな。

　ぐりぐりと、おでこが地面に突きつけられる。でも、ここは笑顔で我慢だ。さすがに人目の多い場所で連中も僕をボコったりはしないはずだ。彼らの気がすめば、誰も痛い思いをしないですむ。ラブ＆ピースの精神は大切だ。世界に愛は満ちていて、僕は愛の伝道師だと自分に言い聞かせよう。それに、僕だって彼らに暴言を吐いたんだから、僕にもほんの少しだけ悪いところがある。だから、これでいいのだ。

「砕月……」

　その声に思わず頭を上げて振り返ってしまった。勢いがよかったためか、僕の頭を踏みつけていた赤毛がよろける。優沙ちゃん、振り返っちゃダメって言ったのに……

　ああ、呆れてらっしゃる。そうだよね、格好悪いよね。さすがに見られたくはなかった。

「行きましょう」

　優沙ちゃんが僕の手を引く。だが、ヤンキー三人が優沙ちゃんと僕を逃がすわけがない。

「おいおい、こんなカスと一緒にいるより、俺たちと遊ぼうぜ」

「超イケてんじゃん」

「この女、連れてこうぜ」

　三人の注意が僕から優沙ちゃんへと向く。だから逃げろって言ったのに……

「悪いけど、アンタたちに用はないの。このバカ、連れてくから邪魔しないで」

「こんな土下座バカのどこがいいんだよ？　クズだぜ、こいつ」

　赤毛の嘲ちょう笑しょうに、優沙ちゃんの目がキッと鋭くなった。

「そうね、砕月はクズね。でも、砕月をクズって言っていいのは、こいつのクズじゃない部分を知ってる人間だけよ。それに、砕月はアンタらみたいに寄ってたかって誰かを囲むクズじゃないわ」

　ツンバリアー展開中なら、こうやって啖たん呵かの一つも切れるんだけど、僕の腕を握る手がかすかに震えている。

「行きましょう、砕月」

　僕の手を引いて行こうとするけど、バカ三人が優沙ちゃんの前からどかない。

「おい、望月、てめぇ、失うせろ」

　赤毛猿の言葉に、ため息が出てきた。

「しかたがないか。優沙ちゃん、手、放して。逃げるから」

「え？」

「ギャハハハ、こいつマジ最低じゃん」

「超クズじゃね？」

「だから、俺たちのほうがいいって言ったんだよ」

　三人がバカ笑い。優沙ちゃんは信じられないものでも見る目で僕を見ていた。

　ごめんね、優沙ちゃん、でも、こうやって脱力させないと三人相手はきついんだ。

　優沙ちゃんは僕の手を放してくれなかったので、優沙ちゃんの体をこちらに引いた。その勢いのまま優沙ちゃんを紳士的に抱きとめてからクルリとターンを決め、優沙ちゃんと入れ違うように三人の前に立つ。

　連中にとって僕の動きは予想外だったのだろう。

　真ん中の茶髪の鳩尾みぞおちに前蹴り。右足のつま先が綺麗にめり込む感触。一いち撃げき必ひつ倒とうの感触。笑い声がうめき声に変わる前に足を引きつつ軸じく足あしを替え、跳はねるように左足を振り回した。右にいた赤毛の脇腹に左足をめり込ませる。相手の体がくの字に曲がったが、ちょっと勢いが足りない。左足が地面についた瞬間、もう一度左ミドルキックを赤毛に入れる。よろけた赤毛猿はプールに落ちて、水しぶきが上がった。

　そして最後はメッシュ頭だ。

　僕の電撃奇襲に即そく応おうできず、目をパチクリしている。よし、部位を狙う余裕もある。

　顎あご先さきを右足で蹴りぬいた。メッシュ頭がストンと膝から崩れ落ちる。

　僕は再び優沙ちゃんの手を掴んだ。

「さ、二人で逃げよう」

「え、はい」

　さっさと逃げなきゃ監視員の人とかやってくるのだ。


★



　プールから逃げ出した僕らは、その足で駅前まで戻り、近くにあったファミリーレストランに入った。昼時より少し早めだったので、日曜日でもすぐに席に通してもらえる。

「いやぁ、いろいろと大変だったよね。お詫わびってわけじゃないけど、ごはんは奢おごるよ」

「ううん、大丈夫」

　ふるふると幼おさな子ごのように首を横に振る。プールを出てから優沙ちゃんが借りてきた猫のように大人しい。

「怖がらせてごめんね。でも、僕は女の子には絶対暴力を振るったりはしないし……」

「それくらいわかってるわよ。いきなり、どうしたの？」

「いや、なんか優沙ちゃんが大人しいっていうか……」

　優沙ちゃんはなにも言わずにチラリと僕を見てから視線をそらした。さっきから、まともに人の顔を見てくれないのだ。たいがいの女の子って暴力沙汰を極端に嫌う。それを知ってるから僕だって穏便に済ませたかったんだ。

「……暴力振るうような奴はやっぱり嫌いかな？」

「別にアンタのことは元から嫌いだけど、なんていうか、その……」

　もじもじしている。トイレかな？

「少しだけ、格好良かったっていうかさ。だって、アンタ、強いのに土下座とかするし、どうしてなんだろうって思ったんだけど、よく考えれば、砕月って結局、誰に対しても優しいんだなって」

「優しい奴は人を蹴ったりしないよ」

「それは私がいたからでしょ？　土下座だって、普通、できないと思う。それに、ゲームセンターでからまれてた中学生を助けてたし」

「見てたの？」

　優沙ちゃんはコクリとうなずく。

「砕月って確かにビョーキのせいで、嘘ついたりするかもしれないけど、根っこはすごく優しくて、いい人なんだなって思ったの。だから、一緒に治そうよ、そのビョーキ」

　真しん摯しな瞳で射い抜ぬかれる。こういう純粋な視線からは、僕のような不純な人間は目をそらしたくなってしまう。

「私もいろいろと調べたんだけど、そういうビョーキって、やっぱり原因があると思うの。砕月には心当たりとかないの？」

　ないわけではない。僕の心のソムリエール千ち夏なつの見立てでは僕の過去のことがトラウマになっているとか言っていた。個人的には、その見解には疑問がある。

　だって、僕にとっちゃあ、自分の過去なんざ完全にどうでもいいことなのだ。傷つかなかったと言えば嘘になるかもしれないけど、過ぎたことを気にしてもしかたがない。過去はどんなにあがいたって変えられないんだし、僕は未来を向いて生きていきたい。

　それに、この話をすると、空気がメチャクチャ重くなる。僕は笑い話程度のノリで話すのだけれど、まったくウケないのだ。実際、千夏、宗そう助すけ、静流先輩に話した時はウケなかった。女の子に対しては常にエンターテイナーでありたい僕としては、嘘でもいいからオチの一つでもつけて笑いに持っていける方法が見つからない限り話したくはない。

　でも、これだけ真剣に僕のビョーキを治そうとしてくれている優沙ちゃんに、この話をしないのは、それはそれで失礼な気がする。

「心当たりはあるよ。でも、今はまだ言えないかな」

「私には言えないってこと？」

「そういうわけじゃないよ。話すにしてもいろいろと準備みたいなものが必要なんだ」

　オチをつけなきゃいけない。でも、あの話、どうやって笑いに持っていこう？

「でも、いつか必ず話すよ。そうだな、優沙ちゃんが泳げるようになったら話そうかな」

　優沙ちゃんがムスッと唇をすぼめた。

「……本当に泳げるようになったら話してくれるの？」

「約束するよ。僕は嘘をつくけど約束は破らない。大好きな子との約束は絶対にね」

　優沙ちゃんは怒ったように顔を赤くする。

「……じゃあ、来週の日曜日もプールよ。絶対に泳げるようになって話してもらうからね」

　それまでに爆笑できるオチをつけとかなきゃいけない。割とハードル高いな……

　などと思っていたら、不意に誰かの視線を感じた。背後を振り向いたが、誰も僕を見ていない。うーん、最近、よく誰かに見られてる感じがするんだけど気のせいかな？

「いきなり後ろ振り向いて、どうかしたの？」

「いや、えっと、あ！　そういえばさ、あの金髪野郎、また優沙ちゃんにからんできてるの？」

　優沙ちゃんの表情が曇る。

「……アンタの二股とかあのストーカーが私に教えに来たのよ」

　僕としては苦笑いで誤魔化すことしかできないけど、すぐに表情を引き締めた。

「優沙ちゃん、またストーキングされてるの？」

「前みたいにつきまとわれたりはしてないけど……」

　優沙ちゃんの表情が嫌悪感に歪ゆがんだ。思い出したくないことらしい。

　あのストーカー野郎、以前は優沙ちゃんに対して執しつ拗ようにつきまとい、家のゴミを漁あさったり無言電話やメール攻撃を日常的に行っていた。それだけじゃなくて優沙ちゃんに近づく男子も攻撃の対象になっていた。そのせいで、優沙ちゃんは追い込まれてしまい、精神的にギリギリだった。そこを僕が偶然通りかかりストーカーを蹴とばしたのだ。

　そこから僕は優沙ちゃんと知り合いになり、会う度に「好きだ」とか「かわいい」とか言っていたんだけど、そしたら僕までストーカー野郎の攻撃対象になってしまったのだ。

「あのさ、アンタがアイツのこと追っ払ってくれたんでしょ？」

「え？　いや、まあ、追っ払ったっていうか、個人的な私し怨えんというか……」

「アイツ、アンタのこと本気で怖がってるみたいだったけど、どんなことしたの？」

「え？　いや、ただ普通に話し合っただけだよ」

　言葉を使わない肉体言語による話し合いの結果、優沙ちゃんには二度と近づかないと約束させた。それで、ストーカー被害もなくなったので、全ては過去のことだと完全に忘れていたわけだ。さっき見たけど顔はうろ覚えだし、今も金髪って記号でしか覚えていない。

「もし、またあのバカ野郎がなにか言ってきたら言ってよ。また話し合うから」

「今のところ、二股の写真の時と今回の二回だけ。アイツ、砕月のこと本気で怖がってるし、たぶん、もう来ないと思うから大丈夫よ」

　優沙ちゃんは、こうやってすぐに強がる。ツンとすまして負けん気の強そうな女の子に思われがちだけど、本当は人一倍臆おく病びょうで繊せん細さいな女の子だ。ツンバリアー張って強がるのも、それを隠すための仮面だと僕は思っている。だからこそ心配なのだ。

「もし、またからんでくるようなら一人で抱えないで相談してね」

「大丈夫よ。それに、もうアンタに助けてもらう義理だってないでしょ？」

「義理なんて必要ないよ。だって僕は優沙ちゃんを守るために生まれてきたんだから」

　優沙ちゃんが顔を真っ赤にしてフリーズする。僕は自分のセリフの寒さにフリーズする。そんな二人の前に料理が運ばれてきた。優沙ちゃんはスパゲッティカルボナーラで、僕はハンバーグセットだ。さきほどのセリフはお互いに無かったことにした。

　そのまま雑談混じりに食事を始める。基本的に僕は聞き役に徹てっすることがほとんどだ。ちなみに優沙ちゃんの音楽の好みとか、好きなマンガとか好きな映画やドラマは全てチェックしてある。なので、優沙ちゃんが気持ちよく話せる程度には相あい槌づちが打てた。

　そうやって和わ気き藹あい々あいとしていたら、再び視線を感じた。チラリと辺りを見回す。

　女の子と目が合った。

　彼女はガラスの向こう側から店内の僕たちを凝視している。色んな負の感情が乗った視線だった。僕は言葉を失ってしまった。

　静流先輩……

　雰囲気が随ずい分ぶんと変わっている。無表情だけど光の無い目だけはやけに力強く、まばたき一つせずに僕を見つめている。世に言うヤンデレっていうか、黒いオーラが見えるような気がしてならない。不意に僕の携帯電話が鳴った。ビクッとすくみながらも携帯電話を取り出す。メールを受信したようだ。発信者は静流先輩。

「砕月、どうしたの？」

「え、あ、うん。ごめん、ちょっとメール見ていい？」

　届いたメールを表示する。

『プールでも楽しそうでしたね』

　恐怖のあまり叫びそうになった。勢いよく顔を上げたら、既に静流先輩の姿はなかった。

「どうしたの？　顔色悪いわよ。ていうか、誰からメール？」

「あ、うん、ほら、えっと、メールは宗助からでさ。ちょっと、宗助が怒っててね」

　笑って誤魔化す。

「喧嘩でもしたの？」

「いや、すれ違いというか、あ、アハハハハハ」

　笑っていよう。笑っていれば、きっといい方向に事態が転がる。再び携帯電話が鳴った。

『私はずっと見てますよ』

　転がらなかった。むしろ、事態は悪化した。

　神様、僕の好きな人が僕のせいでヤンデレになったようです。

　そんなテンパった僕を見て、具合が悪くなったと優沙ちゃんは思ったのだろう。ファミレスを出たところで優沙ちゃんが「帰ろう」と言い出した。僕としては、せっかくのデートだから、もう少し一緒にいようと言ったのだが「無理はしない」と諭さとされた。

「じゃあ、また次の日曜にプール来ようよ。泳ぎ教えるからさ」

「いいわよ。今日と同じ時間でいい？」

　次の約束もしっかりしてから帰宅した。

　それで家に帰ってきてみれば、タマが僕のベッドの上で腕組みをしながら座っていたのだ。置いて帰ったことをご立りっ腹ぷくのようで、ムスッとした顔で僕を睨んでくる。

「待ってるって言ったのに、まさか置いていかれるなんて思わなかったよ」

　僕はタマの前で正座し、心の底からの謝意を表すために土下座した。

「すいませんでした！」

「ゲツ君の土下座なんて私には効かないよ」

　そうだよね、自分でも思うけど最近の僕は土下座セール中だ。やっすい土下座なのだ。

　それでも謝っていたのだが、不意に莉子がノックもせずに部屋の扉を開けた。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

　タマの姿は消えているが、僕は絶賛土下座中である。

「ど、土下座健康法って言うんだ。この体勢だと血行が良くなるんだってさ」

「お兄ちゃん、最近変だよ？　疲れてるの？」

　ポンと僕の背中をさすってくれる莉子は優しい女の子です。

「きっと、あの悪霊のせいだね。そこっ！」

　莉子がお札をタマめがけて飛ばす。タマはとっさにそれを跳とんで躱かわし、お札は手しゅ裏り剣けんのように壁に突き刺さっていた。なんか、僕の妹の身体能力が変な方向に磨みがかれている。

「やっぱりなにか良くないものがお兄ちゃんに憑ついてるよ。感じるの。祓はらわないとダメ！」

　我が妹ながらハイエンドな発言だ。

「き、気のせいだよ。だいたい祓うって……」

　土下座から体を起こしたところで莉子に押し倒された。え？　どうして妹に押し倒されてるの？　あれ？　莉子が頬を赤らめて僕を見下ろしているんだけど、なんだ、この流れは。

「だいじょぶ、だいじょぶ、お兄ちゃんは莉子を信じてくれてればいいんだよ。天井の染みを数えてる間に除じょ霊れいは終わるから」

「ちょ、ちょっと不穏なフレーズが聞こえたんだけど……」

「さ、服を脱ぎ脱ぎしようか、お兄ちゃん」

　そう言ってシャツのボタンを外していく。

「え？　いや、待つんだ、莉子。どうして服を……」

　さすがに莉子の手を握って止める。違う。こんなの絶対除霊じゃない。

「り、莉子ちゃん？　必死過ぎて、お兄ちゃん、ちょっと怖いなぁ……」

「ただの除霊だから！　なにも怖くないから！」

「いや、そもそも除霊なんてしなくてもね……」

「じゃあ、チュウしてよ！」

　意味がわからない。だが、こういう時こそ僕のビョーキだ。
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「莉子、ごめんね、気づいてあげられなくて」

　そう言って掴んでいた莉子の手を引き寄せ、抱きしめた。

「莉子は僕のことが心配だったんだね。ありがとう」

　チュッとおでこにキスをする。僕のビョーキは外道だけど、最後の一線を超えようとはしない。たぶん「初体験は３Ｐ以上」を本気で実じっ践せんするつもりなんだと思う。

「お兄ちゃんはいつまで経っても莉子を子ども扱あつかいだね」

　不満げにつぶやきながらもギュッと胸に顔をうずめていた。僕も手慣れたもので、そんな莉子の頭を撫でたりしつつ抱きしめている。

　時々、莉子は甘えたい願望を患わずらわせて暴走することがある。最近は思春期を迎えたこともあり、頻度を増していた。まあ、こうやって抱きしめて頭を撫でていれば、そのうち満足するので、今のところは兄妹関係の破たんは免まぬがれている。

　さてと、冷めた顔でイカレた兄妹を見下ろすタマに対して僕はどんな言い訳を並べたらいいのだろう？　まあ、とりあえずは土下座かな。いや、それより……

「……砕月さん、やっぱり若い子のほうがいいの？」

　家政婦のように僕の部屋を覗き見る香織さんに対して、言い訳を並べるほうが先だった。

　それから家庭崩壊の危機を軽かろやかな弁べん舌ぜつで躱し、タマに対しては土下座交渉を続けながら巨大アミューズメントパークに連れていく約束をすることで今回のことは許してもらった。そういう小さな戦場を超えたが、僕の戦いくさはまだ続いている。

　もちろん、静流先輩だ。

　あんな風にザ・ヤンデレになってしまった静流先輩を放置しておくわけにはいかない。そもそも、僕が静流先輩を傷つけさえしなければ、こんなことにはならなかったのだ。

　別れるにしろ、千夏の言ったように感情の整理をつけさせる必要がある。

　でも、一つだけ引っかかることがあった。

　ここ最近、僕が感じていた視線の正体ってもしかして静流先輩なのではないだろうか？

　だとしたら、僕が優沙ちゃんやタマと仲良くしていたことも知ってる可能性が高い。

　……考えないようにしよう。

　いくら静流先輩でも出会い頭に僕を包丁で刺したりはしないはずだ。むしろ、そうさせないためにも、きちんと話をしなければならない。

　というわけで僕は久しぶりに静流先輩にメールを打った。内容を要約すれば「話がしたい」というものである。しばらくしてから返信があった。明日の放課後に会ってくれるらしい。メールの文面からはヤンデレの雰囲気を感じることはできなかった。

　本当に刺されないよね？　明日がちょっとだけ心配です。
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　静流しずる先輩との約束を前に胃の痛くなる思いだったが、とうとう約束の時間が近づいてきた。教室で帰り支じ度たくをしている僕の耳元で姿を消してるタマが囁いてくる。

「バグ探しは？」

　僕は教室を出て、人目を気にしながら口を開く。

「ごめん、今日も私的な約束があるんだ。だから、一人にしてほしい」

「また女の子？」

　ジト目で睨まれた。

「いや、ほら、僕が二股をしてただろ？　それで、もう一人の被害者とお話をしなくちゃいけないんだよ。だから、タマは席を外してほしいんだ」

「むぅ、もう知らない！」

　タマは廊下の窓から空へと駆け上がるように消えていった。機嫌が悪くなったようだけど、今後のフォローでどうにでもなる。たぶん。

　タマと別れた僕は、その足で待ち合わせ場所になっている公園へと向かった。

　学校からやや離れた場所にある公園で、神社のすぐ近くにあった。これから起きる修羅場から生せい還かんできるよう神様にお願いをしてからベンチに座って待つ。

　約束の時間は七時なので、三時間くらい時間があるわけだけど、さて、僕はなにをしようか？　そうだな、静流先輩との出会いから今に至るまでを復習しておくか……




　僕と静流先輩の出会いは、高校入学と同時に新生活が始まった頃までさかのぼる。

　僕らの学校は必ず委員会に所属しなければならず、僕は図書委員への配属が決まった。その図書委員会の初顔合わせの時、僕は静流先輩に出会ったのだ。

　一目でハートを射抜かれたと言っても過か言ごんではない。

　それほど静流先輩は綺麗だった。綺麗な長い黒髪で、切れ長な二重まぶた。いつもはニコニコと穏やかな表情を浮かべているけど、黙っていると鋭い美しさを放つ。しかも巨乳だ。僕は女の子ならば、どんな子だって好きになるけど、容姿に対する好みがないわけではない。ちなみに、静流先輩は僕のどストライクだった。

　その上、性格もいい。いつもニコニコ笑っていて明るいけど、うるさくはない。誰に対しても丁寧な振る舞いだから人望がある。その上、成績優秀で、スポーツも適度にこなす。

　そりゃ、僕だって仲良くなりたかったけど、ビョーキが発症しない僕は人見知りな部分が多く、自分から率そっ先せんして話しかけられない。かと言って、近くにいるとビョーキが暴走してしまうかもしれない。そのジレンマによって、僕にしては珍しく最初の頃は距離を取っていた。というのも、静流先輩のほうでも、僕を避さけている感があったのだ。

　委員会の時とか校内ですれ違う時とか目は合うんだけど、さり気なくスルーされる。でも、よく遭遇する。目が合う。なのに話しかけてこない。僕もビョーキが怖いから、近づかない。そうやって、すれ違う日々が続いていた。

　そんな平和な日常の中で、僕のビョーキがまたやらかしたのだ。

　図書委員の仕事には書しょ架かにある本の在庫を確認する棚たな卸おろしがある。その棚卸をしている時、偶然、静流先輩と背中合わせの棚を数えることになったのだ。

「望もち月づき君に謝らないといけないことがあります」

　いきなりそんなことを言われたので、僕はすぐに言葉を返せなかった。

「望月君は委員会の仕事も熱心にやってくれているのに、私、いろいろと誤解していたことがあって……」

　熱心だったのは、静流先輩がいたからだけど、それは言わない。

「最初、私、望月君のこと不良な人だとばかり思ってたんです」

「え？　不良ってどうしてですか？」

　僕の見た目は大人しい。髪の毛だっていじってないし、制服だってやぼったくない程度にきちんと着ている。ただでさえ評判が悪いのだから、せめて爽やかな好青年に見えるよう頑張っていたのだ。不良だと思われていたのは意外だった。

「いえ、その、以前、駅前で望月君が喧嘩をしているところを見たことがあって」

　おそらく望月狩りだ。

「怖がらせたのなら、すいません」

「やっぱり望月君だったんですね」

「いや、その、たいがいは逃げるんですけど、どうしても逃げられない時はしかたがなく……だから、不良っていうより、むしろ不良の被害者ですよ」

「怖くないんですか？」

「なにも殺されるわけじゃないですし、ああいうのは慣れですから」

「すごいですね。私だったら、きっと怖くて動けなくなると思います」

「その時は僕が先輩を守りますよ。ていうか、ずっと守りたいくらいです」

　さり気なくビョーキが発症しやがった。しかも、微笑みながら先輩のほうへと顔を向ける。先輩は僕の言った言葉の意味を咀そ嚼しゃくするように凝ぎょう然ぜんと固まっている。予想外なことに、ビョーキの言葉は攻撃力があったらしい。

「じょ、冗談はあまり好きじゃありません」

　言葉尻がしぼむように小さくなってしまった。顔も赤い。かわいい。

「冗談でこんなことは言いません。だから、困ったら僕を呼んでください。すぐに駆けつけますから。それとも迷惑ですか？　迷惑なら諦めますけど」

「いえ、その……」

　しどろもどろとしている。かわいい。でも、ダメだ。ブレーキを踏め。踏むんだ！

「えっと、その、あの……」

「静流先輩はかわいいな」

　微笑んだら、先輩の顔が耳まで真っ赤になっていた。ちくしょう、かわいいな。でも、ダメだ。これ以上はダメだ。ブレーキを踏め！　踏み抜くくらい踏め！
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　だが、いつだって僕の心の叫びは届かない。

　僕は顔を真っ赤にしている先輩をジッと見つめながら距離を詰める。先輩は逃げる様子もない。そのまま動かなくなった先輩を本棚と体で挟はさむようにした。僕は本棚に手をついて、間ま近ぢかの先輩を見下ろす。近くで見る先輩は、上うわ目め遣づかいのせいもあってか、破壊力のあるかわいさだ。先輩は相変わらず顔を真っ赤にしてテンパっているけど、その目に恐怖の色は見受けられない。しかも、僕のビョーキは、このまま強引にキスまで持っていくつもりなのか顎先を手で掴みやがった。

　ダメだ。そんなことは、この僕が許さない！

「……冗談ですよ」

　そのセリフに僕も内心でホッと安あん堵どの息を吐いた。先輩も気を抜いたようだ。

　次の瞬間、僕は先輩にキスした。

　静流先輩の動きは止まり、僕の思考も停止した。

　再起動。

　うおぉぉぉぉぉぉい！　僕はなにをやってるんだねぇぇぇ！　展開が急過ぎるんだよ！　全然追いつけねぇよ！　エッチ系少女コミックに出てくる肉食系男子だって、もう少しロジカルに動くぞ。なにをしてるんだ、僕は！　死んで償つぐなえぇぇぇぇ！

　唇を離した瞬間、静流先輩が目を見開いて僕を見ていた。意識が宇宙辺りに飛んでいる。

「キスから始まる恋があってもいいと思いませんか？」

　なに、甘ったるいイケメンボイス発してんの？　もうやめて！　僕のメンタルポイントはすでにマイナスだよ！

「初めて見た時から好きだったんです」

　もう一度、静流先輩の顎先を掴む。

「嫌なら拒絶してください」

「あっ……」

　またチュウしやがった。レイプ犯だ。レイプ目のレイプ犯だ！　ぼ、僕の中に悪魔がいる！　淫いん奔ぽんの悪魔アザゼルさんがいるんだ！　マジで勘弁してくださいアザゼルさん、パンデモニウムにゴーホーム！　でも、アザゼルさんは帰ってくれませんでした。

　強引に唇を奪ったゲス野郎は、そのままなし崩し的に静流先輩とつき合うことになったのです。ええ、僕も死んだほうがいいと思います。




　ベンチに座りながら頭を抱えた。なに？　このオラオラ営業的な展開は？　自分のことだけど、ひどすぎる。もしかして、僕のビョーキって流されやすい女の子をピンポイントで狙い撃ちしてるんじゃないか？　あ、なんか死にたくなってきた。

　一人静かに鬱屈としたものに襲われていたら、ガラガラと台車のような音が聞こえてきた。その音のほうへ視線を向ける。

　静流先輩が死体でも入りそうなスーツケースを持って公園に入ってきたのだ。

　……え？　殺されるの？　殺されて運ばれちゃうの？

　こんなことならテキトーな雑誌をお腹に仕込んで雑誌ガードを装備しておけば良かった。まあ、でも刺されたってしかたがないことしちゃってるし、ここは大人しく全てを受け入れて笑おう。いや、やめとこう。ここで笑っていたら、それこそ最低じゃないか。

　でも、こっちに近づいてくる静流先輩は満面の笑みだ。ヤンデレオーラが一いっ切さいない。

「砕さい月げつ君、お待たせいたしました」

「いえ、僕も今来たところです」

　静流先輩はニコニコ笑いながら僕の隣に座った。近くで見ると痛感するけど、やっぱり静流先輩は綺麗だ。

「それでお話ってなんでしょうか？」

「いや、その、昨日……」

「プール楽しそうでしたね」

　笑顔で言われた。逆に怖い。

「あ、いいんですよ。砕月君がビョーキだって知ってるので、ああいうのはしかたがないことなんだなって思ってますから」

「え？」

「砕月君の幼馴染みを名乗る人にビョーキの話は聞いてます」

　隙すき一つない笑顔だ。やっぱり逆に怖い。

「一つだけ確認したいことがあるんですけど、砕月君が私を好きだと言っていたのは本心ですか？　それとも嘘だったんですか？」

「嘘じゃありません。本心です」

　素の言葉だ。

「それを聞けて安心しました」

　ニコリと微笑んでから、静流先輩はスーツケースの中からペットボトルのジュースを二つ取り出した。静流先輩が両方ともキャップを外して、片方を僕に手渡してくる。

「長い話になると思うので飲み物でも飲みながらしましょう」

　普通のスポーツ飲料だ。緊張のあまり口の中が乾いてしかたがないので、一気に半分近くまで飲み干した。よし、口火を切る準備は完了だ。

「それで話なんですけど……」

「この公園って学校が終わってから、よく一緒に来ましたよね？」

「え、そうですね」

「砕月君がひと気のない公園が好きって言うから、私が紹介したんですよ」

　などと静流先輩が笑顔のまま二人の思い出を語り始める。僕は相あい槌づちを打ちながら過去の記憶に思いを馳はせた。静流先輩と図書館で勉強したり、静流先輩が親と喧嘩したので一緒に家出をしたり、色んな悩みを聞いて静流先輩を受け入れるとか言ってみたり……

　僕らには色んな思い出があるわけだが、その全てを僕はぶっ壊してしまったことになる。そうやって反省しているのに、なぜだかアクビが出そうになる。あれ？　おかしいな。どうして、こんなに眠いんだろう？　このまま思い出話ばかりしていたら、それこそ本当に寝てしまうかもしれない。僕はスポーツ飲料を飲んで、気分をリフレッシュさせる。

　どれくらい話していたかはわからないけど、楽しい思い出話ばかりしているわけにはいかないのだ。きちんと話をしなければ……

「あの、静流先輩、それで僕からの話なんですけど」

「私は、もう気にしてません」

「え？」

「砕月君はビョーキを治したいんですよね。なら私が治してあげます」

「でも、そう簡単に治るとは……」

　不意にペットボトルが手の中からスルリと抜けて、地面に落ちた。

「砕月君、どうしたんですか？」

　耐たえ難がたいレベルの睡すい魔まが襲ってくる。起きていようとしてもまぶたが痙けい攣れんしてしまう。

「いえ、その、背中が重いっていうか、眠いっていうか……」

「じゃあ、ゆっくり眠りましょう。大丈夫です、私がずっと傍そばにいますから」

　意識が落ちる瞬間、地面に転がるペットボトルが目に入った。


★



　ガラガラと車輪の鳴る音が響いていた。まどろむ視界の目の前は真っ暗闇で、僕の体は胎たい児じのように丸まっている。しかも両手両足と口の周りが窮きゅう屈くつだ。どうやら、縛しばられ、猿ぐつわをかまされているらしい。

「初めて砕月君を見た時、私は自分の中に新しい世界が広がるような気がしたんです」

　ぼんやりとする思考でも、静流先輩の声は聞き逃さなかった。

「あれは忘れもしない春休みのことです。私は本屋で参考書を買ったんですけど、その日はなにを思ったのか、駅前の裏通りのほうへと足を運びました。裏通りは昼間でも暗いでしょ？　その上、不良の人なんかが溜たまり場にしている場所もあって、私はあまり近づかないようにしてました。でも、その日は、行ってみたいと思ったんです。もしかしたら、その時から運命の歯車は回っていたのかもしれませんね」

　ガタンと体が揺れた。ガラガラと車輪が鳴っている。ああ、今、僕は、あのスーツケースの中にいるのか……え？

「裏通りの駐車場でどなり声が聞こえた時は体がすくみました。でも、なにがあったのか気になって、駐車場を見に行きました。あれには驚いたなぁ。人が飛んでたんですよ。飛び蹴りって言うんでしょうか？　砕月君は不良の人を恰好よく蹴り飛ばしてたんです。ビックリしました。でも、同時にとても怖くて、動けなくなって、振り返った砕月君の顔を見た時、また驚きました。もっと怖い顔の人かと思ったのに、綺麗な顔立ちをしてて、まるで少女漫画に出てくるような感じの人で、たぶん、あの時から私は砕月君のことを好きになってたんだと思います」

　どうして自分がスーツケースの中にインされてるのかわからない。考えようにも思考が眠気に持っていかれそうだ。

「それから私は何度も裏通りに行って砕月君の姿を探しました。探しながらいろいろ考えたんですよ。歳はいくつだろう？　どこの学校の人なんだろう？　どんな人なんだろう？　不良で喧嘩の強い人なら、無口で無ぶ愛あい想そうで人見知りかもしれない。でも、本当は優しいところがあったりして……そんな妄想をしてるだけでも楽しかったんです。気持ち悪いかもしれないけど、一人で考え事をするのが好きなんです。だから、本が好き。物語が好き」

　体を動かそうとしても動かない。しかも、またまぶたが重くなってきた。

「物語っていいですよね？　夢とか希望とか愛とか、輝くものであふれてる。物語の登場人物は砕月君みたいに輝いてるんです。夢を持って、決して絶望しなくて、運命の恋人と出会って愛を全まっとうする。全部、現実にはないものです。私みたいなつまらない人間には夢なんて見れないし、絶望することもないけど希望もありません。でも愛は……」

　言葉に詰まり、車輪の音が止まった。

「愛だけは私の中にだってあります。あるんです。でも、それと同じくらい醜みにくい気持ちもあるんですよ？　愛あい憎ぞうって本当にあるんですね、知りませんでした」

　再び、車輪の音が響き出す。

「砕月君は、まるで物語の中から出てきたような人でした。あれだけ探しても見つからなかったのに、同じ高校の同じ図書委員だったり、勇気を出して話しかけたら、いきなりキスしてきたり、私が困ってる時にはヒーローみたいに助けてくれたり……」

　不意にチンと電子音が鳴った。エレベーターかなにかの音かな？

「それからは、ずっと振り回されっぱなしです。一緒に遊びに行くのも、これはデートなんじゃないかと思ってみたり、知らない女の子と仲良さそうに歩いてるのを見かけて気分が沈んだりしてたんですよ。アナタは、きっとそんなこと知らないんでしょうね……」

　ガラガラと音が鳴り出す。

「私の人生は起き伏ふくのないものでした。親に言われるがまま、いい子として育ってきました。なにも考えない。なにも決定しない。そんな生き方を変えたのは砕月君なんですよ？」

　スーツケースの動きが止まり、ガチャガチャと音がする。扉が開く音のようだ。

「なのにアナタは私を裏切った」

　不意にドンとスーツケースを倒された。スーツケースのカギが開かれ、明るい世界に僕は目を細めた。静流先輩が泣きながら僕を見ている。

「家族とうまくいってなかった私を砕月君は受け入れてくれるって言ったじゃないですか？　嘘だったんですか？　私はアナタを選んだのに、アナタは私を……」

　静流先輩が僕の首に両手を伸ばす。抗あらがう力も出てこない。

「……誰かに渡すくらいなら、いっそ殺してしまいたい」

　細い指が首に絡みついてくる。徐々に力が増えていき、本格的に苦しくなってきた。だというのに、僕の体はまったくもって反応しない。さすがに苦しくなってきたけど、まあ、殺されたってしかたがない。そういうことをしちゃっている。

　僕は静かに静流先輩を見上げた。

「……砕月君はそうやってなんでも受け入れるんですよね。私がアナタを殺したって、きっと許すんでしょうね」

　首を絞しめる力が緩ゆるんだ。

「だから、私も許します。愛って許すことなんです。ほら、キリスト教の神様だって罪を許すでしょう？　それと同じです」

　僕の首を掴んでいた手が離れる。

「砕月君のビョーキのこと、私なりに調べました」

　首に冷たい感触が走った。輪っかのようなものを首にはめられたようだ。これ、首輪か？

「そのビョーキって、ヒステリー症の一種みたいですね。砕月君のような人たちは心の底で、自分は一度も愛されたことがないと思っているそうです。だから、愛されたいという願望が強い。でも、自分は愛される価値がないと思っているから諦めてしまう。そういう抑よく圧あつされた葛かっ藤とうが爆発した結果、こういうビョーキになるそうです」

　まあ、なんであろうと女の子に対して平気で嘘を吐はくビョーキ野郎であることは事実だ。

「やっぱりお母様とのことがトラウマになってるんですよ」

　そういえば、そんな話を静流先輩にしたことがある。ちなみに、静流先輩の言う「お母様」は香か織おるさんのことではない。僕の実じつ母ぼのことだ。

「もう大丈夫です。愛された記憶がないのなら、それはこれから作っていけばいいんです」

　静流先輩の言ってることが、僕にはよくわからない。

「私が砕月君のお母さんになってあげますから」

　ああ、ますますもって意味がわからない。けど、相変わらず僕の体は自由にならず、意識は再び眠りの底へと沈んでいった。


★



　気づけば、僕は見知らぬ部屋にいた。

　天井は明るい白さで、新築のように綺麗だ。壁も染み一つなく、フローリングの床も掃除が行き届いている。部屋の中にあるのは僕が寝ているベッドと、フローリングには場違いな気のするちゃぶ台。テレビもある。さて、ここはどこだろう？

　体を起こしたところで、ジャラリと音が鳴った。

　僕の首から鎖くさりが垂たれている。首輪だ。首輪からは頑がん丈じょうそうな鎖が伸びていて、パイプベッドの鉄枠部分に手て錠じょうで繋がれていた。意味がわからない。いや、わかるけど、あまり考えたくない。でも、なんていうか、嫌でも頭が働いてしまうというか、おそらく、もしかしたら、あるいは、僕は監かん禁きんされているのではないだろうか？

　乾いた笑いが口から出てきた。

　試しに立ち上がって、パイプベッドと繋がっている手錠を引っ張ってみたけど、ビクともしない。引きちぎることは無理なので逃げることも不可能だ。鎖の長さは五メートルくらいだろう。眠ることはできるが、出口までは届かない。手錠も本物。オモチャの手錠のような安っぽさがない。それでは首輪はどうだろう？　手で触ふれてみたけど、金属製の首輪のようで、これも簡単には壊れそうにない代しろ物ものだ。はい、詰つみました。

　それにしても、どうして、こんなことになっているのだろうか？

　ああ、まあ、考えなくても犯人はわかるよね。静流先輩しかいないよね。

　もう笑うしかない。笑いながらパイプベッドに腰を下ろしたところで腹の虫が鳴った。このまま静流先輩に見捨てられたら、ここで餓が死しするかもしれない。

　餓死の一歩手前なら子供の頃に経験した記憶があるけど、あの時は四日くらい大丈夫だったっけ？　でも、水道水は飲めたしなぁ。水がないと人は三日くらいで死ぬって言うし、さすがに今回は神様だって助けてくれないだろうし、ダメな気がする。

　まあ、いいか。最悪、僕一人が死ぬだけだし……

　え？　また死ぬの？　この飽ほう食しょく国家日本で？　おかしくね？　僕の状況おかしくね？　などと考えていたら扉が開いた。先輩は僕を見てニコリと微笑む。

「おはよう、砕月ちゃん」

　満面の笑みでちゃん付けされた。狙いがわからない。

「すぐに朝ごはんの用意するから待っててね」

　そう言って再び部屋から出て行く。トントントントンと包丁がまな板を叩く音が聞こえてきて、味噌汁のいい匂いが漂ってきた。しばらくしてからお盆ぼんを持った先輩がやってくる。お盆には味噌汁と焼き魚にご飯が載のっていた。いい匂いだ。そして先輩のエプロン姿もいい。新婚さんがいらっしゃってる。

「さ、ごはんにしましょう」

　静流先輩はちゃぶ台の上に料理を置いた。僕は首輪から伸びる鎖を気にしつつ、ちゃぶ台の前に座る。

「熱いから気を付けてね、砕月ちゃん」

　口調も随分とフランクだ。なんか、小さな子に話しかけるような甘い声こわ音ねだし、ますますもって静流先輩の狙いがわからない。わからないから、こちらから切り込もう。あまりストレートに切り込んで、嫌な現実を突きつけられるのは御ご免めんなので、遠回しに行こう。

「あの、先輩は昨日の夜、家に帰ったんですか？」

　不意に静流先輩がムッと唇を尖らせた。

「砕月ちゃん、お母さんでしょ？」

　意味がわからない。

「もう、この子ったら、寝ぼけちゃって。変な夢でも見てるんじゃないの？」

　遠回しに探さぐりを入れた結果がこれだ。思いのほか、きっつい現実を突きつけられて、僕の思考は今にもショート寸前です。神様、いい加減、僕を助けてください。

「あの、えっと、これは、どういった感じで……」

「砕月ちゃん、お味噌汁、冷めちゃいますよ」

　そう言ってお椀わんと箸はしを手渡されたので大人しく味噌汁をすする。うん、おいしい。

「はい、ごはん。今夜はお母さんがおいしい手料理ごちそうしてあげるからね」

　白米を咀そ嚼しゃくしながらいろいろと考える。

　まず、先輩が自分のことをお母さんとか言ってるし、まるで僕を自分の息子のように扱あつかっている。そういうプレイかなにかだろうか？　疑ぎ似じ近きん親しん相そう姦かんプレイ？　うーん、それはそれでぶっ飛んでるなぁ。じゃあ、首輪は？　そうか、疑似近親相姦プレイにＳＭ飼育プレイも絡ませてるってわけですね。世界の終わりが見えそうなくらいのハイエンドぶりだ。

　考えながら無言のまま朝飯を食べた。腹は膨ふくれたけど、どうにも気分は溌はつ剌らつとしない。よし、腹ごしらえも済んだから、きっちりと切り込もう。

「あの、先輩、ちょっといいですか？」

「砕月ちゃん、お母さんでしょ？」

「いや、だから、先輩、どうして僕はこんなところで……」

「きっと怖い夢でも見たのね」

　そう言っていきなり抱きしめられた。先輩のたわわな胸が僕の顔に……

「でも、もう大丈夫よ。お母さんが傍にいるから」

「お、お母さんっ！」

　勢いに任せて抱きしめてしまった。しかたがないじゃないか。だって、先輩のおっぱいってめっちゃ柔らかいんだもの……

「砕月ちゃんは甘えん坊ね」

　先輩っていいにおいがするなぁ……て、おい、流され過ぎだろ、僕。

　でもさ、この胸の柔らかさには全てをねじ伏せる魔力があるよ。

　だって、一生、このままの状態でいたいもの。先輩に抱きしめられたまま死んだっていいもの。むしろ本ほん望もうだもの。おっぱいの前にはきっつい現実なんて些さ事じでしかない。

　もうね、色んなことがどうでもよくなってきました。

　はい、じゃあ、先輩は僕のお母さんということで確定です。なぜなら、神様は僕を助けてくれない。なので、人はどんな状況にだって即座に適応することで、ストレスをなくすことができる。これは厳しい現実を生き抜くための人類の英知です。首輪？　ぶっ壊れた先輩？　小さい、小さい、巨乳の前にはどんなものだって霞かすみます。

「お母さん！　お母さんっ！　お母さぁぁぁぁん！」

　グリグリと胸の中で顔を動かした。ここぞとばかりにチョーシに乗っていやがる。

「もう甘えん坊なんだから」

　どう考えても異常な状況なのに癒いやされた。女の子は凄すごいな。おっぱいは凄いな。これは世界だって救えるんじゃないのか？　うん、救える、救える。色んなものを救えるね。

　こうやって母親の胸に抱かれてるから、赤ん坊は穏やかに眠れるのだ。今の僕にはなにも怖いものなんてありませんよ。おっぱいは僕の神様だと言っても過言ではない。

　そういえば、僕のお母さんって今、なにしてるんだろう？　生きてるのかな？

　まあ、今は静流先輩が僕のお母さんだから、どうでもいいか……

　こうして僕と静流先輩のイカレた監禁生活が始まった。




　夢の中で母のことを思い出した。

　僕の母親は僕に対して、これっぽっちも興味がなかった。

　そもそも母親が笑っているところを僕は見たことがない。しかしながら、幼い子供にとって世界の全ては母親と言っても過言ではないわけで、だからこそ僕はいつも母親がいる時は全力笑顔だった。泣いたり駄だ々だをこねたことなんて、ほとんどない。それが許されなかった。だって、泣けば殴られるし、駄々をこねれば、本気で捨てられると思っていた。だから、僕はいつも母親の前で笑っていた。でも僕が笑って話しかけても、母はダルそうに無視したり、テキトーな相槌で返された。まあ、それでも、その当時の母は自分のついでに僕の世話もしてくれたから、まだマシだ。

　僕が小学校に上がる頃になると、一万円札をポンと置いて三日四日帰ってこなくなった。食事は近くのコンビニで買えばいいけど、洗濯や掃除なんて教えてもらったことがない。あの頃の僕は汚くて、よく「くさい」といじめられたっけ？

　で、そんなある日、母はいつものように一万円を置いて姿を消した。僕はいつものように、その一万円で食事を買ってきた。でも、一週間経っても母は帰ってこなかった。連絡しようにも電話番号だって知らない。そして、運が悪いことに夏休みに入っていたから、僕がピンチだということが誰にもわからなかったのだ。

　最終的には金が尽つき、水道水だけで糊こ口こうをしのぐ日が続いた。

　死というものを当時の僕は身近なものだと思ってはいなかった。そもそも、死がどういうことなのかもわかっていなかった。けど、この時、僕は本気で自分が死ぬと思った。

　でも、そんな限界ギリギリの状況でも僕は母親を信じていた。誰かに助けを求めようとも思わなかった。下手に騒げば、また母に迷惑をかけてしまう。それに、きっと母は助けに来てくれる。そう思っていたのだ。

　不意に扉の開く音が聞こえた。母が帰ってきたのだ。

　僕は満足に立つことさえできなかったけど、いつものように満面の笑みで母を見上げた。

　あの時の母親の顔を僕は思い出すことができない。

　たぶん、思い出したくないのだろう。宗そう助すけと千ち夏なつに話した時は「今、思い出してものっぺらぼうなんだよ。超ウケるよね」と言ったけど、全然ウケなかった。

　そして母は僕を無視して家を出て行った。僕は母親に見捨てられたのだ。

　僕は顔に笑顔を張りつけたまま止まった。この時、僕がなにを思ったのかは、思い出せないというか、まあ、一般的に言って子どもなりに絶望を感じたのだ。

　そりゃ、もう、心の底からポッキリ折れましたよ。

　怒りとか悲しみとか色んな感情が頭の中でグルグル回ったけど、そういう激情の炎だって、火元がなければ燃やし続けられない。そんな体力と気力さえ、僕にはなかった。僕は母親を諦めた。でも、僕には頼れる人なんて母親しかいなかった。

　後は、そう、神様だ。だから、僕は必死になって神様に語りかけた。

　もし僕を助けてくれないのなら、僕は、神様が作ったというこの世界を、死ぬ間ま際ぎわまで呪のろい続けてやる。でも、もし助けてくれるのなら、こんな風に僕を追い込んだ世界を許してあげるし、神様の存在を信じてやってもいい。

　当然のことだけど、なにも変化はなかった。

　僕の体に奇跡が起きて復活しなかったし、目の前に食べ物やお金が現れたりはしなかった。僕は残りの命をかけて全力で世界を呪った。母親も学校の連中も全て死ねと思った。

　全員死ね。死ね、死ね、死ね、死ね、死ね……

　そんな風に思ってる自分が一番死にそうだったけど、もう僕にできることと言ったら、それくらいしかなかったのだ。それが世界に対するせめてもの抵抗だった。

　そしたら再び扉の開く音が聞こえた。母親が来たら一言「死ね」と言ってやろうと思った。だから、笑顔ではなく三さん白ぱく眼がんで睨み上げるように、その人影を見た。

　知らない女の人だった。その人は僕を優しく抱きしめてくれた。

　口から出かかかっていた「死ね」という言葉も出てこなかった。生まれて初めて優しく誰かに抱きしめられたような気がした。

　その人は僕のことを病院に連れていってくれた。どうにか一命を取り留とめ、僕は死なずにすんだのだ。それ以降、僕は僕の神様を信じるようになったし、神様との約束通り、色んな物を許すことにした。そして、僕を助けてくれた香織さんのように目に映る全ての人に手を差し伸べようと心に決めたのだ。

　世界は、母や僕のような人間が誰かを傷つける程度に残酷かもしれないけど、そんなゲスが生きて死ぬ場所を持てる程度に無む償しょうの愛に満ちている。

　だから、僕は母を恨うらんでも憎んでもいない。

　もし再会できたら、きっと愛することだってできるんじゃないかな？




　朝、起きると静流先輩……ではなく、僕のお母さんが朝ごはんを作ってくれている。トントントントンとまな板を叩く音に引き寄せられるよう、キッチンへと向かった。

　制服の上からエプロンなんて、漫画にしか存在しないと思っていたけど、現実に存在してました。ほら、世界ってすごく優しいよね。嬉しくなってしまう。

「あ、砕月ちゃん、おはよう。もう少し待っててね、すぐに朝ごはんできるから」

「うん！」

　先輩……じゃなくて、お母さんのことを認めた瞬間から、僕のビョーキが一気に幼児退行しやがった。それこそ幼子特権を利用して、先輩に抱きついたりする。でも、下心があるかというと、あるようなないような、よくわからない状態だった。

　素の僕としては、この状況が完全にイカレていることは理解している。

　でもさ、先輩をぶっ壊したのって僕なわけだ。

　その責任は取らないといけないわけで、今は、どうしたらいいのか考え中である。

　ちなみに首輪は外された。僕のビョーキが幼子のように首輪が邪魔だとお母さんにダダをこねたら外してもらえたのだ。先輩も、ただ単に僕を監禁したいだけだったら首輪は外さなかったと思う。この人、たぶん、本気でお母さんを演じるつもりなのだ。確かにぶっ壊れているけど、僕はそんな静流先輩が大好きなので、逃げる気は毛もう頭とうございません。

「今日の朝ごはんはオムレツですよ」

「わーい」

　バンザイしている十七歳高校二年生男子。特技はテコンドー。趣味は特にございません。

　フォークでトマトケチャップのついたオムレツを食べる。あ、これ、プレーンオムレツじゃないか。やるな、静流先輩、めちゃくちゃおいしいじゃないか……

「おいしい？」

「うん、おいしい！」

　ペロリとたいらげる。静流先輩は僕がごはんを食べている間、終始ニコニコしていた。ふと腕時計を見てから立ち上がった。

「砕月ちゃん、ごめんなさい、お母さん、学校に行かないといけないの」

「えー！　やだやだ、お母さん、一緒じゃないとやだ！」

　寝転がってジタバタと両手両足を使って抗議し始めた。お菓子コーナーなどで小さい子がやってるアレです。はい、今年で十七歳になりますけど、なにか問題でも？

　先輩は悲しそうな目で僕を見下ろしている。やめて、そんな目で今の僕を見ないで。

「ごめんなさいね、砕月ちゃん、砕月ちゃんと一緒にいるためにもお母さん、学校に行ったりお祖じ父いちゃんの家に帰ったりしないといけないの」

　そう言って膝をつく。僕の痴ち態たいに引くどころか、乗っかって演技を続けるのがすごい。

「……お母さん、帰ってくる？　ホントに帰ってくる？」

　体を起こして静流先輩に抱きついた。もちろん胸へとダイブだ。なんだかんだ言って下心全開な僕の背中をポンポンと優しく叩いてくれる。

「きちんと帰ってくるから安心して。ごはんは冷蔵庫の中に入ってるから。いい子にしてるのよ」

「うん、いい子にしてる」

　そんな幸せいっぱいな抱ほう擁ようも、先輩の登校時間がやってきて終わってしまった。

　静流先輩を見送った僕は部屋に戻ってベッドに腰を下ろす。そして素に戻る。

「さて、どうしよう？」

　逃げようと思えば逃げられるけど、先輩をだまして逃げるのは嫌だった。逃げるのなら、あのぶっ壊れた静流先輩をきちんと治してからじゃないとダメだ。

　とはいえ、香織さんや莉り子こだって心配するだろう。既に無断外泊をしてしまっているわけで、あの二人が騒いでいるのは容易に想像できる。帰れるのは、いつになるかわからないけど、連絡だけはしておきたい。でも、僕の携帯電話が見当たらなかった。どこかに隠してあるかもしれない。そう思って部屋を探たん索さくすることにした。

　先ず備え付けの洋服ダンスを開けた。僕をインしていたスーツケースを見つけてテンションが微妙に下がった。中には首輪と鎖と手錠とスタンガン、それとおそらく睡眠薬だと思われる錠剤が入っていた。テンションが急激に下がった。でも、僕の携帯電話は見当たらない。風呂場にトイレ、ダイニングキッチンも探したけど見当たらなかった。ていうか、けっこういい部屋なんだけど、このマンションてどうしたんだろう？　先輩の実家じゃないし……あ、そういえば、先輩の親って社長やってるとか言ってたっけ？　確か不動産関係の会社だったような気がする。もしかしたら、先輩の実家が扱っている物件の一つなのかもしれない。まあ、細かいことは、どうでもいいや。

　全体的に探索を終えたが、やっぱり僕の荷物は見当たらなかった。

　ため息を吐いてベッドに腰を下ろしたら、スーツケースが置かれていた収納スペースの上にも小さな収納スペースがあることに気づいた。背伸びして扉を開ける。なにかがある。手を伸ばして引っ張ってみる。

　アルバムだ。

　嫌な予感がビンビンするが、開いてみた。

　中身は素敵な思い出アルバムだ。きちんと編集されているようで、写真の横にはコメントや撮影日時まで細かに書かれている。ただ一つだけ問題があるとするならば、写真の被写体がたった一人に限定されてることだ。

　えっと、ぜんぶ、僕です。望月砕月オンステージなわけです。

　しかも一つとしてカメラ目線がないし、体育祭の短パン姿からわかる通り、最近の僕だけじゃない。一年前の僕の写真もあった。それだけではなく、僕が着替えてるところの写真があった。おそらく男子更衣室での一場面なんだろうけど、これって性別が逆だったら完全に犯罪行為だ。あ、あと優ゆ沙さちゃんと行ったプールの写真もある。ちなみにコメントは「今日は二人でプールです。砕月君の腹筋にドキドキです☆」だ。優沙ちゃんが存在レベルでフレームアウトしている。更には、首輪をつけたままベッドで眠る僕の寝顔まであった。もちろんコメントも書かれてる。「かわいい寝顔です☆これから二人で頑張っていこうね♥」仕事が早いっすね。

「……言ってくれれば、いくらだって被写体になったのに」

　静流先輩ってシャイだから言えなかったんだろうな。まあ、そういうところも先輩のかわいいところではあるけど。

「あ、私服姿もある。これって確か宗助と休みの日に遊んだ時だ」

　俯ふ瞰かんするような角度なので、おそらく望遠レンズでズームしたのだろう。匠たくみの技が光っている。

「僕って愛されてるなぁ」

　うん、何事もポジティブに考えよう。静流先輩はシャイが高じてしまい、思いの丈たけをぶちまけられず、ちょっと隠し撮りとかしちゃっただけであって、決してストーカーではない。人よりやや一いち途ずなだけで写真撮影が趣味の素敵な女の子だ。ただ、その一途っぷりと撮影技術が多少ハイエンドなだけであって、問題なんてどこにもない。

　僕はこんな情の深い静流先輩が大好きです。でもさ、情が深いってことは、プラスマイナスどっちにも転がるよね。そういえば、先輩に首絞められたっけ？

　よし、考えないようにしよう。そして、このアルバムも見なかったことにしよう。全ては過去のことなので、臭い物にはフタ的な意味で未来を見すえて前向きに生きていこう。

　アルバムをしまってから僕はテレビをつけた。ワイドショーでは、痴ち情じょうのもつれによる殺人事件を面白おかしく報道していた。即テレビを消してベッドで横になった。




　先輩……じゃなくてお母さんが帰ってきてから僕のビョーキは再び幼児退行モードに移行した。スイッチを切り替えるように変われるのが、僕のすごいところだ。まあ、僕としても演技に付き合ったほうがいいような気がするので自分の暴走は見逃している。

　とはいえ、香織さんに連絡を入れないわけにはいかない。下手に電話を貸してくれと言うと演技が破たんする気がしたので、黙って行動することにした。

　で、先輩が夕食を作っている間に先輩の鞄を漁って携帯電話をゲットした。ちょっとしたスパイ作戦のように冷や汗ものだったが、気配を殺してベランダに出る。

　電話に出た香織さんは、めちゃくちゃ怒っていて、謝るのが大変だった。

　とりあえず嘘をつくことにした。ちなみに内容はこうだ。

　学校の帰り道、拉ら致ちされかけた女の子を助けることになった。話を聞いてみると、いろいろと厄やっ介かいな事件に巻き込まれているらしい。とりあえず、色んな不良どもと話をつけて女の子を守らなければいけないので帰れません。

　どこのシティー派探偵小説だよ、と思ったけど、この辺りは徒と党とうを組んだヤンキーの集団があったりして治安が良くない。怖い事件も多発しているので信じてもらえた。

　でも、香織さんは警察に言えと言う。

「警察を使うのは、よくありません。その場では解決するかもしれませんが、長いスパンで見ると、かえって恨みを増やします。なに、大丈夫ですよ。話をつけるだけですから」

　それでも危ないことに首を突っ込むな、という香織さんに僕は言う。

「でも、香織さんは僕を見捨てなかったじゃないですか。僕はアナタのように優しくて強い人間になりたいんです」

　本心ではあるけど、こういう時に言うべきセリフではないな、とは思う。でも、それで香織さんは理解を示してくれた。最後まで危ないことだけはするな、と言っていたので僕のビョーキが「僕は香織さんのもとに帰ります。必ず」と言いやがった。

　電話を切ってひと段落したところで、ふと視線を感じる。

　ガラス越しにお母さんが僕をジッと見ていた。

　薄ら笑みを浮かべる静流先輩の瞳は鉛なまり色いろに濁にごっている。僕が空から笑わらいを浮かべて固まっていると、先輩は静かに窓を開けた。無言のまま僕の持っていた携帯電話を取り上げ、鈍にび色いろの瞳で僕を凝視する。

「ベランダに出ちゃダメだって言ったでしょう？　落ちたらどうするの？」

　携帯電話の件を完全スルーしている先輩が、ほんのちょっとだけ怖かった。




　結果として首輪が復活することになった。反抗などできるはずもなく、大人しく首輪生活を受け入れざるをえなかった。まあ、不便といえば不便なのだ。トイレに行くにもベッドを移動しないといけないし、風呂には入れない。いろいろとストレスフルな生活だけど、そんなストレスも先輩に抱きしめられたら消えるんだから、すごいよね。

「できれば、ネット環境が欲しいな」

　などとポジティブな意見を独り言としてのたまう始末。この生活を完全に受け入れているわけだけど、一つだけ問題がある。このままだとニートが一人誕生してしまう。

「……まあ、いいか」

　よくない。絶対によくない。これではニートでヒモだ。その上、幼児退行プレイ中の首輪つき。そして僕は嘘八百のビョーキ野郎だ。あれ？　合わせ技一本で人として終わってね？　でもさ、考えてみれば僕は元から人として終わってるビョーキ野郎だ。

　だったら、堕おちるところまで堕ちたって、大して変わらないんじゃないか？

　いいじゃないか。先輩と二人自じ堕だ落らくな生活に堕ちていったってさ。デカダンスてやつだ。

「ダメだ、思考が！　思考がダメ人間にシフトチェンジしてる！」

　ただでさえダメ人間なのに、そんなゲスでダメな自分を受け入れて開き直ってはいけない。少なくともあがかなきゃ！　僕みたいなゲスはあがいてなんぼなところがある！

　よし、こういう時は筋トレだ。筋トレしてれば、なんか頑張ってる自分に満足できる。って、それも現実逃避じゃないか！

　とはいえ、やることもないので筋トレをすることにした。こういう不摂生な生活が続くと体力が落ちちゃうからね。いざという時のために体のメンテナンスは重要だ。

「なにやってるの？」

　その声に僕は腹筋をやめて声の主を見上げる。

「いや、久しぶり。相変わらず綺麗だね」

　タマはため息を一つ吐く。

「……必死になって探してみたら、なんか元気そうだし」

「アハハハハ」

「笑ってればどうにかなると思ってるのかな？」

　笑顔だけど声が笑っていない。僕の笑顔は自然と空笑いになる。

「言ったよね？　こっちは稼働率落ちてるから、一人じゃバグ退治は厳しいって。だから、いっつもゲツ君と一緒に行動してたの。なのに君は、急にひょっこりいなくなってさ。なんなの？　舐なめてるの？　バカにしてるの？」

「怒らないでよ、タマ。これにはいろいろと事情が……」

　腹筋をやめて立ち上がる。ムスッとした上目遣いでタマに見つめられた。

「やっぱり心配かけちゃった？」

「心配っていうか、ゲツ君がいないとバグ退治の効率が悪いだけ……」

　不意に僕がタマを抱きしめた。

「放して！　セクハラ！　誤魔化されないからね！」

　それでもビョーキはギュッとタマを抱きしめて放さない。そのうち、タマも諦めたのか、僕の腕の中で静かになった。

「ごめんね。タマの仕事も放置してたし、心配かけたことは謝るよ」

「別に心配とかしてないから。ただ効率の問題だから」

「うん、それでも、こうやって会いに来てくれたのは嬉しいよ」

　ポンポンとあやすように優しく抱きしめる。怒ってる女の子に対しては抱ほう擁ようで全てを水に流そうとするのがビョーキの常じょう套とう手段だ。この状態のままでもグチグチと言われることはあるけど、その全てを超えて愛情表現を示せば、わりかしどうにかなるらしい。

　ハグってすごいよね。外人が挨拶で使うのも納得だよ。

「君に迷惑をかけたことも心配かけさせたことも、本当に反省してるんだ。二度と同じことはしない。ごめん。大好きだよ、タマ」

「だから、誤魔化されないっての！」

「ぐふっ！」

　ゼロ距離から鳩尾みぞおちを打たれた。衝撃が背中へと突き抜ける。ワ、寸勁ワンインチパンチ……

　あまりの衝撃と痛みに声さえ出ずに、痙攣することしかできない。

「ゲツ君、私をそんじょそこらの小娘と一緒に思ってもらっては困るね。君の思考や行動パターンはすでに把握してるし、くっだらない甘言やセクハラで流されるようなチョロい女の子じゃないのだよ、タマさんは」

「ず、ずびばぜんでじだ」

「君は色気より暴力でコントロールしたほうがいいって最近学んだんだ」

「ど、どうしたら僕は君の愛を勝ち取れますか？」

「だったら結果を残してほしいかな。そしたらコントロール方法を暴力から色気に移行してあげてもいいよ」

「が、頑張ります。愛のために」

　気合で立ち上がりながら微笑んだ。

「けどね、タマ。一つだけ言いたいことがある」

「なにかな？」

「自分のことを景品みたいに扱うのはよくないよ。君は物じゃないんだし、僕は君の体が欲しいわけじゃない。いや、タマは充分魅力的だし、とても綺麗だと思うよ。でもね、そういう発言はいただけないな」

「なに？　欲しいのは愛情だとでも言いたいの？」

「僕が欲しいのは君の笑顔だよ」

　キメ顔だ。

「僕はタマが幸せになってくれることだけを望む。君が幸せなら僕に対する愛情もなにもいらないんだ。君が笑ってさえいれば、僕はそれで満足だし、そのためだけに頑張れる」

「ハーレム作りたいんじゃないの？」

「席は空いてるよ？　入るかい？」

「そのハーレムって誰かいるの？」

「ハピ子くらいかな。彼女が僕のハーレム第一夫人だ」

　ハピ子、ごめん、僕は勝手にこんなことを言ってるけど許してくれるかな？　僕はきっと死ぬまで君のことを忘れることはないと思うんだ。あ、なんかちょっとへこんできた。

「自分の発言で勝手にへこんでるところ悪いんだけど、さっさと帰るよ」

　そう言ってタマが僕の首輪に手を添えた。カチリと音が鳴ってカギが外れる。

　ウィザードってやばくね？　犯罪し放題じゃね？

「ほら、行こう」

「僕はタマに幸せになってほしいけど、タマ以外の女の子にだって幸せになってほしいと常々思ってる。だから、今は、まだ帰れない」

　先輩を裏切るわけにはいかないのだ。

「なにがあったか知らないけど、こっちとしては……」

　不意にタマの目が狩人ハンターのものに変わった。その変化にビクリと体がすくむ。

「ふーん、なるほど、へぇ、そうか、そういうことか……」

　ニヤリと嗜し虐ぎゃく的てきな笑みを浮かべる。意味がわからない。

「ゲツ君、お手柄。やっぱり持つべきものは利用価値のあるパートナーだね」

「さらりと黒い発言ありがとう。力になれて嬉しいんだけど、どうしたの？」

「バグだよ」

　タマが巨大な鎌を具現化した瞬間、耳鳴りに襲われ、音が消える。今までのディレクトリと違って、絵で描いたような世界ではない。だが、窓から見える世界は真っ暗闇で何も見えなかった。この部屋だけ、どこか別の宇宙に飛ばされているかのようだ。

「ディレクトリ？」

「これは私の展開したディレクトリ。バグの気配を感じたんで、挑発してみたんだ」

　タマは死神が持っているような大鎌を脇わき構がまえに構えつつ部屋の入口を見据える。

「たぶんだけど、君が一緒にいた人の中にバグがある」

「え？　静流先輩に？」

　ちょっと待て。そうなると、いろいろと問題が……

「その極悪な鎌で静流先輩を斬るつもり？」

「ディレクトリの中でなら問題ないよ。仮にバグと宿主が一体化してたって、斬るのはバグだけだから。ていうか、グチグチ言ってないで。来るよ」

　タマの目が爛らん々らんと輝いた瞬間、背後のガラスが粉こな々ごなに砕くだけ散った。とっさに振り返る。黒くてでかい影が鞭むちのようにしなった。

「チッ！」

　タマは大鎌を振り回して対応しようとしたが、それよりも早くしっぽが大鎌を掴み、腕へと絡みついた。バキリと音が鳴り、タマの腕が変な形に曲がる。

「くっ！」

　大鎌を奪われたタマは壁に叩き付けられた。僕は無我夢中でタマの前に立って、敵の正体をしっかりと見る。

　上半身は裸の女性で、下半身は蛇じゃ体たい。蛇へびの部分だけでも四、五メートルはあるだろう。鱗うろこがテラテラと光っている上、巨乳のおっぱいが全開なのでエロい。ポロリって割と身近にあるんですね。ていうか、その、えっと、お顔がですね、静流先輩なんすよね。

「……イメチェンかな？　僕はこういう先輩も好きですよ」

『坊や、私のかわいい坊やはどこ？』

　僕の知ってる静流先輩とは声が微妙に違うし、どうにも話が通じないようで、しっぽの先をガラガラ蛇のように細かに揺らしながら辺りを探っている。

「ラミア……だね」

　背後でタマが呻うめいた。ラミアって確かファンタジーに出てくる蛇女だよね。ギリシア神話だったかな？　子供を奪われて子供を食べる蛇になったとか……

「ゲツ君、戦って……」

　弱々しい声でそんなこと言われたってさ、上半身は静流先輩なんだよな。

『お前が私の坊やを殺したのか！』

　すくんで動けない僕の横をぶっとい蛇のしっぽがスルスルと伸びていく。呻き声が聞こえたので、振り返ればタマの体が蛇のしっぽでグルグル巻きになっていた。

「ぐっ……」

　やばい。ピンチだ。

「せ、先輩！　こんなことしちゃダメだ！」

『坊や、私のかわいい坊やはどこ？』

　キョロキョロとまるで僕なんざ目に入っていないようなご様子。子供を探してるみたいだけど、あの赤ちゃんプレイの続きかな？　そういえば、タマがバグと宿主は互いに影響を与え合うとか言ってたっけ？　じゃあ、合わせてみようか。

「お、お母さん！」

『坊や！』

　静流先輩の表情がパッと華はなやぎ、僕へと体を近づけてくる。そのまま両手で顔を撫なでまわされた。うーん、おっぱいが気になるけど、そんなこと言ってられない。タマが危ない。

「ああ、砕月ちゃん、良かった。お母さんが悪い奴を退治してあげるからね」

　あ、声が静流先輩に戻っている。これなら話が通じるかもしれない。

「そ、そのことなんだけど、あの子は僕の友達なんだ。だから……」

「女の子のお友達なんて砕月ちゃんにはいらないの。あの子はお母さんから砕月ちゃんを奪っていく悪者なの。お母さんには砕月ちゃんだけなの。それ以外はなにもいらないの。だから、ずっとずっと二人で一緒にいればいいのよ、砕月ちゃん」

　背後でタマの呻うめき声が聞こえる。

「ゲツ君、戦って……」

　やばい、ピンチだ。でも、僕は女の子に暴力なんて振るいたくない。ああ、どうしたらいいんだ？　このままじゃあ……

「静流先輩、本当にこのままでいいの？」

　あ、僕のビョーキが……

「いいのよ、二人でずっと一緒にいられれば。だから、砕月ちゃんはなにも心配しなくていいの。愛してあげる。お母さんが砕月ちゃんを愛してあげるわ」

「そういうことじゃなくてさ、僕が静流先輩の子どものままでいいの？　それで満足なの？」

　そう言って静流先輩の頬に手を添えた。

「僕は不満だな」

　しかもキメ顔だ。

「どうして？　だって砕月ちゃんは……」

「母親を女の子として愛することはできないだろ？」

　甘い声で囁きながら静流先輩の肩に手を回して、抱き寄せる。

「静流、それでいいのかよ？　それでいいって言うなら、お前の願いに付き合ってやるさ。でも、本当は違うんだろ？」

　あ、ちょっとオラオラ営業入ってませんか？

「だ、だって、砕月君は私だけのものに……」

「なれるさ」

「だってビョーキじゃないですか！　信じられません！」

「静流が本当に愛してくれてるなら、俺はお前だけのものになる。その方法が一つだけある。静流、お前は俺を愛してるか？」

「愛してます！」

「だったら、彼女を放せ」

　キッと鋭い目で睨まれた。

「そうやって、まただますんですね！」

「ぐっ！」

　背後でタマが呻いた。それでも僕は落ち着き払った表情で静流先輩を見つめる。

「違う、そうじゃない。彼女を傷つけたら、俺はお前だけのものにはなれなくなる」

「どういうことですか？」

「お前が俺を殺せ」

「え？」

　え？

「その後、お前も俺を追って死んでくれ。そしたら、俺たちの愛は永遠だ」

　いつから僕のビョーキはメンヘラさんになったの？　ちょっと勘弁してください。タナトス先生に魅み入いられすぎです。

「俺ももう疲れた。静流のことを愛してるのに、俺はお前を裏切って愛する人を傷つけてしまう。それなら、お前の傍にいないほうがいい。でも、俺だって静流の傍にいたいんだ」

「砕月君……」

「でも、俺はビョーキだ。お前を裏切りたくないのに裏切っちまう。それなら、もういっそのこと二人で終わりにしないか？」

　ちょっと待て！　なに言ってんの？　僕、なに言ってんの？

　そりゃ僕はビョーキですよ。そんな自分が嫌いですよ。でもさ、だからって自殺とか無理心中とかは無しの方向でお願いします。いつか女の子に後ろから刺されるにしても、それまでは可能な限り生きていたい！

「砕月君は、それでいいんですか？」

「俺は静流のものになりたいんだ。その方法がこれしかないんだから、それでいい。ただ、静流が嫌だって言うなら、やめてもいい。でも、やめるなら、もう二度とお互いに会わないようにしよう。一緒にいても傷つくだけだ」

　自分の命を盾たてに交こう渉しょうしてるようだ。もしかしたら僕のビョーキは、ここで静流先輩に引かせて、全てうやむやにしようとしてるんじゃないか？　でもね、それって僕が完全にイタイ人ですよ？　あ、そうか。イタイ人だと思わせて引かせようとしてるのか……

「砕月君……」

　静流先輩が決意のこもった目で僕を見る。

「わかりました」

　わからないで！　お願いだからわからないで！　そこはブレーキ踏んで！

「だったら彼女を放せって言った理由はわかるな？　俺たち二人の旅路に部外者は不要だ」

「そうですね。私と砕月君だけで逝いきましょう」

　えぇぇぇぇ！　本気？　ねぇ、本気なの？

　静流先輩は透とう徹てつした瞳で僕をジッと見つめる。覚悟を決めた人間の目だった。その視線を受けて、僕も力強くうなずいた。うなずくなよ！　逝くな！　先輩、考え直して！

　百歩譲ゆずって僕が死ぬのはいい。でもさ、先輩まで死ぬのはダメだ！　いや、可能な限り僕だって死にたくないよ。あー、もう、タマさん！　ヘルプミー！

　背後に視線を向ければ、グルグル巻きにされていたタマが解放される。頼みの綱であるタマさんは、生きてるのか死んでるのかわからないけど、力なく床に倒れた。そして静流先輩は自らの蛇体で、僕と先輩の体をまとめてグルグル巻きにする。
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　僕の意志に反して、なんかデッドエンドに向けて話が進んでいる気がするんですけど、あの、マジっすか？　これってマジなんですか？　どこで選択をミスった？

　いやいやいやいや、ないっしょ？　普通はないですよ、こんな展開。

「砕月君、愛してます。ずっと愛してます。来世でもアナタを愛します」

　静流先輩が涙を流しながら来世とか言い出した。なにかのスイッチが入っていらっしゃるようだ。それに呼こ応おうするように僕まで涙を流しやがった。もちろん、嘘泣きだ。

「俺もだ、静流。来世で幸せになろう。必ずお前を見つけにいく」

　いやいや、待てって。なに二人だけの世界に没ぼつ入にゅうしてんの？　来世じゃなくて現世で幸せになろうよ。あがこうよ。ほら、別に誰かと一緒じゃないと幸せになれないって決まってるわけじゃないよ。人には色んな可能性があるよ。僕にも、もちろん先輩にもだ。

「砕月君！」

　感かん極きわまったと思われる静流先輩の口からスプリットタンがチラチラと見えた。細長い舌が僕のことを捕食するネズミのように撫でまわす。そのまま豪快に唇を奪われた。

　キスってすごいよね。色んなものをねじ伏せる力があるよね。欧米人が挨拶に使用するのもわかるよ。

　口こう内ないを蹂じゅう躙りんされていたら、だんだんと色んなことがどうでもよくなってきた。

　ここで死ぬのも僕の運命なんじゃないかな？　静流先輩が死ぬのは嫌だけど、こうやって女の子に抱きしめられながら死ねるのなら、僕的には割といい死に方だ。静流先輩も、それを望んでるわけだしさ。よし、これでいいや。ここで僕の人生はお終いです。

　皆さん、今までお世話になりました。僕はみんなと出会えて幸せでした。

　さて、僕らをグルグル巻きにしていた蛇体が徐々に締まってきて苦しくなってきました。できれば、一気にやってほしいな……

「静流先輩、僕と出会ってくれてありがとう」

「砕月君、愛してます！」

「手伝ってあげるよ」

　そのタマの声と同時になにかがお腹の中を通り過ぎた。無骨な冷たさは、すぐに熱さにも似た痛みに変わる。タマが僕と先輩ごと大鎌で串くし刺ざしにしたのだ。

「ゲツ君、グッジョブ」

　薄れる意識の中、サムズアップして微笑むタマの顔が印象的だった。




　気づけば、僕は床に倒れていた。

「ゲツ君、おはよう」

　タマがベッドに座りながら微笑んでいた。僕と先輩を鎌でぶっ刺していながら、ご満まん悦えつの表情だ。

「ご機嫌だね」

「まーね。子バグとはいえ、バグを狩れたからさ」

「子バグ？　なんだっけ？　前に聞いたような気がするけど……」

「前にも言ったけど、バグから派生したバグのことを子バグっていうの。元は親バグっていうんだけど、親バグの宿主と接触したりするとうつるんだよ。まあ、ほとんどは自然にうつるっていうより、親バグがバグを寄生させる感じだけど」

「じゃあ、先輩は誰かにバグをうつされたっていうわけか？」

「まあ、その可能性はあるよね。もしくは、親バグ自身か親バグの宿主と接触したのか、どっちにしろ、この子の近くに親はいるよ」

　そういうもんなのか。よくわからないけど、先輩も不運だな。

「とにかく、ゲツ君、グッジョブだったよ。いやいや、あんなふざけた交渉でこうもバグの動きを止めてくれるなんて思ってもいなかったよ。君のビョーキもなかなかやるね」

　ほめられても、あまり嬉しくない。

「あのさ、刺すなら刺すって言ってくれないかな？　いくら治るっていっても死ぬほど痛かったんだけど？」

「体の痛みなんて、治っちゃえばすぐに忘れるからだいじょぶ、だいじょぶ」

　心も痛かったけどね……

「静流先輩は？」

「そこで寝てるよ」

　ゆっくりと体を起こして辺りを見回す。制服姿の静流先輩が倒れていた。

「静流先輩の言動が、少しおかしかったんだけど、それってバグが影響してたりするの？」

「うん、するよ。バグの宿主はバグの影響をモロに受ける。逆にバグも宿主の影響をモロに受けるんだけどね」

「やっぱり、覚えてるのかな？」

「ディレクトリ内でのことは夢みたいなものだと思ってるかもしれないけど、現実にやってたことは覚えてると思うよ」

「このバグっていつから先輩の中にあったのかってわかる？　たとえば一年前からとか」

「もっと最近だと思うけどなぁ。バグの成長とか個体差があるし、今の私じゃあ細かい調査はできないから正確なことは言えないけど」

　じゃあ、あの写真は静流先輩の素ってことになるなぁ……

　まあ、いいか。それはそれで静流先輩の個性だよね。

「で、もう静流先輩の中にバグっていないんだろ？」

「うん、いないよ。狩ったから」

「起きたら、元に戻ってたりする？」

「人格って経験の積み重ねだから、おかしかった時の経験も人格形成に影響を与える。まるっと元に戻ってるかどうかと問われたら、はいそうですとは言えないね」

　また監禁騒ぎになったりしないかな？　さすがにそろそろ帰らないと香織さんたちが心配する。とはいえ、おかしいままの先輩を放置していくわけにもいかない。よし、近親相姦プレイとかやめて、きちんと面と向かって話し合おうじゃないか。

「タマは先に帰ってて。僕は静流先輩と話があるからさ」

「別にいいけど、一つだけ訊いてもいい？」

「なに？」

「ゲツ君、本気でその子と死ぬつもりだったの？」

　どうだろう？　最初はビョーキの暴走だったけど、最後には割とあっさり受け入れてたから、本気だったのかな？

「それとも、多少の怪我なら大丈夫だとか計算してた？」

「そこまで頭は回ってなかったよ」

「でも、アレが本気の行動だとしたら、君って随分とペシミスティックに生きてるね」

「僕は厭えん世せい主義者なつもりはないけどな」

「あのね、ペシミストのなり方って先ず世界を全肯定するの。どうしようもない、それこそ救いようのないこの世界を全肯定して受け入れて、戦ったり抗うことを諦める。人によっては鬱うつっぽくなるけど、そこを超えたら笑うだけなんだよね、ゲツ君みたいに」

　笑顔で言われた。

「死が日常化してたり命が安い場所ならともかく、この日本でアッサリ死を受け入れられるその精神構造は普通じゃないよ」

「……確かに僕は異常だよ。その辺りのことは自分でも理解してる」

「怒らせたなら謝るけど、どういう経験を積み重ねれば、ゲツ君みたいな人間ができあがるのか、ちょっと興味深いかな」

　狩人の目とは違う。タマは、もっと無機質な目で僕を見ていた。こういうタマを見ると、タマって美人だけど人間じゃないんだなって痛感してしまう。

「ま、今回はゲツ君、グッジョブだったからタマさんは先に帰ります。それじゃあねぇ」

　ヒラヒラと手を振りながらガラスをすり抜けて夜空へと飛んでいった。

　ひときわにぎやかな人物がいなくなると、外の騒音がうるささを増す。

　穏やかな表情で寝息を立てている先輩の横に僕は正座した。先輩のたわわな胸が呼吸に合わせて上下している。まるで眠り姫さながらの美しさ。見ているだけで胸の辺りが緩み、自然と微笑んでしまう。僕の母親になると言った静流先輩は、確かにぶちギレていたかもしれないけど、純粋な愛情を感じることができた。だからこそ、別れたほうがいい。

　少なくとも、ビョーキを克服できていない状況では、また静流先輩を傷つけるだけだ。決して静流先輩が怖いからだとか、そういう理由ではない。

　僕だって、きちんと好きな人だけを好きだと言って、その人だけを幸せにしたいんだ。そりゃ、好きな人がたくさんいることは否定しないし、一番を決めろと言われても無理だけど、裏切って傷つけたいとは思えない。傷つけるのなら、取しゅ捨しゃ選択の末に傷つけたほうが、まだマシだ。僕が考え事をしながら静流先輩を眺めていたら、先輩が目を開けた。

「砕月君……」

「お母さんと呼んだほうがいいですか？」

　静流先輩はキョトンとしてから顔を真っ赤にして起き上がる。

「え？　あれ？　私……」

「僕は楽しかったですよ。やっぱり先輩のことが好きなんだなぁって実感できました」

「あ、あ、あ、あの、ち、違うんです！　だって！　あれ？　どうして私？　え、もしかして首輪とか……」

「はい。そのうえ監禁されました」

「あう……」

　静流先輩が頭を抱えて小さくなった。

「ど、どうかしてたんです。頭の中がグルグル回ってる感じで、砕月君のことが、なんか大変な感じで、おかしかったんです。どうにかしてたんです！　ご、ごめんなさい！」

　どうやら正気に戻ってくれたようだ。

「先輩が気にしてることも全部、僕のせいだってわかってます。ですから、今さら、こんなことを言うのは変ですけど、きちんと別れましょう。静流先輩が思っているように僕は、アナタと優沙ちゃんと二股をかけました。弁解はしません」

　静流先輩はうつむいたままなにも言わない。

「でも、僕のビョーキを治してくれるって言われた時、本当に嬉しかったのは事実です。僕みたいなダメ人間を許してもらえるなんて思ってなかったから……」

　それは本心だ。でなきゃあ、赤ちゃん人間だって出てきやしない。

「実は、二股とか今回が初めてじゃないんです。昔から同じことばっかり繰り返してて、いい加減、学習しろよって自分でも思います。その度に後悔して反省したって変わらない。結局、ゲスはゲスのままなんです。なので、さよならにしましょう」

「勝手に決めないでください」

　顔を上げた静流先輩は、いつになく真剣な面持ちだった。

「確かに、ひどく傷つきましたし、ショックのあまりカッとなって砕月君を蹴り倒してましたけど、私の言葉もきかないで勝手に決めないでください」

　正直言えば、恨み辛つらみは聞きたくなかったので、強引に話を進めた感はある。でも、こうなったら、もう逃げるわけにはいかない。非難は甘んじて受けよう。

「二股されてたって知って、悔しくて悲しくて泣きました。腹が立って、許せなくて、気づいたら砕月君のことを探してました。私が、こんな辛い思いをしてるのに、砕月君は変わらず笑ってたりして、ああ、もう、本当に殺してやろうかなって……」

　怖いけど、当然の言葉なので僕にはなにも言えない。

「でも、違うんです。本当は殺したいんじゃなくて、私だけを見てほしかったんです。好きだったんです。あんなに酷い仕打ちをされても、アナタを嫌うことはできませんでした。自分に腹が立ちました。だって、そんなの惨みじめじゃないですか。でも、砕月君のことばかり考えてグルグルになって、気づいたら、アナタの後をずっとつけてました」

　やっぱり僕の見られているような感覚は気のせいではなかったのだ。

「悔しいけど、大好きなんです。このまま、ずっとここに二人でいたっていいくらい。でも、そんな自分に腹が立ちます。無様です。親の言う通りに生きてきて、そこから抜けたら砕月君に依存して、自分がないことに気づいて、本当にやるせなくて……」

　泣きそうな顔で自嘲気味に笑う。

「プライドがなければ楽なんですよね。そしたら、砕月君に捨てられないよう縋すがっているだけでいいから。でも、そんな風にはなれません。だから、アナタのビョーキを治そうと思いました。そしたら、自分のプライドも保てるから……」

　静流先輩はため息を吐いて、僕を見た。

「信じてもらえないかもしれないけど、気づいたら自分の感情とか願望がコントロールできなくなってました。そしたら監禁です。もう、本当に嫌になってきます」

「それは静流先輩のせいじゃない。僕が悪いんだ」

「……そうですね。私をここまで壊した責任、取ってほしいくらいです」

　これ以上、静流先輩に嘘は吐きたくなかった。真っ直ぐに自分の正しいと思う選択をしたい。だから、ビョーキに邪魔はさせない。

「僕は責任をとれるような上等な人間じゃないんです。ゲスです。だから……」

「砕月君はゲスなんかじゃありません。アナタの過去も知ってるから、ビョーキのことだって理解できます。砕月君も苦しんでるんだって知ってます。そういうところは今後、改善していけばいいだけの話です」

「いや、今後とか言われても、僕らは、これで……」

「嫌です。別れません。砕月君がどう思っていようと、私の恋人は砕月君だけです。だから、アナタのビョーキは私が治します。進路も医学部か心理学部のどちらかに絞ってます」

「いや、でもさ……」

「砕月君の都合なんて知りません。アナタが好き勝手にやるって言うなら、私も好き勝手にアナタのことを好きでいます。それに、別れたとか言われても、私は了りょう承しょうしてませんし、絶対に結婚までこぎつけてやります。それが私の女としてのプライドです。浮気をするっていうなら、片っ端からつぶしていきます。覚悟してください」

　なんか静流先輩、キャラ変わってね？　こんな感じの人だったっけ？

「と言うわけで、これからもよろしくお願いします。絶対に逃がしません」

　あれ？　おかしいな、別れられなかったぞ。しかも、逃がさないとか言われたぞ……

「……僕は先輩に許してもらえたんでしょうか？」

「許すということは忘れるということと同義です。ですから、絶対に忘れられないことを許すことなんてできません。言ってる意味、わかりますよね？」

　笑顔だけど怖かった。

「でも、僕には優沙ちゃんとか千ち夏なつとか、いろいろと仲のいい女の子がいたりして……」

「正せい妻さいとして泥棒猫どもは、ことごとくつぶしてまわります」

「ぼ、僕の女の子をつぶさないでください！」

　言っておいてなんだが、割と最低なセリフだ。さすがに静流先輩の笑顔が引きつる。

「被害者を出すのが嫌なら、変なことをせずに私だけを愛すると誓ってください」

　背筋が凍るような威圧感。ダメだ。隙がない。

　あれ？　なんか、本気で逃げられなくね？　ここで、誓ったら、またつき合うってことを認めることになるんじゃね？　いや、僕も静流先輩は好きだよ。ただね……

「……あの、もし、僕のビョーキが暴走した場合は、どうなりますか？」

「砕月君には殺す一歩手前まで蹴りをぶちこみます。相手の泥棒猫はつぶします」

　ダメだ。うなずいたら、色んな被害が拡大しかねないし、修羅場の発生率が高くなる。ここで復縁を認めるわけにはいかない。別に自分の保身を考えてるんじゃないよ。他の女の子の身を案じているだけだ。そう、僕は世の中の女の子のために、静流先輩としっかり別れなければならない。でもさ、浮気をしなければいいんじゃないかな？

　……それができるなら苦労しないよ。真人間への道は、まだまだ遠い。

「静流先輩、なにか飲み物でも飲んで腰をすえて話し合いましょう」

「わかりました」

「あ、じゃあ、僕が用意するんで、待っててください」

　そう言ってキッチンへと向かい、冷蔵庫の中に入っていたジュースをコップに注ぐ。そして、先輩のスーツケースから失敬しておいた睡眠薬を砕いて入れた。お盆に載せて部屋に戻って、笑顔のまま先輩に睡眠薬入りのコップを手渡す。そしたら僕の持ってるコップと交換させられた。

「砕月君、さ、飲んでください」

「あ、虫が！」

　ていっと投げ捨てた。ジュースが床にぶちまけられ、ガラスのコップが転がる。

「あー、こぼしちゃった。先輩、拭いててくれないですかね？　新しいの用意するので」

「わかりました。今度は不ふ埒らちなことを考えないでくださいね」

　バレてらっしゃる。僕は逃げるように再びキッチンへと向かった。僕としては睡眠薬で先輩を眠らせてから逃げようと思っていたんだけど、冷蔵庫を開けてから気づいた。

　あ、このまま逃げればいいんじゃね？

　こんな単純なことを思いつかないなんて、これが策士策に溺れるってやつだ。

　そうと決まれば僕の動きは速い。音もなく玄関まで移動する。靴はないが、そんなことを気にしている余裕もない。音を立てないように扉を開けてからダッシュで廊下を駆け抜ける。しばらくしてから背後で扉の開く音が聞こえた。

「砕月君！　待ちなさい！」

　背後から足音が響いてくる。振り返ったら、スタンガンを持った先輩が僕を追いかけてきていた。怖い、怖すぎる。

「ご、ごめんなさい！　なんでもするから別れてください！」

「許しません。逃がしません！　別れませんっ！」

　しばらく死ぬ思いで走ったら、どうにか静流先輩から逃げ切ることができた。だが、今後のことを考えると気分が沈む。

　先輩は僕とは別れる気がないと言っているけど、そうなると優沙ちゃんや千夏と正面からぶつかる立場になるわけだ。常に修羅場発生の危機を孕はらみながら生きていかねばならない。辛い、辛すぎる。まあ、こういう態度を取るというのは、静流先輩もメンタル面がそうとうタフになったようだ。もう、僕のような外道に簡単にはだまされないだろう。

　結果オーライか？　うん、そういうことにしておこう……

　結局のところ、問題はなにも解決していないけど、とりあえず先輩の問題からは目を背そむけようじゃないか。考えたって、どうにもならないんだよ。だから、ここは、そんな修羅場のことよりも、バグと世界平和について考えよう。

　どうして静流先輩の中にバグがあったんだろ？　タマは子バグだとか言ってたっけ？　そういえば、タマが追ってたヴァルキリーって優沙ちゃん、そっくりな顔をしていた。

　あまり考えたくないけど、きちんと考えたほうがいいかもしれない。

　先輩の中にあったバグは先輩の顔をしていたし、先輩そのものだったと言っていい。ということは、すなわち、あのヴァルキリーも優沙ちゃんとなんらかの関係があることは否定できない。さすがに、そこまでわかっておいて、今さら知らない振りを続けるわけにもいかないか。帰ったらタマに話をしておこう。

　と考えながら一週間ぶりに帰宅した。大変でした。

　香織さんと莉子は僕が帰ってくるなり、泣き出してしまい、そして二人そろって怒り出した。僕は説教をする二人の前で静かに正座をすることになったわけです。

「お兄ちゃんが優しくて強いのは知ってるけど、でも、でも、心配だったんだから！」

　涙と鼻水がコラボった大だい号ごう泣きゅうだ。僕は「ごめんなさい」と謝ることしかできない。

「もし、砕月さんが帰ってこなかったらと考えるだけで私……」

　さめざめと香織さんは泣く。僕は「すいません」と謝ることしかできない。

　叱られながらも二人の愛情を確かに感じた。静流先輩は僕に愛されたという実感がないみたいなことを言っていたけど、そんなことはない。

　僕は家族に愛されている。そりゃ、一線超えかねない微妙な位置ではあるけど。

　こんこんと説教を受けた結果、莉子とは週末デートの約束を取り付けられ、香織さんの買い物にも付き合うことになった。三人で行けばいいのに、なぜか違う日になった。

　説教に疲れて自室に戻ってみればタマがベッドの上でうつぶせになりながら漫画を読んでいた。

「あのさ、家にいる時は姿消しておいてよ」

「でも、実体化してないと漫画読めないんだよね」

　色んなものに触れないからね。それもわかる。でもね……

「莉子や香織さんに見つかったら、またややこしいことになるだろ？」

「でも、漫画が読めないんだよ、ゲツ君」

　全然姿を消す気がない。もう、なんか、どうでもいいや。

「誰かの気配、感じたら消えろよな」

「わかってるって。タマさん、そんなドジじゃありませんよ」

　パタパタとバタ足のように足を動かして答える。

　さてと、どのタイミングで優沙ちゃんとヴァルキリーのこと切り込もうか？　この流れのまま軽い感じで行ってみよう。

「あ、そういえば、ヴァルキリーのバグって優沙ちゃんの顔に似てたんだけど、他人の空似ってあるもんなんだねぇ。超ウケるよね」

　パタパタ動いていた足がピタリと止まり、本職のヤクザみたいな眼光で睨まれた。

「ゲツ君、それ初耳なんだけど？」

　タマは漫画を放り投げてベッドの上に座る。そして僕は無言のままタマの前で正座した。

「で、どういうこと？」

　声がじゃっかん低いので、僕は伏ふし目がちにヴァルキリーに襲われた際、その顔が優沙ちゃんに似ている気がした旨むねを伝えた。

「どうして言わなかったの？」

「それは、ほら、僕って今を生きてるから昔のことはわからないっていうか……」

「それが言い訳になると思ってるの？」

「すいませんでした。面倒事が増える気がして、黙ってようって思ったんです」

「ふーん、で、そのミス、君、リカバリーできるの？」

「り、リカバリーって、自分で責任取れってことですか？」

「そうだね。もしくは、対価を払うべきじゃないかな？」

「対価と言われても……か、体で払うほか方法が見つからないんだけど、できれば初体験は複数相手がいいというか……」

　どうしようもねぇな、僕って人間は。なんで、こんなにも業ごうが深いのだろう？

「タマさん、最近、ゲームセンター行けてないんだよね。誰かさんが監禁されてたから」

　サラリと僕の言葉は流された。

「……好きなだけ遊んでください。僕が責任持ちます」

　そろそろ、春休みのバイトで貯めたお金がピンチですが、まあ、背に腹は代えられません。反省の意味も込めて悄しょう然ぜんとうつむいた僕の前で、タマはしばらく難しい顔で考え込んでいた。

「……ゲツ君の言う通り、ヴァルキリーが三みつ渕ぶち優沙の顔と同じだったとすると、宿主である可能性は非常に高いね。ゲツ君の二股犠牲者だってこともあり、三渕優沙と深み草くさ静流は接触している可能性もあるし」

「あ、二股がバレた時、二人に詰め寄られて制裁を受けたよ」

「なら、その時にでもうつった可能性があるね」

「うつるって言うけど、そんな簡単にうつるものなの？」

「バグを宿す条件さえ整っていれば、うつるよ。直接触れるとか、そういうんじゃなくて、場の空気や雰囲気に影響されるんだ。理屈としては集団ヒステリーや感応精神病に近いかな。負の情念や鬱うっ屈くつの共有が行われると、うつる可能性が飛躍的に上がる」

　要は同じような境遇の人間だとうつりやすいってことか。確かに優沙ちゃんと静流先輩は僕の二股被害者だ。

「さっき子バグとやりあった時にハッキリしたけど、やっぱり私の情報、損そん傷しょうしてるんだよね。現状だと対ヴァルキリー戦が厳しいことは否定できない」

「まあ、そこは僕が頑張るよ」

「でも、ゲツ君、頭がおかしいから女の子には絶対に手を上げないでしょ？」

　頭がおかしいとか言われた。否定できないけど。

「そこを無理にやれって言ったってモチベーションも上がらないだろうし、君の特性みたいなものを活かして戦ったほうがいいから別にいいけどね。ただ、タマさんはゲツ君を微妙に役立たずだとは思ってるよ」

「すいません」

「そうなると、君の役割はオトリか盾。知ってる相手で、しかも元恋人ならラミアの時みたいに口先だけでだませると思うんだ。いつもやってるようにペロッとだましちゃってよ」

「……なんか、僕ってとことんダメっすね」

「それはとらえ方の問題だと思うな。私の役に立ってるんだから、それは君の長所だよ」

　うまく言いくるめられてる気がしてならない。まあ、タマの役に立ててるなら、それでいいけどさ。

「それで、どうする？」

「テキトーに携帯電話かなにかで呼び出しちゃって。さすがに今日の連戦はきついから明日以降でお願い」

　言われた通り携帯電話を取り出そうとしたところで、無いことに気づいた。ああ、そうだ。静流先輩が僕の携帯電話を持っている。

「どうしたの？」

「いや、明日、優沙ちゃんには直接会って話をしようかなって」

「タマさんとしてはなんでもいいけど、元気ないね。どうしたの？」

「いや、たいしたことじゃないよ。新しい携帯電話、買おうかなって……」

　出費がかさむ今日この頃です。
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　一週間ぶりに学校に来た瞬間、宗そう助すけと千ち夏なつに呼び出しを食らった。

　いつものように屋上で正座をさせられ、一週間、音信不通だったことの説明を求められたわけだが、さすがに監禁されてましたとは言えない。

「人間関係に疲れを感じてさ。僕のことを誰も知らない町を歩きたくなったんだ」

　千夏は僕の目をジッと見つめてくる。目をそらしたくなった。

「……嘘ね。おそらく言えない理由があるってとこ？」

　ホント、千夏は僕の心のソムリエールだ。読心術とか勘弁してほしい。

「ゲッさん、なにか面倒事に巻き込まれてるんじゃないのか？」

　巻き込まれてるけど、バグのことは言ったところで信じてもらえないだろうし、静流しずる先輩のことは誰かに言うわけにはいかない。

「別に面倒事には巻き込まれてないよ」

　宗助もジッと僕のことを見つめてくる。

「……ゲッさんの新しい彼女疑惑のある女いたろ？」

「タマのこと？　何度も言うけど、タマとはそんな関係じゃあ……」

「俺の勘かんが言ってる。ありゃ、厄やっ介かいな女だ。あまり首を突っ込まないほうがいいぞ」

　いや、もう遅いけどね。どっぷり首を突っ込んじゃってるよ。

「それと、俺に話せなくてもチー坊には可能な限り話してやれよ。メチャクチャ心配してたんだからなぐふっ！」

　千夏の裏拳が宗助の鳩尾みぞおち辺りを思い切り叩いていた。

「別に心配してない。下らない話なら聞きたくないけど、危ないことは？」

「してないです。大丈夫です。それと、誰にも迷惑はかけてません。あえて言うなら千夏に心配かけてたことが心苦しいよ。千夏が心配のあまり熟じゅく睡すいできない夜が続いたと思うと、僕はもう……」

「こちらから連絡しても返ってこなかったのは、返せなかったから？」

　サラリと流された。あれ？　千夏もスルースキルが上がってね？

「あ、携帯電話を失なくしてしまいまして……」

「そうなの？　でも、探さないでくれってメールが返信されてきたけど？　アレは？」

　うおっ、思わぬ返答。くそ、千夏め、こうやって探りを入れてくるから侮あなどれない。

　少しばかりテンパってる僕を置いて千夏はボソボソと考えを羅ら列れつし始める。

「誰かに携帯電話を奪われていた。そして家にも帰らない。特に怪我とかしてるわけでもなさそうだし、誰かと旅行？　いえ、それなら携帯電話を取り上げられる意味がわからないし、砕月のふりをして返信をしてくる意味もわからない」

「千夏ちゃん、そういう推理をしたって誰も幸せにならないと思うな」

「監禁でもされてたの？」

　その思わぬドンピシャぶりに目が泳いでしまう。どこの名探偵だ？

「なにを言ってるんだ、僕は旅行に行ってただけだよ」

「庇かばいたい相手に監禁されてた。となると、後はアナタを監禁できるバックボーンを持ってる人物に犯人は特定できる」

「ご、ごめんなさい！　後で詳しく話すので、それ以上の公開推理は勘弁してください！」

　土下座するしかないのだ。

「別に大たい抵ていのことは類るい推すいできるから話さなくていいけど、蹴けりはついたの？」

「お、おそらく……」

「ならいいけど。それと三みつ渕ぶちさんにアナタの行方ゆくえを訊かれた」

「あ、俺も訊かれたぞ。なんか、プールに行く約束をしてたとかなんとか言ってたな」

　二人の何気ない言葉。でも、目がね、僕を貫くように見ているんですよ。

「二人でプール、行ったみたいね。楽しかった？」

「こ、今度、みんなで行こうか？　ほら、あのレジャー施設があるだろ」

「人ごみ嫌い」

「ですよね。じゃあ、夏の旅行とかキャンプとか、今年は三人でどこに行こうか？」

「そうね、毎年恒例だものね。それで、話がそらせると思ってるの？」

「すいません、思ってません」

「なあ、ゲッさん、別れようとしてた女とどうしてプールに行かなきゃならないんだ？」

「それは、僕のビョーキがペロッと優ゆ沙さちゃんをだましてしまいまして。いや、でもね、僕だって頑張ったんですよ。きちんと僕がどれだけダメ人間なのかを説明したんです。そしたら、優沙ちゃんが僕のビョーキを治すと言い出しまして」

「同じ被害者」

　千夏がボソリとなにかをつぶやいた。

「なので、その、えっと、縒りを戻してはいないんですけど、友人として仲直りできたような感じです。はい」

「ゲッさん、今さらお前の女癖の悪さをとやかく言わねぇけど、心配してた連中には、きちんと説明してやれよな」

「わかってます」

　宗助もため息を吐いていた。呆れてはいても、こうして心配し、説教までしてくれる彼は僕にとって無二の親友だ。だから、せめて、人として最低限の誠意ある行動を取りたいと思うんだ。

「ハーレム作るためには女の子たちとの関係性にもきちんとメンテナンス入れないといけないからね。好感度操作も大変だよ」

　本当にごめんなさい。生きててごめんなさい。


★



「ゲツ君、あの子に接触しないの？」

　授業中、うるさかったタマに筆談で「タイミングってものがある」と答えた。

　そうやってタイミングをはかっていたら、いつの間にか昼休みになっていた。

　今までだったら携帯電話で呼び出すとことができたんだけど、今は静流しずる先輩の手の中だ。取り返そうにも、静流先輩とは可能な限り接触したくない。さて、どうしようと思いながら教室で弁当箱を開いたら宗助に肩を叩かれ、無言のまま扉のほうを親指で指さされる。

　静流先輩がいた。向こうから接触してくるパターンをまったく考えてなかった。

　さすがに逃げられないので、静流先輩のもとへと向かう。

「砕さい月げつ君、一緒にお昼御飯にしましょう」

　静流先輩の手の中には弁当箱が二つある。甲か斐い甲が斐いしいけど、色んな視線が痛い。

　とはいえ、女の子の誘いを断わるなんてできないので、そのまま二人で中庭へと向かう。ベンチに腰かけたところで先輩に手作り弁当を差し出された。

　男子の誰もが夢に描くイベント。女の子の手作り弁当である。なのに、どうしてだろう？　箸をつける気になれないのは……ああ、そうか、睡眠薬って前科があったよね。毒殺される可能性あるよね。でもさ、せっかく先輩が作ってくれた料理を食べないわけにはいかないし、今日はスーツケースだってない。

「いただきます」

　覚悟を決めた僕は笑顔のまま食べることにした。おいしい。でも、怖くて味がしない。

「あ、携帯電話、返しておきますね」

　ニコニコ笑いながら携帯電話を手渡される。

「泥棒猫の番号は全ぜん削さく除じょしておきました」

　宗助と家族、そして静流先輩の番号しか電話帳に残っていない。まあ、それはいい。千夏と優沙ちゃんの携帯番号とメアドならそらんじられる。それ以外の女の子の番号は、もうしかたがない。

「私、砕月君と結婚すると決めてます。他の有う象ぞう無む象ぞうには邪魔はさせませんから」

「あの、先輩の気持ちは非常に嬉しいんですけど、僕はビョーキのせいで、ペロッと浮気みたいなことをすると思うんですよね」

「泥棒猫はことごとくつぶします」

　つぶさないでほしい。そのために僕は頑張ってるんだから。よし、真面目な話をしよう。

「僕は先輩を傷つけたけど、先輩の在あり方とか考え方は否定したことありませんよね？　だって、それが静流先輩の本質だから。それが短所だろうと長所だろうと、先輩の大切なものだから、僕はそういう全てをまとめて受け止めます」

「逃げたじゃないですか」

「逃げたのは謝りますけど、先輩にとって大切なものがあるように、僕にもゆずれない大切なものがあるんです。先輩が僕を傷つけるのはかまいませんよ。でも、他の女の子が傷つけられるのは嫌です。そこは、いくら大好きな静流先輩の望みでも受け入れられません」

　少し怒っているようだけど、しかたがない。嘘のない僕自身をさらけ出そうじゃないか。

「先輩、僕は女の子が大好きです。先輩のことも大好きです。優沙ちゃんも千夏もタマも大好きで、世界中の女の子が笑っていればいいと思います。悲しんだり苦しんでるのなら、行って手を差し伸べたい。愛情が必要なら、いくらだって愛しますよ。でも、僕は、平等に全ての女の子が好きなんです。愛せるんです。どうしようもないスケコマシの鼻毛野郎です。でも、そういう人間なんです。それが僕の本質なんです」

　静流先輩はジッと僕を見つめている。

「受け入れられないでしょう？　僕だってそんな自分を変えたいと思いますよ。今だって思ってます。でも、どうやら、僕はそういう風にできてるみたいです」

「受け入れます。許しませんけど」

「え？」

「砕月君のビョーキは受け入れます。でも、それでやること全てを許せるわけではありません。怒りますし、悲しいですし、傷つきます。そして私はそんなスケコマシなアナタが大好きです。それも私の本質です。なので、相手の女性に対してはどうこうしませんけど、砕月君が浮気をしたら本ほん妻さいとしてアナタをしばきます」

「え？　いや、その……本妻ですか？」

「ええ、私はそのつもりです。それと浮気は浮気です。砕月君が浮気症なのは理解してますけど、それを許せるかというと話は別でしょう？　でも、そういう短所も込みで好きなのだから、しかたがありません。ですが、しばきます。理解いただけましたか？」

「でも、僕はいつかハーレム王になる男ですよ」

　静流先輩は笑顔のままスタンガンを取り出す。

「す、すいませんでした！　ぼ、僕のビョーキがですね、またハーレム願望をペロッと口にしやがって……」

「そうですか、ビョーキならしかたがありませんね。でも、あまり変なことを言うと、また監禁しちゃいますよ☆」

　僕には空笑いを浮かべて手作り弁当を食べることしかできなかったのです。


★



　授業中に送られてくる静流先輩の「一緒に帰ろう」メールは、気づかない振りでスルーし切れない量になっていた。うまいこと誤魔化しつつ「一緒には帰れません」と返信しておいた。納得してもらうまで合計百八回のやりとりをし、午後の授業全てを消費したわけだけど、先輩、受験生なのに大丈夫なのかな？

　そんな中でも優沙ちゃんに「話がしたい」メールを送ったわけだが、受信拒否されているのかメールが返ってきてしまう。それとも僕がメールアドレスを間違えて覚えていたのだろうか？　まあ、いいや。直接、会って話すしかない。

「ゲツ君、バグ倒すよ！」

　放課後になると同時にタマさんが意気込んでガッツポーズをなされた。さすがに拒否することもできなかったので、言われた通り優沙ちゃんに接触することにする。

　とはいえ、優沙ちゃんとの約束だったプールも監禁生活ですっぽかしてしまったので、その辺りのことをきちんと説明しないといけない。せっかく仲直りできたのだ。僕だって無駄に関係を壊したくはない。

　優沙ちゃんの教室の中を覗き込む。優沙ちゃんは女子の友達と会話に勤いそしんでいた。しかたがないので、近くにいたクラスメートの人に優沙ちゃんを呼んでもらう。戻ってきたと思ったら「話すことはないってさ」とことづてられた。やはり怒ってらっしゃる。

「なにグズグズしてるの？　さっさと行きなよ！」

　タマがうるさいので僕は教室の中へとズカズカと入っていき、ガールズトーク中の優沙ちゃんの前に立った。

「こんにちは」

　無視された。優沙ちゃん相手に二股している事件が友達にはバレているらしく、敵意のこもった目で見られてしまう。針はりのむしろだ。

「あの、優沙ちゃん、お話が」

「優沙、望もち月づき君と話すことなんてないって」

　友達の援護射撃である。

「さっさと失せなよ。超うぜぇ」

　うわぁ、女の子にうぜぇって言われた。あれ、思いのほかダメージあるぞ。

　けどね、ここで引くわけにはいかないよ。だってタマがイラついてるんだもの。このままだと実体化してひと波乱ですよ。それは勘弁してほしい。

「優沙ちゃんになくても僕にあるんだ」

　手を引こうとしたら拒否られた。徹底的だ。でも、引かないぞ。僕は優沙ちゃんの背後へと回り込み、わきの下から腕を通して吊り上げ、強引に立たせた。優沙ちゃんがジタバタと暴れ出す。

「ちょ、ちょっと、さ、砕月、アンタ、なにしてんのよ！」

「話があるんだよ、優沙ちゃん」

「望月、それセクハラ」

「優沙っち、放しなよ、超うぜぇ」

「ああ、大丈夫、この程度のこと、今さらセクハラでもなんでもないから」

　まあ、いろいろとセクハラ発言とかしてますしね。

「ちょ、あ、アンタ、なに言ってんの！」

　優沙ちゃんが暴れるが、僕は無視して優沙ちゃんを引きずっていく。教室から廊下に出たところで優沙ちゃんが再びジタバタと騒ぎ出した。

「わ、わかったわよ。歩くから！　話を聞くから放してよ！」

　このまま優沙ちゃんをテンパらせたい衝動が巻き起こってくるけど、あんまりいじめちゃかわいそうだ。言われた通り放したら、優沙ちゃんは顔を真っ赤にして僕を睨んできた。やはり色んなことを怒ってらっしゃるようだ。僕がたじろいだ瞬間、優沙ちゃんは勢いよく踵を返す。そして猛ダッシュ。

「あれ、優沙ちゃん？」

「逃げたんだよ！　ゲツ君、早く追って！」

　なんてこった。僕がヤンキー相手に使った手を使うなんて……あれだね、これ他ひ人とに使われると、ちょっとムカつくね。裏切られた感がすごいね。そりゃ、必死になって追うよ。

　さすがは元陸上部だけあって優沙ちゃんの足は速い。スタートダッシュで出遅れたのが痛いけど、僕だって逃げ足スキルはフルコンプ済みだ。簡単に逃がしはしない。

「待ってよ、優沙ちゃん！　僕の話を聞いてくれ！」

「私に関わらないで！」

　完全なる拒絶の体ていだ。確かに一週間音信不通だったし、約束を破ったかもしれないけど、ここまで拒絶されるものだろうか？　逃げられる理由がわからない。だって、本当に嫌いなら逃げるとか面倒なことはしない。普通は無視だよ。百歩譲ってくれたとしても、話して流して終わりだよ。まあ、とりあえず今は全力で後を追うだけだ。

　校内を走り回った結果、着いた先は屋上。優沙ちゃんは息を切らしながらフェンスを背にして僕を見つめる。

「近づかないで！」

「連絡取れなかったことは謝るよ。ごめん。プールの約束も破っちゃったし、埋め合わせは必ずするから」

「どうして私を責めないの？」

　意味がわからない。

「アンタが拉致されたのだって私のせいなんでしょ？　もういいの。今なら砕月の気持ち、すごくわかる。私に近づくから、そうやって……」

「優沙ちゃん、なに言ってんの？」

「砕月は、そうやって全部受け入れて許すもんね。でも、いいの。ごめんなさい。私のせいでアンタに迷惑かけちゃった……」

「いや、だから……」

「まどろっこしい」

　タマが不意に実体化しやがった。この子、ホント、空気読んでくれないよね。

「話は後にしてね、ゲツ君」

　甲高い耳鳴りがして音が消える。屋上から見えていた風景が全て消え去り、クリーム色の空間が無限に広がっていた。タマのディレクトリだ。ディレクトリが生せい成せいされた瞬間、優沙ちゃんがうつむいた。不意に姿がテレビの砂嵐のようにブレ出し、制服が時代劇で見るような十じゅう二に単ひとえに変わった。バグである。でも、おかしい。

「ちょっと、ゲツ君、ヴァルキリーじゃないよ！」

　そうなのだ。優沙ちゃんの姿は十二単姿に扇せん子すを持った女性だ。あの甲冑騎士じゃない。

「ねぇ、ゲツ君、どういうこと？　きちんと説明してもらえないかな？」

「そんなこと言われたって、僕にもわからないよ」

「またテキトーなこと言ったんじゃないの？」

　タマの中で僕の株が大暴落中だ。切ないなぁ。

『憎い、憎いぞ、妾わらわを捨てたお前様が……』

　思い切り睨まれているんだけど、あのバグの正体はなんなんだろう？

「あのバグはきっと紅葉もみじ姫ひめだね」

「紅葉姫？」

「都で武士に愛されてたんだけど、最終的に捨てられて都みやこ落おち。落ちた先で妖よう術じゅつ駆く使しして盗とう賊ぞくの女首しゅ領りょうになるの。最後は討とう伐ばつされるけど、その際も妖術使って兵士を苦しめた鬼女」

　なんかヴァルキリーとかラミアって割とメジャーだけど、紅葉姫ってあまり知られてないと思う。バグもその辺、いい加減なんだな……まあ、どうでもいいか。

　タマはすでにあの大鎌を構えて臨りん戦せん態たい勢せいだ。で、僕はどうしたらいい？

「ゲツ君は口先だけで相手をだますことしかできないんだから交渉してね」

　ひどい言われようだけど事実だから言い返せない。

「あの、優沙ちゃん……」

『どうして妾を捨てた！』

　優沙ちゃんの姿だけど、声は聞きなれぬ女性のものだった。静流先輩の時もラミアと先輩がごっちゃになってたけど、優沙ちゃんも紅葉姫とごっちゃになってるみたいだ。

「優沙ちゃん、僕は君を捨ててなんか……」

『許せるものか！』

　優沙ちゃんが扇子を振り回した瞬間、僕とタマは突風に吹っ飛ばされた。ゴロゴロとコンクリートの上を転がってしまう。色んなところが擦すり切れて地味に痛いので、傷を消した。風に飛ばされるなんて生まれて初めての経験だ。でも、怖おじ気けづいてる暇ひまはない。立ち上がって交渉しなければ……

「優沙ちゃん、僕は優沙ちゃんを捨ててなんか……」

『黙れっ！』

　再び扇子を振るう。今度は雷のような電撃が僕を襲った。一撃で体から力が抜けた。本気で意識が飛びそうになったよ。助けを乞こうようにタマへと視線を向ける。僕がぶっ倒れてもタマは我われ関かんせずを貫く気なのか、距離を取っての観戦中だ。僕が隙を作るまで本気で動く気がないらしい。体の痺れも傷を治すのと同じ要領でなかったことにして立ち上がる。

「優沙ちゃん、僕の話を……」

『どうして妾を裏切ったのだ！』

　再び突風が襲ってきたかと思いきや、今度は竜巻になって僕を空中に放り投げる。

　うわーい、色んなことを問われてるのに答える暇がないや。つーか、答えさせる気がないのかもしれない。暴風にグルグル回されたのち、浮遊感。後は垂直落下だ。

　衝撃に呼吸が止まる。色んな骨や内臓が大変なことになっていそうだけど、痛みを無視してどうにか無効化キャンセルする。いや、こうやって怪我はすぐに治せるよ。治せば激痛だって嘘のように消えるよ。でもね、本当に痛いから精神がすり減っていくんだ。

『なぜだ？　妾はそなたを愛しておったのだぞ？　なのに、かような仕打ち。許せん！』

　扇子を振れば、今度は業ごう火かだ。熱くてシャレにならない。走って逃げるが、炎が僕を追ってくる。もう勘弁してくれ。

「優沙ちゃん！　だから僕の話を聞いてくれ！」

『黙れっ！』

　だから、さっきから「どうして？」だとか「なぜだ？」とかたずねてくるくせに僕が弁解しようとしたら「黙れ」だ。いったい、どうしろって言うんだよ？　痛いし熱いし、僕、泣きそうだ。静流先輩の時みたいに、どうにかして素の優沙ちゃんと話ができないと、きついな。どうしたらいいんだろう？

「よし、わかった！」

　不意に僕は炎から逃げるのをやめた。え？　なに考えてんの？

「君の全てを黙って受け止める！」

　言った瞬間、炎に巻き込まれた。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁ！」

　ぎゃー、熱い、熱い、熱い、熱い、熱い……

　皮膚は熱波に炙あぶられ、あっという間にひび割れる。めくれ上がった表皮はすぐに黒く炭たん化かし、その間からは皮ひ下か脂し肪ぼうがサラダ油のようにサラサラと流れ出る。だが、それもすぐに炎によって蒸発した。気管から入った熱気は体の内側からも僕を焼き尽くしていく。肺が燃えるように熱くなり、呼吸が止まった。

　言げん外がいの苦しみに僕は膝をつく。これは、きつい。きつ過ぎる。激痛と苦痛に意識が刈かられそうになるが、すぐさま健康体をイメージして傷をなかったことにする。だが、次の瞬間、また焼かれる。いつまでこの地獄が続くのかと思ったが、しばらくしたところで業火からは解放された。すぐさま、毅き然ぜんとした態度で立ち上がる。

「君の恨うらみ辛つらみはこんなものか？　この程度で君の気はすむのかい？」
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　いらない挑発をしないでいただきたい！　僕はいつからＭになったの？　痛いの辛いの大好きなの？　僕は大っ嫌いだね！　愛のないＳＭ行為は勘弁してほしいよ！

「さあ、気のすむまで僕を痛めつけろ！　全て受け止める！」

　優沙ちゃんがカッと目を見開いて扇子を振り回した。雷らい撃げきだ。一瞬で細胞全てがマグマのような熱を帯びて、僕を殺そうとするんだけど、そんな苦痛もちょっとイメージを変えれば消えやがる。ぶっちゃけ、死んじゃったほうが楽なんじゃないかなって思えてきた。

「全部受け止めるって言ってるだろ！　さあ、もっと来い！　おかわりだ！」

　両手を広げて仁に王おう立だち。僕はバカかＭだ。もしくはバカでＭだ。

　その後も風の刃やいばで切り刻まれたり、炎でこんがり焼かれたり、雷で消し炭にされたり、臨死体験を繰り返しまくった。口で言うならたやすいかもしれないけど、一つ一つが地獄の苦しみです。発狂寸前だ。それでも僕のビョーキは余裕なのだ。

「この程度かい？」

　さすがの優沙ちゃんも妖術の連続使用で疲れたのか、肩で息を切らしている。

『なぜ倒れぬ？』

「言ったろ？　君の怒りも悲しみも全て受け止める。それが、君を裏切った僕にできるせめてもの償つぐないだ」

『黙れっ！』

　風の刃が僕の体を切り刻んだ。うわーい、耳とか頬っぺたとか吹っ飛んだけど、すぐに治るよね、ゾンビみたいだ。アハハハ、痛くて痛くて、頭がおかしくなりそうだ。

「まだ、憎いだろ？　だったら、その全てを出し切りなよ。それとも、僕が死なないと納得いかないかな？」

『当たり前だ！　許せるものか！　妾は誰も呪ったりなどしておらぬ。妾はお前様の無事をただ祈っていただけだ。なのに、お前様は妾を信じてくれなかった』

　よくわかんないけど、紅葉姫は誰かを呪ったという濡ぬれ衣ぎぬを着せられて、信じてもらえずに捨てられたのかもしれない。

「『今では全てを呪う鬼女に成り下がった』私は誰も呪ってなんていなかったのに……」

　あれ？　今、少しだけ優沙ちゃんの声がしたような気が……

「優沙ちゃん？」

「アンタがいるから私は、こうやって苦しまないといけないのよ！」

　雷撃。真っ黒焦げになった僕はあおむけに倒れた。体中が熱くて痛くて意識が遠くなる。でも、僕のビョーキは傷を治さない。え？　いや、治せよ。痛みで意識が飛びそうなんだよ？　で、飛んだらマジで死ぬかもしれないんだよ？　いいの？　よくないよ？

「砕月？」

　優沙ちゃんの声がする。

「どうしたのよ？　今までみたいに生き返りなさいよ」

　耳鳴りがする。目の前が真っ暗だけど、優沙ちゃんの声が近くで聞こえた。

「嘘でしょ？　だって今まで死ななかったじゃない。どうしてよ？　砕月！」

　体を揺すられる。ポツリと顔に水が垂たれてきた。

「ごめんなさい、嘘よ。死なないで！　だって、私、砕月のことまだ好きなの。『でも、妾を裏切ったお前様を許せんのだ！』」

　まだ、優沙ちゃんと紅葉姫はごちゃごちゃになっているみたいだ。

「許さなくていい」

　痛みがうっすらと引いていき、目の前では涙を流した優沙ちゃんの顔。

「許さなくていいよ。僕を憎みたければ憎んでくれたってかまわない。でも、ひとつだけ僕のお願いを聞いてほしいな」

「砕月、生きてたの……」

「笑っていてほしいんだ。僕はね、優沙ちゃんが笑ってるだけで幸せだよ」

『妾は笑えぬ。妾はお前様や多くの人を傷つけたのだ。今でもお前様を許すことができぬ』

「今は笑えなくたっていい。僕を許せないのなら、それでもかまわない。でもさ、この先のことは誰にもわからないだろ？　今は無理でもいつかは変わる時が来るよ」

　優沙ちゃんの頬に手を添える。

『鬼に身を落とした妾でもやり直すことができるのか？』

「できるさ。人は何度だってやりなおせる。一人で難しいなら、その時は僕が力になってあげるよ。だからさ、笑おうよ」

　優沙ちゃんなのか紅葉姫なのかわからないけど、一人の女の子が滲むような微笑を浮かべた。ああ、いいな。やっぱり女の子は笑ってる顔が一番魅力的だ。こういう笑顔を見るためなら、上うわっ面つらだけの言葉も悪くないと思う。

「ねぇ、人が変われるって言うなら、砕月も変われるの？」

　優沙ちゃんの問いかけにビョーキがフッと姿を消した。やっぱり口先だけのゲス野郎だ。

「……そうだね。そうだといいな」

　僕が微笑んだ瞬間、優沙ちゃんが口から血を垂らした。

「優沙ちゃん？」

　そのまま僕の上に覆おおいかぶさってきた。

　優沙ちゃんの背中には大鎌の切っ先が突き刺さっている。もちろん、刺したのは……

「どうして？　ヴァルキリーじゃなかったんだろ？」

　狩人の目をしたタマだ。

　優沙ちゃんの姿がジジジとブレ出し、十二単姿から制服姿に戻った。同時にディレクトリから解放される。グラウンドからは部活動に勤しんでる人たちの織おりなす音が間ま延のびして聞こえてきた。僕の上で眠っている優沙ちゃんの重さを感じながらタマを見上げる。

「これ、子バグだよ、ゲツ君」

　タマは優沙ちゃんを刺したことなんて毛ほども気にしちゃいない。

「タマ、優沙ちゃんと話がしたいから、どっか行ってて」

　タマがムッと眉間を寄せた。

「言い方にトゲがあるよ、ゲツ君。その子を刺したこと怒ってるの？　でも、そうしないとバグは消せないんだからね」

「女の子が暴力を振るうのも振るわれるのも見たくないんだよ」

　タマが呆れたようにため息を吐く。

「ゲツ君、優しいけど頭おかしいよ。さっきだって君は何度も痛い思いしたよね？　普通だったら発狂しててもおかしくなかったよ、あの状況」

「僕が痛い思いするのは僕が我慢すればいいけど、女の子の痛みを請うけ負おうことはできない。だったら僕が痛い思いをしたらいいだけだろ？　別に変な話じゃないと思うけどな」

「君のおかしな論法は受け入れられないよ。だって、私がやる以外、方法ないんだもん。それが嫌なら代わりの方法を提示してほしいな。ないのなら、私に文句を言われても困る」

　確かに、それはそうなんだけどさ……

「じゃ、ゲツ君がどっかに行けって言うからどっかに行くけど、この子からきちんと親バグの宿主情報を引き出しておいてね。絶対に接触してるはずだからさ」

　それだけ言ってタマは姿を消すと、トンと跳ねてフェンスに足をかける。そのままフワリと落ちていった。残された僕は優沙ちゃんを抱いたまま空を見上げる。優沙ちゃんの温ぬくもりと柔らかさが身に染み込んでくる。

「優沙ちゃん、起きて」

　ポンポンと背中を叩く。

「ふぁ、あれ？　え？」

　目が合う。思考が停止したのか優沙ちゃんはきょとんとした顔で僕を見てから勢いよく立ち上がった。

「な、な、な、なんばしよっと！」

　テンパり過ぎて、変な方言が出てきてるんだけど、大丈夫かな、優沙ちゃん。

「起きたみたいだね」

「あ、夢？　え？　でも、砕月が……」

「悪い夢だよ」

　僕は立ち上がって優沙ちゃんを見つめた。

「あのさ、どうして私に関わるな、とか、僕が拉致されたのは自分のせいだとか言ってたの？　意味わかんないんだけど？」

　優沙ちゃんが暗い顔でうつむいてしまう。

「どうしたの？　この一週間でなにがあったのさ？」

「……私、彼氏ができたの」

「え？　彼氏？　誰？」

　優沙ちゃんは暗い顔で黙り込んでしまう。

「あのね、一般的に言って、好きな人とつき合えたなら笑顔が増えるもんだよ」

「……砕月には関係ない」

「そっちになくてもこっちにはあるよ。優沙ちゃん、防御力低いから、無む理り強じいされたんじゃないの？　優沙ちゃんが笑ってるなら僕だってなにも言わないさ。でも、違うだろ？　今の優沙ちゃんは全然楽しそうじゃない」

「だって、そいつの知り合いがアンタのこと拉致ったって言うから。助けてほしかったらつき合えって……」

　絶句してしまう。

「アンタが拘こう束そくされてる写メ見せられて、警察に言えば殺すって」

　頭に血がのぼってきて目の前が真っ白に歪ゆがむ。

「私が彼女になったら殺さないでおいてやるって。だから……」

　僕は自分がゲスだと思っている。

　なので僕以上の外道に会うことはそうそうない。ないはずなのにね、出会っちゃったね。

「付き合ってどれくらい？」

「三日」

「変なことされてない？」

「なっ！　当たり前でしょ！　手だって繋いでないわよ！」

「それは良かった」

　ほんと、もう少し帰ってくるのが遅かったら優沙ちゃんの貞操とかが大変なことになっていたかもしれない。そうなってたら僕は日本が法治国家であることを無視して、ゲス野郎を殺していただろう。

「て言うかね、優沙ちゃん、やっぱり防御力低いよ。そんなの嘘に決まってるじゃないか。どうせ合成だよ。僕はずっと旅行に行ってたんだし」

「嘘は吐くけど約束は破らないアンタがプールの約束を破って旅行に行ってたの？」

「約束は破らないけど忘れてしまうことはある。だって、ダメ人間だもの」

　優沙ちゃんは小さくため息を吐いた。

「私は流されやすいかもしれないけど、アンタの嘘くらいは見抜けるわよ」

　優沙ちゃんまで僕の心のソムリエールになりかねない発言だ。勘弁してほしい。

「とにかくさ、もう僕は無事だから、つき合い続ける必要はないだろ？　で、そのゲス野郎って、やっぱりあのストーカーでいいのかな？」

　優沙ちゃんはコクリとうなずいた。

「優沙ちゃんはなにも心配しなくていい。僕があいつと話をつけてくるからさ」

「でも、あいつ、普通じゃない。前にも砕月のこと後ろから殴ってるし、アンタいなくなってたし。私のせいで迷惑かけたくない」

「あのね、優沙ちゃん、悪いのはあのストーカー野郎であって、優沙ちゃんはなにも悪くないよ。だから気にしなくていいんだよ」

「でも……」

「携帯電話貸して。あのバカ野郎と話をするからさ」

　それでも渋る優沙ちゃんを抱きしめた。

「大丈夫だよ、優沙ちゃん。君は僕が守る。君を傷つける全てのものを僕が退治してあげるよ。だから、君は心配しなくていい」

「……ほんとに危なくない？」

「うん、僕が優沙ちゃんを悲しませるようなことするわけないだろ？　大丈夫、君は僕を信じてくれるだけでいい」

「でも、アンタ、嘘つきじゃない」

「約束する。君を悲しませるようなことは絶対にしない」

「……その約束、忘れないでね」

「もちろん」

　抱ほう擁ようを終えてからビョーキがニコリと微笑む。泣きそうな優沙ちゃんから携帯電話を受け取った。ストーカー野郎の名前は須す藤どう元もと晴はるというようだ。

　まあ、ゲスの名前なんざなんだっていい。

　僕は優沙ちゃんの携帯電話からストーカーゲス野郎に電話をかけた。
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　ストーカー野郎との待ち合わせ場所に向かう途中、静流しずる先輩に僕を監禁してた時の写メを誰かに送ってないか電話でたずねた。

『少々記憶が曖あい昧まいなんですけど、たぶん送ってると思います』

「知り合いですか？」

『知り合いと言いますか、砕さい月げつ君の浮気現場写真をくれた人です。その後もメールで砕月君の浮気現場証拠を送ってきてくれた奇き特とくな方です』

　なにも言えなくなってしまうが、そういうわけにもいかない。

「もしかして名前は須す藤どう元もと晴はるじゃないですか？　で、髪の毛は金髪」

『名前まではわかりませんけど、電話帳には協力者で登録されてます。確か髪の毛は金髪だったと思います』

　おそらくビンゴだ。

「ありがとうございます。それだけ知りたかったんです」

『そうですか。あ、それと今日の放課後、砕月君はなにをしてましたか？』

「え？　いや、別になにも……」

『そうですか。例えば屋上で女の子と抱き合ったりしてないかと思いまして』

　バレてらっしゃる？

『私が砕月君を監禁してたせいで、三みつ渕ぶちさんにも迷惑をかけたようなので、今回は不ふ問もんにしますけど、次はありませんよ☆』

　思考が止まってしまう。

『私のことも守ってくださいね。私も砕月君のことをいつだって見守ってますから』

　会話の内容まで把握なさっている？　え？　盗聴器？　どこ？　どこにあるの？

『三渕さんを優しく抱きしめたように、今度、私のことも抱きしめてくださいね。愛してますよ、あ・な・た』

　それだけ言って先輩は電話を切った。呆然とする僕の顔をタマが覗き込んでくる。

「どうしたの？　ゲツ君」

「いや、なんでもないよ。ディープ・ラブを感じただけさ」

　静流先輩の情報収集能力が無駄に上がっている気がする。盗撮だけではなく盗聴までし始めるとは、このまま行くと、それだけで食っていけるレベルになるんじゃないか？

「それで確認はとれたの？」

「うん、たぶん、優ゆ沙さちゃんのストーカーで決まりだと思う」

　バグは人にうつる。そして、静流先輩も優沙ちゃんも、あのヴァルキリーの宿主ではなく、その子バグを宿していた。となると、二人に接触する機会があり、何かしら鬱屈としたものを抱えている人物が怪しくなってくるわけだ。もっと言うと、ヴァルキリーが僕を狙っていたことから察するに、僕に対して恨みの念をいだいている可能性が高い。

　あのストーカーって見事に当てはまるんだよね。

　僕が二股をしていることを二人にリークしたのはストーカー野郎だし、僕を恨んでもいる。更に、バグのせいでおかしくなっていた静流先輩とも連絡を取り合っていたようだ。タマが言うには、状況さえ整えば親バグは子バグをコントロール下に置けるという。

　整理すると、こうだ。

　ストーカー野郎が僕の二股をリークした時に静流先輩にバグを宿した。そして、静流先輩の中で大きくなっていったバグは、静流先輩の行動にも影響を与え始め、僕を拉致してしまう。それで、僕が拉致されている間にストーカー野郎は優沙ちゃんに接近し、脅して恋人になることを認めさせた。おそらく、その時に優沙ちゃんの中にバグをうつしたのだろう。それで、子バグによって自分の都合のいいように優沙ちゃんをコントロールしようとしていたのかもしれない。僕もゲスだけど、ストーカー野郎には負ける。

　あのストーカー野郎は電話口で怯おびえながら待ち合わせ場所と時間を指定してきた。

　夜八時、高台にある神社の境内。そこで決着をつけることになるんだけど、仲間とか呼ばれてたら困るので、辺りに人影はないか探りながら待ち合わせ場所へと向かう。

　登り道を歩ききると、だだっぴろい駐車場が目に入る。もともと戦国時代の山城があったらしい。その城じょう址しの一部を駐車場と利用しているのだ。駐車場にはバイクも車も停まっておらず、あるのは街灯の明かりだけ。どうやら仲間はいないようだ。

　僕はその場で軽くストレッチをする。

「ゲツ君、なにしてんの？」

「準備運動」

　念には念を入れておいて損はない。軽めのストレッチを終えた僕は、深呼吸をして神社へと続く石段に目を向ける。

「さ、行こうか」

　石段を登っていく。かなり急な石段で、ここで奇襲を受けたらきつい。いろいろと注意を払いながら登り終えた。赤い鳥とり居いが宵よい闇やみの中でぼんやりと僕らの前にたたずんでいる。その下に人影が見えた。

「砕月……」

　制服姿の優沙ちゃんがいやがった。しくじったと思った。そういえば、ストーカー野郎に電話してた時、優沙ちゃんもついてくるとかうるさかったっけ？　それだけはやめてくれって言っておいたのについてきたらしい。優沙ちゃんが小走りで近づいてくる。

「優沙ちゃん、なんでいるのさ？　ダメだよ、早く帰ろう。危ないから」

「ゲツ君！　そいつ違う！」

「え？」

　タマが右手で僕の首根っこを掴んで後ろへと投げ、左手の裏拳を優沙ちゃんへと打ちつける。僕は数歩後あとずさった。脇腹が妙に熱い。

「あれ？」

　変だなと思って触れてみたらなにかで濡れた。なんだろうと思って手を目に近づける。赤い。あ、これ血だ。それを確認した瞬間、鈍にぶい痛みを脇腹に感じた。

「え？　なに、これ？」

　タマの裏拳を跳んで躱した優沙ちゃんの手にはなにやら光る物体が。

　あ、あれ、ナイフだ。え？　刺されたの？　優沙ちゃんに？

「ゲツ君、大丈夫？」

　タマは優沙ちゃんに向けて隙なく構えている。

「お腹刺されたんだけど？　あれ？　優沙ちゃんとは仲直りしたつもりだったんだけどな」

「違うよ。あれ、三渕優沙じゃない」

　その言葉と呼こ応おうするように鳥居の陰かげから、もう一人の人物が現れた。

「はははは、やった。やってやったぞ、望月砕月！」

　月明かりを受ける金髪頭。やっぱりストーカー野郎だ。

「どうだ？　俺の優沙に刺された気分は？」

　最悪だ、色んな意味で。

　鈍どん痛つうにはだいぶ慣れてきたとはいえ、血が止まらない。勢いよく流れているわけではないけど、さっさと病院に行きたかった。ぶっちゃけ痛みは我慢できるんだけど、死ぬかもしれないって恐怖が体を重くさせる。でもさ、それでも、だ。

「お前みたいなゲスは同じゲスとして見逃せないな。ゲスの品格ってものを教えてやる」

　タマは優沙ちゃんから注意をそらさずに、チラリと僕を見た。

「ゲツ君、その傷、大丈夫なの？」

「余裕だね。ここで逃げるなんて、女たらしの鼻毛野郎としてはありえない！」

「なに言ってんだよ！　つーか、逃がすわけねぇだろ！　優沙！」

　優沙ちゃんの周囲から嫌な感じが広がってくる。音は消え、周囲の景色から遠近感がなくなる。まるで絵に描かれたような張りぼての木々。ああ、こういう捻ねじじれた木ってゴッホの描いた糸いと杉すぎであったっけ？　この現実感の希き薄はくさは、やっぱりディレクトリだ。

「あの優沙ちゃんて、もしかして僕らを襲ったヴァルキリーでいいのかな？」

「そうだね。うん、あのバグだよ。ていうか、ゲツ君、やばいよ。前に会った時より強くなってる」

「強くなってるって、どう違うのさ？」

「私と同じようにバグが現実のモノとして実体化できてる。規模の小さい神しん蝕しょくだよ」

　制服姿の優沙ちゃんの手元がテレビの砂嵐のようにブレ始める。現れたのは諸もろ刃はの剣だ。対するタマも呼応するように、大鎌を具現化した。

「あのレベルだとデバッガの影響力も相殺アベンドされる。前みたいに怪我だって一瞬で治らないし、武器だってすぐに作り出せるわけじゃない。時間がかかるから留りゅう意いしておいて」

「ああ、だからお腹の傷、治らないんだ」

「それはディレクトリの中に入る前の傷だから関係ない」

　じゃあ、痛いまま戦わないといけないってことか。ほんと、現実ってものは問答無用だ。現に、制服姿の優沙ちゃんも剣を構えている。

「やれ、優沙！　望月を俺の前にひざまずかせろっ！」

　優沙ちゃんの姿が消えた。僕の認識を超えた動きに反応できたのはタマだけだ。踏み込みながら大鎌を豪快に振り回す。

　目を疑った。

　振り切った切っ先の上に、制服姿の優沙ちゃんが音もなくつま先で立っていたのだ。

　なのに、優沙ちゃんはタマを見ない。狙いは常に僕を向いている。その目を見て僕は悟った。彼女は絶対に優沙ちゃんじゃない。あの時、僕を殺そうとしたヴァルキリーだ。

　刹せつ那なの静せい寂じゃく。肌に痛い無音を壊したのは裂れっ帛ぱくの掛け声だった。

「ぬぁぁぁぁ！」

　タマは僕を背にして、大鎌を切り返し、切り上げ、地面を抉えぐり、その反動さえ利用して乱舞する。大鎌ごと右転左転。数歩踏み込めば、僕もタマの刃圏に入る距離。刃風が頬を撫でる度、首筋がゾクリと寒くなる。それでもタマの刃は届かない。ヴァルキリーは全てを紙かみ一ひと重えで躱かわしつつ、それでいて視線は常に僕を見ている。

　タマの視線が鋭くなった。狩人としてのプライドを傷つけられたのか、更に攻撃のテンポが速まる。まるで鋼はがねの暴風だ。僕だったらタマに近づいた瞬間、ひき肉になっているだろう。そんな中でもヴァルキリーは涼すずしげな表情で攻撃を軽かろやかに躱す。タマは一人で風を斬ってるだけだ。

「遊ぶな、優沙！　さっさとそいつを仕し留とめろ！」

　風がやんだ。

　ヴァルキリーの剣がタマの胸に突き刺さった。

　裏路地で戦った時の刺し突とつは捨て身だった。だが、今は子供を諌いさめるような余裕さえある。

　タマがよろけるように後ずさる。剣が抜ける。剣けん尖せんについた血の赤さが目に映はえた。

　胸騒ぎに引っ張られるように僕は駆け出していた。数メートルの距離が万ばん里りに思える。ヴァルキリーがゆっくりと剣を引き、腰を落とす。剣を握る手はコメカミの横。真正面を狙う剣は水平に倒される。霞かすみの構えだ。

　殺気が飽ほう和わした。

　あそこから繰り出される刺突は、きっとタマの命さえ貫く。嫌な予感がするのに、タマとの距離が縮まらない。このままじゃあ僕の手がタマには届かない。

　また目の前で女の子が消えるのか？

　ハピ子の時と同じことを繰り返すのか？

　走るんじゃねぇ。奔はしるんだ。地面を蹴るんじゃねぇ、飛ぶんだ。

　この手は届かせる。絶対にタマを……

「タマぁぁぁ！」

　目の前にタマ。驚きながらもタックルするように押し倒す。そんな僕の背中を光の柱が通り過ぎていった。タマごと転がりながら、後ろを振り返る。
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　空気に熱波が居残っていた。直線上にある木々や社は丸くくり抜かれたように消失している。え？　この人、今、剣から光線出さなかった？　え？　必殺技？　基本スペックで勝ってるのに必殺技まで持ってるんすか？

「……制服姿に剣士で更にビームを放つ女の子ってどこの格ゲーキャラだよ」

　ヴァルキリーは剣を構えて再び僕らのほうへと視線を向けてきた。格闘ゲームなら、ああいう必殺技は乱発できないはずだけど、現実的にはどうなんだろう？

　あ、また霞の構えだ。嫌な予感しかしない。

「……来るよ」

　僕に押し倒されていたタマが力なく呟いた。

　タマをお姫様だっこで持ち上げたら、お腹の痛みが自己主張を強めた。でも無視してその場を全力で離れる。背後からキュイーンとエネルギーを溜めているような音が聞こえてきた。チラリと後ろを振り返る。あ、やっぱり、剣が光ってる。

　なに？　どんな構造なの？　どういう理屈でビームが出るの？　ああ、もう、そんなことはどうでもいい！　とりあえず、逃げろ！

　とっさに横に跳んだ。直径一メートルくらいの光の筒つつが空気を抉りながら通り過ぎていく。ビームの残ざん滓しが空中でバチバチ鳴っていた。怖い、怖すぎる。

「いいぞ、優沙！　その調子で望月をいたぶれぇぇ！」

　物陰に隠れながらストーカーが叫んでいやがる。超うぜぇ。

　あ、またビーム出す構えだ。やっぱり乱発できるんだ。ちくしょう、チートキャラめ！

「ゲツ君」

「なに？」

「今の私は稼働率がかなり下がってるからバグを一撃では狩れない」

　またビームが出やがった！　反復横跳びで真横に跳ぶ。ああ、もうすっげー怖いし痛い。だって、チリチリしてるんだよね。髪の毛とか服とか色んなものがさ。

「復旧を全力で行えば、数分で最低限のスペックは戻せると思うけど、その場合、復旧中は私の意識が完全にシャットダウンされる」

「どのくらい？」

「最短で五分。でも、シャットダウン中に攻撃を受けたら防御もできないから、それこそ一撃で私そのものの機能も停止する」

「時間を稼げってこと？　こうやって抱えながら？」

　タマは首を横に振った。

「私は少し離れたところで復旧作業をするよ。幸い、あのヴァルキリーと宿主は私よりもゲツ君にご執しゅう心しんみたいだし」

　タマの安全を確保しつつ一人でビームを放つヴァルキリーさんと戦えってことか。ハードモードなんてレベルじゃないな。

　またビームが飛んできたので、跳ねて躱す。大きな振動を感じる度に刺された傷から血が飛び出す。そのうち、腸とか出てこないかな？　いや、もう、勘弁してほしい。

「ゲツ君、お腹、大丈夫？」

「余裕だよ」

　泣きそうなくらい痛いけど男は女の子の前ではやせ我慢をする生き物なのだ。

「さて、とっとと時間を稼ごうじゃないか。タマは、どこか安全な場所に隠れててよ」

「頼んだよ、ゲツ君」

「任せろ。君は僕が守る」

　タマはよろよろとおぼつかない足取りで、大きなブナの木へと歩いていく。そんなタマから離れて僕はヴァル子さんへと体を向けた。タマの言った通り、ヴァル子さんは僕に照しょう準じゅんを合わせたまま、またビーム系必殺技の構えだ。

　この人、前世は巨きょ神しん兵へいかなにか？　ていうか、これ以上、この必殺技を使わせるわけにはいかない。タマに当たったら大変だ。

　となると、接近戦しかないんだけど、僕が勝つ可能性は限りなくゼロだし、女の子とガチで喧嘩はしたくない。だったらどうする？

「剣士として飛び道具ってぶっちゃけどうなの？」

　結局のところ、舌した先さき三さん寸ずんが僕の武器なのだ。

「ヴァルキリーって勇ゆう猛もう果か敢かんな戦乙女だろ？　まさか、こんな卑ひ怯きょうな手を使うなんてさ」

　剣尖の輝きが弱くなった。どうやら、挑発は有効らしい。

「優沙、なにやってんだ！　さっさと俺の前に望月を連れてこい！」

　次の瞬間、ビームが飛んでくる。跳ねて躱すけど、バチバチ空気が帯電してるのが怖い。

「そ、それでも誇ほこり高い戦乙女なの？　丸腰の人間相手に飛び道具なんて！」

「優沙、簡単に殺すなよ！　動けなくして俺に殴らせろ！」

　安全圏からゲス野郎が騒いでやがる。超うぜぇ。僕が舌打ちを鳴らしたらヴァル子さんが勢いよく突っ込んできた。やっぱりデタラメに速い。僕に肉にく薄はくしたヴァル子さんが剣を突き出してくる。とっさに跳んだけど、薄皮一枚を斬られる。あれ？

「優沙、遊ぶな！」

　ストーカー野郎の怒ど号ごうに合わせてヴァル子さんの連続攻撃だ。

　バックステップで逃げるけど逃げきれずに薄皮一枚を裂かれる。でも、動きをそれとなく把握できる。充分速いんだけど、僕の処理能力を超えてはいない。

　あれ？　あんなに速いと思ってたのに、意外と肉や骨にまでは届かないな……

　タマと戦ってた時のヴァル子さんの動きって目で追えないくらい速くなかったっけ？　調子でも悪いのかな？　などと思っていたら、ヴァル子さんが地面を滑かっ空くうするように僕から距離を取る。十数メートルくらい離れた場所で、再び霞の構え。

　またかよ。またビームかよ……

　タマの位置を確認する。ストーカー野郎が隠れている鳥居の近くには、巨大なブナの木がある。その木の根本で、眠るように座っていた。とにかくタマを射線上に置くわけにはいかない。あちこち右う往おう左さ往おうとして照準をずらそうと頑張っているんだけど、ヴァル子さんの目は常に僕を射抜いている。キュイーンと音が鳴り、剣に光が集まっていく。刀とう身しんに乗った光は剣尖へと収しゅう束そくし、輝きが超新星のように極きわまった瞬間、突きが虚こ空くうを抉えぐった。

　光の刃は空気を焼き貫き、僕へと迫る。

　転がるように躱したが、左肩の一部をビームがかする。焼きただれた局部を見ないように痛みを希き釈しゃくする。距離は十メートルくらいだろうか。この距離でギリギリだ。これより近づけば、たぶんビームを躱せない。目にも止まらぬ速さでヴァル子さんが突っ込んでくる。突き出された刺突を躱そうと体をねじったら、車にはねられたかのような衝撃に十数メートルほど宙を舞った。突き技は虚きょ剣けん。回し蹴りこそ本命か？

　あえいでのた打ち回りながら痛みを和やわらげた。でも、やっぱりなかなか消えてくれない。呼吸を荒げながら顔だけ上げる。白はく濁だくと歪ゆがむ視界の中で輝きがチラチラと揺れていた。

　またビームを放ってくるようだ。痛む体にムチ打って、どうにか立ち上がる。刺された脇腹の痛みが霞むほどにお腹全体が熱い。徐々に楽にはなっていくし、踏ん張れば、立つこともできるけど素早い動きはできそうもない。

　このままじゃあビームを躱せない。言い換えれば、このままだと僕は死ぬ。

　僕が死ぬのは別にかまわない。僕の死は僕の責任だ。

　でも、ここで僕が死んだらタマまで殺される。今の僕はタマの命だって背負ってるんだ。だから、ここで死ぬわけにはいかない。体が動かないのなら、せめて頭だけでも動かさなきゃ。全て受け入れて笑うのは、もうちょっと先でもいい。

　なにか手はないだろうか？　ないな。ないならないで、新たな戦略を立てなきゃいけない。その場合、相手の戦略を読み取って分ぶん析せきしてですね……そういえば、どうしてビームでトドメを刺そうとするのだろう？　つーかさ、あの剣で僕をさっさと刺せばいいのに……いや、でも、そうか。僕、躱せたな。確かにヴァル子さんの動きは速いんだけど、躱せない速さではなかった。でも、タマとやり合ってる時は、バカみたいに速かったし、遠くから突っ込んでくる動きだって捉とらえられなかったのに、おかしな話だ。

　ん？　待てよ？　そういえば……もしかしたら……つーことはですよ……賭けてみるか。

　お腹を押さえながら僕はヴァル子さんのほうへと歩を進めた。距離が近づくだけ、ビームを躱すのは難しいけど、今の怪我じゃあ距離があっても躱すのは難しい。

　ええい、行くしかねぇ！

　剣尖の輝きが増し、キュイーンと音が響いている。ああ、もう怖いけど。怖いけどさ！

　お腹の痛みを無視して駆け出す。近づけば近づくほど剣尖の輝きが増していき、あと一歩のところで炸さく裂れつするように光る。ここで食らえば頭を吹っ飛ばされそうだ。

　剣尖の輝きが放射状に広がる。あ、出る。もう出る。

　更に踏み込み、僕はヴァル子さんにタックルするように抱きついた。

「生まれる前から好きでしたぁぁ！」

　キュイーンという甲かん高だかい音が消えた。だが、背中に衝撃。

「アウチッ！」

　剣の柄つかで思い切り叩かれたらしく、僕は地面とキスをした。顔を上げれば、ヴァル子さんは僕から離れるように後ろへと飛び離れる。やっぱり思った通りだ。

　僕が近づけばビームが撃てない。抱きつかれて驚いたから不発という可能性も考えられるけど、そうじゃないと思う。おそらく僕のデバッガとしての能力。

　神蝕性の相殺アベンドだ。

　ハピ子さんが死んだのだって、デバッガである僕がハピ子さんの不死性を無効化キャンセルしてしまったからだ。同じようにヴァル子さんのデタラメな速さだって僕の近くでは無効になる。逆に離れていれば、ヴァル子さんのデタラメっぷりに拍はく車しゃがかかるのだ。だから、ビームみたいなふざけた攻撃は僕から距離を取らないと使えないし、遠とお間まから突っ込んでくる時の速さも捉えきれないほどに速い。

　で、ここから先は僕の推測なんだけど、同じように僕のデバッガとしての回復能力などもヴァル子さんの神蝕に相殺アベンドされてしまうのではないだろうか？　離れていた時と近くにいる時は、怪我の治る早さも微妙に違う気がする。今までのバグは弱いバグだったから気にもならなかった。でも、タマが強敵だと言っていたヴァル子さんだと、その辺りの違いも顕けん在ざい化かしてくるようだ。こういうことを把握していれれば、やりようはいくらでもある。

「優沙、グズグズしてるんじゃねぇ！」

　ほんと、あいつ、うるせぇ。

　ヴァル子さんが遠間から一気に突っ込んできたけど、やっぱり目の前に来たところで減速してるし、僕の傷の治りも遅くなる。僕の仮定はおそらく正しい。もっと言うと、あのデタラメな速さや剣技はヴァル子さんの基本スペックというより、己のイメージによる能力の底上げではないだろうか？　タマもイメージがどうこうとか言ってたしね。

　てことはイメージさえできれば、デバッガの僕にだってヴァル子さんみたいなデタラメなことができるんじゃないかな？　よし、ものは試しだ、やってみよう。

　ヴァル子さんの斬ざん撃げきを見切って躱す。ほら、イメージが乗ってくれば、こんな達人みたいに無駄なく動ける。斬撃を躱して捌さばきながら、ちょうどいい一撃を待った。

　ヴァル子さんが剣を上段から打ち下ろす。

　今だ！

　ヴァル子さんの剣は僕の脳天には届かない。僕の両手が挟んで止めていたからだ。

　真しん剣けん白しら刃は取どりである。やっぱりイメージさえできれば、こんなことも可能なのだ。なるほど、チートキャラは僕のほうだったようだ。ヴァル子さんも鼻はな白じろんだ顔で僕を見る。

「一人の武ぶ人じんとして正々堂々勝負したい」

　いつから僕は武人になったのだろう？　でも、イメージが影響を与えるのなら、こうやってなりきっちゃえば強くなれるような気もする。

「僕の名前は望もち月づき砕月だ。ヴァルキリー、一人の武人として正々堂々と勝負を挑いどませてもらう！」

　ヴァル子さんが剣を引こうとしたので、それに合わせて僕も剣を放し、バックステップで距離を取る。ヴァル子さんを見据え、半身に構えて背筋をピシッと伸ばした。前の左足に重心を六から七割乗せ、後ろの右足は浮かせるように。つま先はそろって前を向き、その場で軽くステップを踏む。基本的なテコンドーの構えだ。

「さあ、ヴァルキリー、君も名乗ってくれ」

　だがヴァル子さんはなにも答えない。

「僕は一目見た時、君の騎士振りに心を奪われた。なのに、その名を知りたいと願う僕をあざ笑うか、ヴァルキリー」

　忌々しげに表情を歪めた瞬間、僕は蹴りを放った。ピンと甲高い音を上げて、ヴァル子さんの持つ剣の一部が宙を舞った。剣を真ん中から蹴り折ったのだ。

　すげぇな、僕。イメージ通り、やればできるじゃないか、僕。

「これでもまだ愚ぐ弄ろうするか、ヴァルキリー」

『……三渕優沙だ』

　答えながらヴァル子さんは新しい剣を具現化していく。すぐには作り出せないようで、ジジジと徐々に剣の輪りん郭かくが顕あらわになった。そうか、折れば折っただけ時間は稼げるのか……

「言葉が届かないなら、僕の心も届かないか。よし、わかった」

　丹たん田でんに力を込める。

「ならば、拳に心を乗せる」

　とか言って再び剣を蹴り折った。

「来い、ヴァルキリー。本当の名前を名乗るまで何度だって折ってやる！」

　折れた剣を見て、ヴァル子さんがかすかに嗤わらった。

　あ、この反応……この人、バトルマニアっぽくね？

　ヴァル子さんの顔が消える。すぐに目の前。腹を貫く衝撃に体が浮く。鎧よろい通どおしの掌底打ちだ。脇腹から血がはじけ飛ぶ。倒れまいと、よろけるように距離を取る。

　鈍い痛みがゆっくりと、だが確実に消えていく。でも、遅い。顔を上げると同時にヴァル子さんが肉薄する。振りかぶっての渾こん身しんのストレートだ。我が流りゅうの受けで攻撃を捌き、接敵。ヴァル子さんの顔が目の前にあった。

　むちゅ

　僕のビョーキがチュッと唇を奪いやがった。ヴァル子さんは目を丸くして距離を取り、唇をぬぐった。そんなヴァル子さんを前にして、僕はファイティングポーズをとる。

「不ふ可か抗こう力りょくだ！」

　悪びれさえしねぇよ。最悪だよ。

　さすがに量はかりかねたのか、ヴァル子さんが探るような視線を投げてきた。うん、その気持ちはとてもよくわかる。僕だってビョーキの意図することはわかりません。

「しかし、僕の唇を奪ったからには責任を取っていただきたい！」

　それは普通、女の子のセリフです。

「愚ぐ直ちょくに武の道を究きわめようとしてきた武人、望月砕月は非常に不器用だ！　だからファーストキスを奪った責任を取っていただきたい！」

　ファーストキスじゃねぇし。しかも、どうして被害者面づらしてんだよ？

「僕の心を凌りょう辱じょくした責任を取っていただきたい！　どうするんだよ！　このままじゃあ、消えないトラウマになるぞ！　一生レイプ目のまま生きていけっていうのかよ！」

　ヴァル子さんが本気でわけわからんと言いたげに僕を見ている。その気持ちはすごくわかります。この当たり屋マインドには僕だって驚きを隠せません。

「それともなんですか？　君は、そうやって誰とでもキスをする尻軽さんなんですか？」

『違う』

「違うんなら！　責任を取ってくださいよ！」

　あ、僕、泣いてる？　え？　泣いてる？

　ヴァル子さんもポカンとしてるよ。そりゃ、するよ。言ってる意味わかんねぇもん。

「君にわかりますか？　名前さえ知らない女の人に唇を奪われたチェリーボーイの気持ちが！　確かに僕は君が好きですよ！　でもさ、強引にってのはないんじゃないかな！　ファーストキスの相手が痴女だなんて、そんなのないよっ！」

　子供のように泣いてやがる。え？　今年で十七歳だよね？

『……違う。不可抗力だ』

　ヴァル子さん、認めちゃったよ。悪いところなんて一個もないのに……

「不可抗力でもさ！　結果、僕の純潔は君に汚されちゃったわけだ！　どう落とし前つけてくれるんだよ！」

　ヴァル子さんが対応にすごく困ってる。

「さっきからなにグズグズやってるんだ！　優沙、早く俺に望月を殴らせろ！」

　ヴァル子さんがゲス野郎の命令を受けて剣を具現化する。それでも僕は子供のように涙を流して泣きじゃくる。

「僕は汚されちゃったんだ。もう一人で銭湯とかいけないくらいに汚されちゃったんだぁ」

『……戦え』

「そうやって僕を殺して口封じでもなんでもしたらいいじゃないか！　戦乙女なんて言ってもホントはチンピラ思考の逆レイパーな痴女さんなんだろ！　戦場で小さな男の子にイタズラしてきたんだろ！」

『違う』

「違うって言うなら責任取ってくださいよ！」

『……いいから戦え。斬るぞ』

　僕は泣きながら両手を広げた。

「斬りたきゃ斬ればいいだろ！　でもね、その瞬間、君は自分がショタコン変態サディスト女神だってことを認めることになるんだよ！　あーあ、今頃ヴァルハラでオーディン様も泣いてるよ」

『ぐっ』

「僕が好きになったヴァルキリーは毅然とした格好いい騎士だと思ったのに、とんだ変態さんだったなぁ。ハハハハ、僕のファーストキスと初恋もぜんぶ汚されちゃった」

『責任を取れと言うが、私はどうすればいい？』

　ヴァル子さん、とうとう流されちゃったよ。ダメだよ、だまされちゃあ。一いち厘りんでも隙を見つけたら残りの九割九分九厘を完全無視するのがオラオラ交渉だよ？

「……僕は君のことが大好きです。初めて見た時の騎士振りを心の底から尊敬しています。なので、僕のことを好きになってください」

『無理だ』

「じゃあ、チャンスをください」

『無理だ。斬らねばならない』

「それは、本気でアイツのことが好きだから？」

『主命だからだ』

「じゃあ、恋愛感情はないってこと？」

『元より不要だ』

　嘘を吐いてるわけではなさそうだ。

「じゃあさ、僕のことは嫌い？」

『オマエは敵だ。だが、オマエは仲間を守るために逃げずに戦い、敵にさえ情けをかける。気け高だかい心は敵であれ味方であれ、好ましいものだ』

　そんなほのかな好意でさえ、クズへの忠誠心の前には霧む散さんしてしまうのか……

『だからこそ、何度も言う。私はオマエが言うような変態ではない。断じて違う』

　真面目で誇り高い子なんだと思う。己の矜きょう持じのためなら一般的な正誤の判断なんて些さ細さいなものでしかないのだろう。騎士として主君への忠義は絶対に曲げない。そんな感じかな？

「君をバカにするような言葉を並べたことは謝るよ。でもさ、なら、せめて君の本当の名前を教えてほしいんだ。三渕優沙は君の本当の名前じゃないんだろ？」

　ヴァル子さんは沈ちん思しするように瞑めい目もくする。

「望月ぃぃ！　こっち見ろやぁぁ！」

　その叫びに舌打ちを鳴らし、ストーカー野郎へと視線を向ける。凝ぎょう然ぜんと目を見開いた。

「動くんじゃねぇ！」

　ストーカー野郎が、意識のないタマへとナイフを突きつけている。

「優沙、さっきからグズグズしてんじゃねぇよ！　さっさと望月をボコりやがれ！　ボコって動けなくしてよ、俺の前にひざまずかせろ！」

　アイツは最低のクズだ。そして、こういう状況を考えられなかった僕も最低だ。

　ヴァル子さんは、うっすらと眉み間けんに皺しわを寄よせつつ剣を構えた。

「望月ぃ、ちょっとでも動いたら、この女の顔に消えない傷を作ってやるからな！」

　今の僕には構えることさえできない。

『……悪く思うな』

　ボソリとつぶやいたヴァル子さんが僕の横をスッと通り過ぎた。次の瞬間、バチンとゴムの切れるような音が響き、足首に激痛が走る。

「ぐぅぁ……」

　叫びながら転がった。アキレス腱を斬られたのだ。ヴァル子さんが僕の首根っこを掴んでいるのでデバッガとしての能力も相殺アベンドされてしまう。なので、傷の治りも遅い。そのままズルズルと引きずられる。

「ハハハハハ、いいぞ、よくやった！」

　地面に転がされた僕のもとへとストーカー野郎が近づいてきた。これで、どうにかタマの危機は去ったけど、やっぱり足が痛いし、ここに来て脇腹の痛みだって思い出してしまう。その上……

「死ねや、望月ぃ！」

　思い切り頭を蹴とばされた。衝撃に目の前が白黒と明めい滅めつする。

「優沙、望月の脇腹に蹴り入れろ！」

　しばらく間が開いてから、ヴァル子さんの履はくローファーが見えた。うつぶせのまま見上げたらパンツが見えたけど、それどころじゃない。ヴァル子さんは小さく息を吐いてから、僕の脇腹を蹴りあげた。

「あがっ、つぅ……」

「どうだ、望月、俺の優沙にいたぶられる気分は？」

　意い趣しゅ返がえしくらい自分でやれよ、このクソ野郎が。つーかさ……

「……優沙ちゃんじゃないだろ」

「なんだと、こら……もう一度言ってみろよ」

「彼女は優沙ちゃんじゃない！」

　ストーカー野郎に頭を踏みつけられ、鼻が地面に叩き付けられた。鼻の奥で焦こげつくような臭いと痛み。

「これが優沙だよ！　こっちが本物の優沙なんだよ！」

　何度も何度も頭を踏みつけられる。時々、衝撃に意識が遠くなった。それでも時間をかけてアキレス腱を治そうとしてるんだけど、どうにもうまくいかない。

「簡単には殺さねぇからな。今まで受けた借り、全部倍返しにしてから殺してやる！」

　思い切り脇腹を蹴りあげられる。しかも刺されたほうだ。痛みに涙が出た。

「てめぇさえいなけりゃ、偽にせ物ものの優沙だって俺のもんだ。ハハハハ、そうだ、あの黒髪の女だって俺のものだ。そこで転がってる女だって俺のものだ！　てめぇの持ってたもの、俺が全部もらってやるよ！」

　体中が痛い。でも、どうしてだろう？　命いのち乞ごいも土下座もする気にはなれない。

「なにか言ってみろよ、望月ぃ！」

「……彼女は優沙ちゃんじゃない」

「こいつが優沙だ！」

　脇腹を蹴られて、逃げるように体を転がした。くの字に倒れながら、ヴァル子さんへと視線を向ける。無表情だけど、目が合ったところでチラリとそらされた。

「本物だとか……偽物だとか……優沙ちゃんにも……彼女にも失礼だろ」

「黙れぇぇ！」

　顔を蹴とばされる。一瞬、目の前が黒くなった。

「こいつが優沙だ。これが俺の優沙だ！　てめぇがいるからいけないんだ！　てめぇが！」

　お腹を蹴られまくる。いつもの僕だったらとっくに心が折られていて、さっさと謝って許してもらおうとか考えてる頃なんだけどな。どうしてだろう？　こいつだけは許せない。

「てめぇさえいなければ！　優沙はずっと俺のものだったんだ！」

　ホント、イカレさんの論理的思考ロジカル・シンキングって驚きだよね。

「優沙、殺せ。こいつを殺せ！」

　こいつは自分では、人を殺す意い気く地じさえないクズだ。僕はあおむけになってヴァル子さんに微笑みかける。

「君に……殺されるのは、かまわない。でも……せめて……名前を……教えてくれないか？」

　ヴァル子さんの表情に変化はない。剣尖もブレずに僕へと向けられている。

「優沙、早く殺せ！」

「惚れた相手のさ……名前を、知らずに……死にたくないな」

　サラリとビョーキが……

「男としてダメなら……せめて、武人として……」

「優沙ぁぁ！」

『……ブリュンヒルデだ』

　ボソリと声が聞こえた。同時に着ていた制服がジジジとブレ始め、初めて会った時のような甲冑姿に変わった。羽飾りのついた兜かぶとだけ以前とは違いフルフェイスではない。

「ブリュンヒルデか……いい名前だ」

　次の瞬間、ストーカー野郎がブリュンヒルデの顔をグーで殴った。殴られた勢いでブリュンヒルデは数歩後ずさる。

「お前は優沙だろうが！」

　やめろ。

「お前は優沙だ！」

　やめろ。

　ストーカー野郎が何度も何度もブリュンヒルデに手を上げる。なのに彼女は逃げずにストーカー野郎の拳をその身に受ける。

「優沙だ、優沙だ優沙だ優沙だ優沙だ」

「やめろ！　クズ野郎！」

　痛いとか、痛くないとか、もうどうでもよかった。

　アキレス腱の痛みなんてクソくらえだ。お腹の痛み？　知るか、バカ。こんな痛みなんかより、目の前で女の子が殴られてるのを、ただ見てるだけなのが僕には痛い。

　心が痛くて痛くて、壊れてしまいそうだ。

　悲鳴を上げる体に鞭むち打うって立ち上がる。アキレス腱はまだ痛いけど、気合でどうにか立ち上がる。僕が立ちあがったら、ストーカー野郎が憎悪を乗せた視線で僕を睨んだ。よし、注意は引けたし、ブリュンヒルデを殴る手は止めることができた。

「今度は本物の優沙まで俺から奪うのか、望月……」

「だから彼女も名乗っただろう？　彼女は優沙ちゃんじゃない。ブリュンヒルデだ」

　狂気に目を見開いたストーカー野郎は、ブリュンヒルデの持っていた剣を奪い取る。

「殺してやる」

　それはこっちのセリフだ、バカ野郎。

　ストーカー野郎には見えないように、手の中に小さなナイフを作り出す。やっぱり、近くにブリュンヒルデがいるから、うまくいかない。集中しろ。もっと集中しなくちゃいけない。目を閉じてイメージを強固にする。

「殺してやる。絶対に殺してやる。できる、俺ならできる。望月を殺せる！」

　小さなひっかかりが手の内で生じる。色んな痛みにイメージがブレる。でも、今は傷を消すことよりもナイフだ。あのバカを殺すための道具が必要だ。

「望月ぃぃぃ！」

　うっすらと目を開ける。憤ふん怒ぬの形ぎょう相そうを浮かべたストーカー野郎が剣を振りかぶっている。

　まだだ。まだナイフは作りきれてない。もう柄つかとかどうでもいい。刃だけでかまわない。

　クズが振りかぶりながら踏み込んでくる。こっちが踏み込めるのは、おそらく一歩。

　立ってるだけでもやっとなのだから、もっと近づいてもらわないと困る。

　剣が振り下ろされる。合わせながら倒れるように前に出た。抜き身の刃を手に握り、突き出す。ストーカー野郎が驚くように目を見開いた。

　これなら届く。

　不意にストーカー野郎が僕の目の前から消えた。

　代わりに現れたのは、ブリュンヒルデだ。僕のナイフは空くうを切る。乾けん坤こん一いっ擲てきの一撃を読んだブリュンヒルデが、ストーカー野郎を後ろのほうへ投げ飛ばしたのだ。

「……どうして庇うんだよ？」

　ブリュンヒルデは無表情のまま僕をジッと見据える。

『……どんな人物であれ、主は主だ。そして、オマエは主の敵だ』

「自分が仕つかえる人間くらい選べよ」

『生んでもらった恩義がある。主が望むのであれば、私は三渕優沙でかまわない』

「……そんなの」

『だが、オマエに対しても恩義がある。初めて出会った時は敵でありながら命を救われた。さきほどは私の名を呼んでもらえた。その上、不可抗力とはいえ、オマエの唇を奪ってしまった。敵とはいえ、もはや斬ることはできない』

「だったら、あんな主なんて見限っちゃえよ。僕が君を守るからさ」

『私はバグだ。本来なら存在を許されないものだ』

「誰かが決めたルールに縛られるのも下らない話じゃないか。世界の全てが君を否定したとしても、僕だけは君を否定しない。だから、僕の傍にいろよ」

　ブリュンヒルデは静かに瞳を閉じる。

『……オマエは私に惚れたと言ったな』

「初めて見た時から恋に落ちてたよ」

『それは三渕優沙に似ていたからか？』

「いいや、違うね。高こう貴きな魂たましいと、その騎士振りに僕は最初から君に殺されてたんだ」

『私はオマエにひどいことをしたぞ？』

「この命は君に捧ささげるって、あの時から決めてた。こんな怪我、ものの数に入らないね」

　自分でもチョーシいいことを言っているとは思うけど、あんなゲス野郎の傍にブリュンヒルデを置いておきたくない。そのためなら僕はどんな嘘だって並べる。

『バカな男なのだな。しかし、存ぞん外がい、嬉しいものだ』

　そう言ってブリュンヒルデはかすかに口元を緩めた。

『……オマエとは違う形で出会いたかった』

「もう出会ったなら出会い方なんて関係ないだろ？　君がうなずいてくれれば、僕は命をかけて君を守る。ほら、僕らの前には輝かしい未来しかないじゃないか」

「ゆ、優沙ぁぁ！」

　不意に響いたストーカー野郎の声に視線を向ける。うつぶせに倒れているストーカー野郎の首にタマが大鎌を添えていた。どうやら復旧作業は無事に終わったようだ。

「ゲツ君、お役目ご苦労様。でも、起きたらナイフを突きつけられてた件は説明してもらうからね」

　ストーカー野郎は、またタマを人ひと質じちにしようとしたのだろう。とことんクズだ。タマは僕へと向けていた笑顔を消して、狩人ハンターの目でブリュンヒルデを睨む。

「さて、ヴァルキリー。宿主に対してかなりご執心みたいだけど、どうしようか？　まあ、私を人質にしようとしたんだから同じ手を使われたって文句は言えないよね」

　その件に関しては同意だけど、ブリュンヒルデはなにも悪くはない。

「宿主を助けたければ、自じ刃じんして果てろ、ヴァルキリー。でないと、このクズは殺す」

「た、助けてくれ、優沙！」

　別にストーカー野郎がどうなろうとどうでもいいけど、タマさんのやり方がエグすぎる。タマって手段を選ばないところがあるからなぁ……

「ブリュンヒルデ、あんな主なんて見限っちゃえばいいよ。な、だから僕と一緒に……」

『ここでオマエを人質に取れない私はとんだ不忠者だ』

　ホント、生真面目な性格みたいだね、この子は……

「主人が必要だって言うなら、僕が君の主人になってやる。だから……」

　ブリュンヒルデは苦笑を浮かべて首を横に振った。

『世界の理性ウィザードは、どうあっても私の存在を許しはしない。それとも、私のために仲間を裏切れるのか？』

　ブリュンヒルデの視線の先にいるタマは僕らを鋭く睨んでいた。

「話せばきっとわかってもらえる」

『アレはそんなに甘いものではないし、オマエが私のために邪道を進む必要もあるまい。高潔な者は己の信じる道を真っ直ぐ進むべきだ。その邪魔をするほど恥知らずではないよ』

　不意にタマがストーカー野郎に蹴りを入れた。

「ほら、お前も自分のために自決しろってアレに命じろ。そしたら命だけは助けてやる」

　いやいや、いくらなんでもそんなこと……

「ひっ、ゆ、優沙！　俺のために死んでくれ！」

　言いやがった、あのゲス野郎……

「ブリュンヒルデ、あんな奴、見限っていいってば！」

『主命は主命だ』

　音もなくブリュンヒルデは自分の胸に短剣を突き刺していた。止める暇もない。あまりにアッサリとした行動だった。

『だが、良かった。オマエを殺せと命じられるよりマシだ』

　静かに微笑みながら膝をつくブリュンヒルデを僕は抱きとめる。いや、ダメだ。すぐにでも離れて、神蝕性の相殺アベンドを止めないと……

　なのに、ブリュンヒルデが僕の腕を掴んだ。

『逃げるな。このまま最さい期ごまで抱きしめていてくれ』

「だって、このままだと僕は君を殺してしまう！」

『オマエも言っただろ？　惚れた者になら殺されてもいいと……』

「いや、でもさ！　どうしてだよ！」

　意味がわからない。

『頼む。強く抱きしめてくれ』

　僕だって子供のころ、香織さんに抱きしめられて絶望の淵ふちから救われた。だから、返すのだ。同じことを他の誰かに返して世界は回っていくのだ。救われたのなら、同じように誰かを救わなきゃいけない。だから僕はブリュンヒルデを抱きしめる。

　だって、それを彼女が望むから……でもさ……こんなのはさ……僕の望みじゃ……

「ねぇ、もう一度だけ言うよ。あんな奴、見限っちゃえって。そしたら、僕は、これから先もずっと君を抱きしめるから」

　ブリュンヒルデは力なく首を横に振った。

『彼には、こんな私を生み出してもらえた恩義がある。それを無視することはできない』

　ブリュンヒルデが静かに息を吐き出す。

『生まれ出ることができたから、オマエとも出会えた。オマエは世界にさえ否定される私を受け入れて、抱きしめてくれた。充分だ』

「そんなのないよ。だって……」

『ブリュンヒルデは高貴な戦士だ。己の主も己の心も裏切らない』

　テレビの砂嵐のようにブリュンヒルデの存在がブレ始める。離れようとした僕のことをブリュンヒルデの手が掴む。

『頼む。このままずっとオマエの顔を見ていたい』

　なんだよ？　どうしてだよ？　どうして僕は……

『それと、あのキスは不可抗力だぞ。私は痴女でも変態でもないからな』

　クスリと笑うブリュンヒルデの唇に、僕は唇を重ねた。ゆっくりと唇を離したら、ブリュンヒルデの頬が濡れた。

『……私のために泣いてくれるのか？』

「だってさ！」

　涙が止まらないのだ。僕はどうしたらいいんだ？　このまま抱きしめていたらブリュンヒルデは消えてしまう。でも、放したら、彼女の望みを裏切ってしまう。
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『……そうだ、私はオマエをなんと呼べばいい？』

「望月でも砕月でもなんでもいいよ！　だから、僕の傍にいたいって言ってくれよ、ブリュンヒルデ！」

『望む月で望月か。いい名だ。望月、望月か……望月、願わくば、私のことを忘れず覚えておいてくれ。それで、私は、この世界に存在し続けられ……』

　最後に微笑んだブリュンヒルデは、優沙ちゃんとは違う顔付きだった。金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、意志の強そうな切れ長の二重まぶた。優沙ちゃんとは違う美しい女神だった。

　笑ったまま女神は逝いった。

　今まで感じていた温かみも重みも、まるで嘘かのように消えた。同時に、ディレクトリが崩ほう壊かいする。落書きのような風景にもヒビが入り、世界は砂のように細かく散っていった。

　音が戻ってくる。頬を撫でる微び風ふうも柔らかい。でも、僕の腕の中は空っぽだ。

　背中を丸くするようにうずくまる。頭を地面につけたまま動けなかった。痛かった。痛くて、痛くて、涙が止まらない。ああ、そういえば、お腹、刺されてたっけ？

「ゲツ君、私を恨んでいいよ」

　いつの間にか、タマがうずくまる僕の横に立っていた。僕はなにも答えずに、ただ涙を流し続けることしかできない。

「帰ろう。その傷だって、病院に行かないと……」

「優沙、優沙、どこにいるんだ？　優沙！」

　腹の奥から胸のほうへと熱い何かがせり上がってくる。

「お、俺の優沙が！　俺の優沙ぁぁ！」

　僕は顔を上げ、涙をぬぐって立ち上がった。呆ほうけたように辺りを見回すストーカー野郎を睨み、ゆっくりと近づいていく。

「ゲツ君……」

　タマの制止は無視して進む。ストーカー野郎は僕の姿に気づき、尻しり餅もちをついたまま後ずさる。そして、ナイフを取り出した。

「て、て、て、てめぇが俺から優沙を！」

　こんな奴、生きてたってしかたがない。でも、彼女の望みを無視することはできない。

「ブリュンヒルデに免じて今回だけは見逃す。でも、次はないからな」

　踵を返して歩き出した。

「……肩、貸すよ」

　僕の顔色をうかがうようなタマの視線に苦笑を浮かべる。怒ってないと言う代わりにタマの肩に手を回した。

「なぁ、タマ、どうしてブリュンヒルデは優沙ちゃんに似てたんだろ？」

「……バグって人の願望と同調するんだけど、ラミアや紅葉姫は宿主そのものの欲望や情念と同調してたんだ。だから、深み草くさ静流も三渕優沙もバグと一体化してたでしょ？　でも、ヴァルキリーの場合、少しパターンが違う。あの金髪が具体的に思い描いていた想念である三渕優沙のイメージと同調してた。この場合、宿主だった金髪の人格は影響しない。代わりに宿主が抱いている願望やイメージの影響をモロに受ける。だからヴァルキリーの外見は三渕優沙で、性格も自分に対して忠実なものだったんじゃないかな？」

　まあ、パッと見の優沙ちゃんて毅き然ぜんとしてるところがあるからな。でも、やっぱり全然違う。ブリュンヒルデは優沙ちゃんじゃない。

　不意に『ブリュンヒルデ』が石段を駆け上がってきた。

「砕月！」

　あ、優沙ちゃんだ。しかも、静流先輩まで一緒だ。

「砕月君！　その怪我！」

　二人が駆け寄ってくる。いや、優沙ちゃんがこの場所を知ってるのはいいんだけど、どうして静流先輩まで？　あまり考えないようにしよう。答えはきっとやぶの中だ。

「優沙ぁぁぁ！」

　絶叫にも近い声に振り返った。ストーカー野郎が幽ゆう鬼きのような顔で優沙ちゃんを凝視していた。

「優沙、やっぱり俺の優沙だ」

　優沙ちゃんは僕を背にするようにストーカー野郎を見据える。こういうところがブリュンヒルデに似ているのかもしれない。

「砕月を刺したの、アンタ？」

「なに言ってるんだ？　お前が刺したんだろ？」

「意味わかんないこと言わないで！　アンタ、頭、おかしいよ！」

「なあ、優沙、ほら、見てみろよ。そいつは人間のクズだ。女をだまして、俺の優沙まで殺したんだ。だから、お前には俺しかいないはずだろ？」

　もう、あいつ、頭ん中グチャグチャだな。

「私はアンタなんか大っ嫌い！」

「優沙、嘘だろ？　なあ、嘘なんだろ？」

「何度だって言ってやるわ！　私は砕月が好き！　砕月がどうしようもない浮気者でも好きになったんだもの！　しかたがないでしょ！　でも、アンタなんて大っ嫌い！」

「黙れぇぇぇ！」

　叫びながらナイフを振りかざし駆けてくる。僕はとっさに優沙ちゃんの肩を引いて入れ違うように前に出る。キラリとナイフがきらめく。

「砕月君！」

　静流先輩の甲高い声が境内に響く。

　僕はナイフを腕で受け止めた。グッサリ突き刺さってるけど、痛みなんて感じない。

「また、また、俺の邪魔ばかり……」

「……今さっき言ったよな、次はないって」

　膝蹴りを鳩尾みぞおちへとブチ込んだ。

　あえぐようによろけるストーカー野郎を見たら、空むなしくなってきた。どうして、ブリュンヒルデはこんなのと出会ってしまったのだろう？　せめて、もう少しマトモな人と出会えたら、こんな悲しい結末は迎えなかったはずなのに……

「ひぃ、か、勘弁してくれ」

　臆病で自分のことしか考えてなくて、頭も悪い。そのくせ根拠のないプライドだけは無駄に高い。こういう男は理解し難いし、そんな風になってしまったことに対して憐あわれみすら覚える。殴る価値さえない。でも、放置して危ないことをされても困る。

　よろけたストーカー野郎めがけて、僕は跳んだ。

　跳び踵落とし。

　全体重と勢いを乗せた脳天蹴りを叩き込んだ。ゲスはグシャリと膝から崩れる。着地した僕も限界が近くて体が傾いた。その横を黒い影が通り過ぎる。

「私の砕月君になんてことを！」

　叫んだ静流先輩がスタンガンでストーカー野郎に追い打ちを入れていた。地味にエグいことするよね、静流先輩ってさ……

「ゲツ君！」

　ふらついた僕をタマが受け止める。

「ちょっときついかな」

　ズボンや中のトランクスがグショグショになるくらい血が流れてるんだよね。

　あ、これって、かなり高確率で死ぬかもしれないね。

「きゅ、救急車よ！　きゅ、救急車と警察！」

「三渕さん、警察はダメです。砕月君を殺そうとしたこの人を処分できません」

「それじゃあ、とりあえず救急車だけよ！　救急車って１１０番でいいの？　ねえ、砕月！」

「あのさ、ゲツ君を揺すったら血が出るよ。ちなみに救急車は１１９番。あと、どのみち警察沙汰だから深草静流は手に持ってる石をどっかに捨てて」

　薄れゆく意識の中で、この三人に任せて大丈夫なのか、非常に不安だった。
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　どうにか一命を取り留とめた。

　お腹の傷も出血の割には急所をそれていたようで、腕も運よく神経を傷つけてなかった。傷跡は残るみたいだけど後こう遺い症しょうの心配はないらしい。とはいえ、腹ふく膜まく炎えんの恐れもあるから数日ほど入院せざるをえなくなった。その間に警察の人とか来て、色々と慌あわただしかった。

　とりあえず正式に被害届を出して、あのストーカー野郎は檻おりの中へとブチ込んでやることにした。以前から優ゆ沙さちゃんへの付きまとい行為などの前科もあったし、いくら未成年とはいえ、殺人未み遂すいだ。少年院か、場合によっては精神病棟のどっちかだろう。そのまま二度と帰ってこないでほしい。そうやって慌ただしい日常の中でも僕のビョーキは……

「ねぇ、田た中なかさん、無事に退院できたら、今度は私服姿のアナタを見てみたいんだ」

「あのね、望もち月づき君、あたし、旦だん那ないるから」

「伴はん侶りょがいようといまいと田中さんの美しさを前に僕は嘘をつけないよ」

　と出会う看護師さんを片かたっ端ぱしから口説こうとする始末。

　そんな僕でも、ふと夜になって一人になると、ブリュンヒルデのことを思い出す。

　僕はハピ子と同様に、ブリュンヒルデを自らの手にかけた。しかも、自分の選択で、だ。言い逃れはできない。僕は守りたかった女の子を自らの意志で殺したのだ。

　どうしようもないゲス野郎だ。死にたくなってくる。

「世界中の女の子が僕のハーレム要員になればいいのに」

　僕はへこんでいるっていうのに、ビョーキの独り言はいつだってひどい。

「そしたら、今度は僕が守ってあげられるのにさ」

　ビョーキの言葉を受けて僕はため息を吐く。

「神様、どうか今日も世界中の女の子が幸せでありますように」

　僕のビョーキはどうしようもないけれど、女好きも度を超えると、宗教染じみてくるなぁ。まあ、それでもゲスであることに変わりはないけどね。

「そして明日もかわいい女の子と出会えますように」

　ほんと、僕のビョーキはどうしようもない。でも、まあ、いいか。僕はそんなものだ。

　楽しいことも悲しいことも、浄も不浄も、まとめて重ねて折りたたむ。すると、僕の中に白黒はっきりしない気味の悪いなにかができあがる。そいつをお腹の奥に押し込めておけば、いろんなものを一緒に抱えて歩いていける。ふとした瞬間に不意打ちのように思い出すこともあるけれど、それでいい。僕は大丈夫だから。忘れたくないだけだから。たぶん死ぬまで一緒だから。

　涙と一緒に流して置いていくなんて僕にはできない。悲しんだところで過去が変わるわけでもない。そもそも僕には悲しむ資格が無い。ほら、こうして優しい世界と自分の残酷さを全部まるっと受け入れたら、自然と笑顔が浮かんでくる。

　だから僕は今日も明日も明後日も笑って一緒に生きていく。それでいいんじゃないかな？　それでいいと思うし、それしか僕にはできないのだから。


★



　経過も良好で、明日くらいには退院できそうだとお医者さんに言われた。

　そんな日に限ってですね、僕の病室はにぎやかなわけです。

「義お母かあ様さま、私と砕さい月げつ君の結婚を認めてください」

　静流しずる先輩が署しょ名めい捺なつ印いんされた婚こん姻いん届とどけをお見舞いのフルーツと一緒に持ってきた。出会ったころから比べると、ほんと、積極的になったよね。人って日々成長するんだな。

「認めません。砕月さんは結婚する必要ありません。ずっと私と一緒に暮らしてくれる孝行息子だもの。ニートでもかまわないわ。私が面倒みるから」

　笑顔の香か織おるさんの横で莉り子こが婚姻届をビリビリに破いた。

「なんてことをするんですか？　これが小こ姑じゅうとの嫁いびりですか？　負けません！」

「お兄ちゃんは莉子と結婚するって決まってるの！」

　そんな家族と衝突する先輩を尻目に優沙ちゃんがリンゴの皮を剥むいて、フォークで僕の口元へと持ってくる。

「ほら、腕不自由なんでしょ？　食べさせてあげるわ」

「怪我したのは左腕。砕月は右利き」

　千ち夏なつの抑よく揚ようのないツッコミ。一瞬で空気が凍る。

「あ！　三みつ渕ぶちさん、そのフルーツは私が砕月君に食べさせてあげようと思って買ってきたものですよ！　だいたい、砕月君が怪我したのだってアナタのせいじゃありませんか！」

「そうね、その通りよ。返せないほどの借りを砕月に作っちゃったわ。一生かかっても返せるかどうかはわからないから、返せるまで一緒にいるって決めたの」

　静流先輩と優沙ちゃんの間に見えない火花が散っている気がする。

「エロビッチ人妻に色ボケブラコンシスター、ストーカー上級生と勘違い押し掛け妻。砕月も災難ね」

　千夏の言葉に場の空気が凍る。僕は漫画を読みふけってる宗そう助すけにアイコンタクトを送ってみる。なのに、奴は完全シャットアウトだ。これが無二の親友です。

「だいたい、アナタはただの幼馴染みのくせに、いつも砕月君の傍にいるじゃないですか。空気を読めるなら、そこはただの幼馴染みとして本妻に譲ゆずるべきじゃないでしょうか？」

「本妻うんぬんは置いておくけど、確かにただの幼馴染みって、結局、付き合いは無駄に長いだけってことでしょ？　ホント、空気、読んでほしいわね」

「そもそも家族として一緒にいる時間は私のほうが上、ただの幼馴染みなんてただの小娘ね」

「莉子はお兄ちゃんと一緒にお風呂だって入ったことあるしギュッと抱きしめてもらったりしてるけど、ただの幼馴染みの千夏ちゃんは？　そういう素敵イベントある？」

　千夏の瞳から人間らしい情じょう緒ちょが消えていく。怖い、怖すぎる。

　胃が痛くなる中、病室の扉が豪快に開いた。

「ゲツ君、また仕事を手伝ってほしいんだけど、大丈夫かな？」

　笑顔のまま修羅場へと突っ込んでくるタマ。心臓に毛でも生えてるんじゃないかな？　ほんと、宗助もタマの肝きもっ玉たまを見習ってほしい。

「手伝ってくれるんなら、約束通りタマさんのことを好きにしちゃっていいよ☆」

　そんな約束をした覚えはない！　断じてないっ！

　ないけど、拒絶したくありませんっ！　だって男の子だもん！

　けどさ、場の空気が鋭すぎるんだよね。血の雨が降る五秒前みたいだ。

　え？　血の雨？　この平和大国日本で？　ありえなくね？　僕の状況、ありえなくね？

「砕月君、婚前交渉が許されるのは婚約者とだけですよ。いえ、別に、嫌ではありません。むしろ、既き成せい事じ実じつができれば思おも惑わく通りです」

「か、借りを体で返せと言うのなら、こ、こっちにも覚悟ってものがあるわ！　で、でも、責任は取ってもらうからね！」

「砕月さん、私はいつでも待ってますよ」

「淫いん魔まがお兄ちゃんをたぶらかそうとしてるんだね。やっぱり除じょ霊れいしなきゃ！」

「砕月、去きょ勢せいされるか矯きょう正せいされるか選びなさい」

　針のむしろだ。

　どうしたら、この修羅場をまとめることができるのだろう？

「みんな、落ち着いてくれ」

　あ、僕のビョーキが……

「昔の偉い人の格言にこんなものがある」

　嫌な予感しかしない。

「子し、曰いわく『みんなでニャンニャンしたらええやん』」

「孔こう子しは関西人じゃねぇから！」

　無音を切り裂く宗助の鋭いツッコミ。でも、つっこまれたってこの空気は変わりません。

　さて、この凍りきった空気を僕はどうしたらいいのだろう？

　アハハハ、どうしようもねぇや。とりあえず笑っとこう。

　ハピ子、ブリュンヒルデ、僕も割とすぐそっち側に行くことになるかもしれません。





あとがき










　はじめまして、第二回『このライトノベルがすごい！』大賞の大賞を受賞した谷春慶です。

　デビュー作は『モテモテな僕は世界まで救っちゃうんだぜ（泣）』です。

　とキメ顔で言える大人の男になりたい今日この頃です。

　なにやらタイトルのことがネットで話題になってたみたいで僕も読んでて笑いました。

　でもね、タイトル考えるのって大変なんですよ。

　そもそも、初めて宝島社で担当編集のＭさんと会った際、お互いに「タイトルは変えましょう」といの一番で言いました。言ったはいいけど、ガッツリと改稿が入りまして、改稿しながらタイトルを考えることになったわけです。

　そして、その際、僕が出したタイトル案のひどさといったらないですよ。担当編集のＭさんに提出したタイトル案の一部を、僕の一言コメントと一緒に並べてみます。




『下衆』


　　※ゲス。インパクトはあるけど、軽みがない。



『ペロっとできる女の子の騙し方』


　　※ハウツー本みたいなノリで。



『いい加減、認知してください』


　　※最近流行りの文章系。でも、内容に即そくしてない。いけるか？



『男児、大望を抱け。我らが超えるはハレムの丘』


　　※もはや自分でも意味がわからない。






　どうですか？　この右往左往ぶりは。

　こんなセンスのない作者にだけ任せていたら、いつまで経ってもタイトルが決まらないというわけで編集Ｍさんたちも忙しい中、たくさんのタイトル案を出してくれました。その一部を紹介します。




『タマとビョーキが妄想キングダム』


　　※略してタマ○ン。賛同は得られず。



『はじめては３Ｐと決めてました』


　　※３Ｐと決めてるのはいいのですが、これで決めたらダメだと思います。



『ハーレムなんかいらないっ！』


　　※タイトル詐欺です。



『世界も僕もバグだらけで日常的に３Ｐバトル』


　　※日常的に３Ｐとか羨うらやましすぎるエロ小説です。いい加減、３Ｐから離れましょう。



『俺と彼女の３Ｐで世界が終了』


　　※だから３Ｐから離れろよ！　そもそも３Ｐで世界が終了とかどういう状況だよ！



『バグズライフ』


　　※割と武闘派な宝島社ですが、これは完全に死亡フラグです。






　さて、編集Ｍさんたちの右往左往ぶりもおわかりいただけたかと思います。

　仕事が同時進行で忙しい中、タイトル決定のためだけの会議で、いい歳した大人が真剣な顔で３Ｐ連れん呼こですよ、どんな会議だよってツッコミ入れたくなります。

　そんな『３Ｐ』というヒットマンのハニートラップを躱かわして、どうにか今のタイトルに決定したわけです。なんだかんだ言われたって、僕はこれでよかったかなと思います。




　というわけで、いろいろと言われているタイトルではありますが、この本を手に取ってくれた方のほとんどは、奈な月つきここさんのかわいいイラストに魅みせられたのだと思います。初めてキャラのラフを見た時は、人生で五指に入るほどの嬉しさを感じました。本当にありがとうございます。それで、かわいい娘たちの親権は僕がもらっていきますが、かまいませんか？　あ、野郎どもならどうぞご自由に。

　それと、前述のとおり、応募時からガッツリと改稿しています。元の原稿は、もう読み返したくないくらいひどいです。担当編集ＭさんとＴさんの力がなければ、ここまでお話として形にならなかったと思います。お二方の助言が無ければ、ひどい具合でした。本当にありがとうございます。感謝してもし尽くせません。

　そして、こんなダメな作者の書いたお話を読んでくれた下読み及び選考委員の方々、デザインを請け負っていただいた伸しん童どう舎しゃさん、更にはゴーサインを出してくれた宝島社の編集部の方々、感謝してもし尽くせません。本当にありがとうございます。この恩義は書くことで返していきたいと思っています。

　最後になりますが、この素敵なタイトルの本を手に取って読んでいただいてありがとうございます。束つかの間まの暇ひまつぶしに貢こう献けんできたら、それだけで書けて良かったなぁと思う今日この頃です。








処女作は『モテモテな僕は世界まで救っちゃうんだぜ（泣）』の谷 春慶









[image: ]











本書は、２０１１年９月に小社より刊行した文庫を電子書籍化したものです。

この物語はフィクションです。作中に同一の名称があった場合でも、実在する人物、地名、団体等とは一切関係ありません。
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